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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　眼前に立ち塞ふさがる異形の大だい魔ま王おうの姿。

　二つの捻ねじれた角。堕だ天てん使しとドラゴンの二対ついの翼つばさ。悪魔の尾おは大木の幹ほどの太さを持ち、黒い甲かつ冑ちゆうの如ごとき外がい殻かくで覆おおわれた全身は見上げるほどに高い。

　そして、真しん紅くの瞳ひとみは邪じや悪あくな悦よろこびに濡ぬれていた。

「行くぞ、大魔王ジャーマ！」

　立ち向かうのは、一人の少年。今にも折れそうな剣けん一本に世界の命運を託たくし、傷ついた体に鞭むち打うって大魔王に挑いどむ。

「これが最後の一いち撃げきだ！」

　走そう馬ま灯とうのように、異世界での冒ぼう険けんの記き憶おくが脳のう裏りを一いつ瞬しゆんで過ぎ去った。

「この一撃に、俺の全すべてを込める！」

　死力を振ふり絞しぼった少年が死し闘とうに決着をつけようとした、その瞬間。

　夢から覚めた現実の少年はベッドから転げ落ちた。

「あいたたたた、あれ？」

　夢の中の幻まぼろしにもかかわらず、大魔王の存在感は彼に冷や汗あせを流させている。

「奴やつの名前は、大魔王ジャーマ。そうだ……そうだった……」

　目覚めた途と端たんに夢の内容は忘れていくのが普ふ通つうだが、少年はむしろ逆に時が経たつにつれ、鮮せん明めいに記憶を取り戻もどしていた。

「今の今まで、忘れていた……」

　湿しめったパジャマ越ごしに、少年は胸を強く押さえる。だが、持ち主の意に反して心臓は高鳴り続けていた。まるで治まる気配がない。

「俺は……」

　少年は手を見下ろし、握にぎり拳こぶしを作る。寝ね起おきだというのに、そこに込められた力はあまりに強かった。

「大魔王と戦った、伝説の勇者だったんだ……」

　寝ね言ごとではない。

　少年は立ち上がり、両手を高く突つき上げる。彼の頭は、今までにないくらい澄すみ渡わたり、覚かく醒せいしていた。

「なんだって忘れていたんだ！　今のは夢なんかじゃない！　俺は、空から降ってきた鉄骨に襲おそわれた瞬間に異世界へと召しよう喚かんされ、数多あまたの冒険に挑み、そして恐おそるべき大魔王ジャーマを打ち倒たおした救世主じゃないか！」

　覚醒といっても、ヤバい意味ではない。

　少年はただ、失われていた記憶を取り戻しただけだった。

「そういえば俺を異世界に召喚した妖よう精せいの女王様が言っていたっけ。使命を果たした後は、勇者としての記憶は封ふう印いんしなければいけないって……」

　そこで一いつ旦たん、彼は悔くやしげに言葉を切る。

「もったいないことをした。だけど取り戻したぞ、素す晴ばらしき冒険の記憶を！」

　大魔王との決戦の夢をきっかけに、異世界を冒険した全ての記憶を取り戻すことが出来、少年は感激していた。

「異世界から帰って来てからの一年、何だか自分の前世が伝説の戦士だったような気がしたり、意味もなく右手が疼うずいたりしたのは、実体験から来る本当のことだったんだ！」

　叫さけびながら、右手で右目を覆う少年。

「眼帯で右目を隠かくしていたのも邪じや気き眼なんかじゃない、今まで忘れていたが、アレは確かジャーマ配下の四天王との戦いで付けられた傷のせい！　散々クラスメイト連中に中二病って馬ば鹿かにされてきたが、全ては現実！」

　大声を上げながら、彼はパジャマのまま自室を飛び出す。

「俺はもう、ただの高校生じゃないぞ！　友達の数がちょっと少ないとか、テストの成績が悪いとか、将来の不安とか、そんなものはもうどうだっていいんだ。何せ伝説の勇者なんだからな！　他ほかの誰だれとも違ちがう、世界でたった一人だけの特別な存在なんだ！」

　熱に浮うかされたまま、家族の待つ居間へと飛び込んだ。

　今まさに勇者としての記憶を取り戻したばかりの少年は、家族にそのことを打ち明け、鼻を明かしてやるつもりでいた。

　冷静な状態なら、それがどれだけ愚おろかなことか少年も弁わきまえていただろう。

　誰にも信じてもらえず、アニメやマンガの見すぎと呆あきれられるか、あるいは、頭の心配をされて病院に担かつぎ込まれるか。

　しかし、その程度のことにさえ理解が及およばないほど、彼は大興奮していた。

「父さん！　聞いてくれ、俺、実は異世界を救った伝説のゆ──うしゃ？」

　喜び勇んで居間へと飛び込んだ少年だったが、最後まで台詞せりふを口に出来なかった。

　彼の目に飛び込んできたのは、出勤前であるにもかかわらずサラリーマンの背広やネクタイを放ほうり出した父の姿だ。

「息子むすこよ！　今まで黙だまっていたことがあってだな、信じられないだろうが実は……パパは異世界を救った伝説の勇者だったんだ！」

　最近深刻にハゲの心配をしている父は、息子の姿を目にするなり、幼い子どものようにあどけなく瞳を輝かがやかせた。

「はい？」

「無限に広がる異世界の大宇宙を宇宙船ライトニング号とともに股またにかけ、凶きよう悪あくな宇宙怪かい獣じゆうを引き連れて宇宙支配を目もく論ろんだ魔王を打ち倒した、伝説の宇宙海かい賊ぞくキャプテン・ウラシマ！　それがパパの真の姿だったんだ！」

「父さん、設定が二世代くらい古いぞ」

　父の弁に、息子は盛大に苦笑いを浮かべる。

「というか頭大だい丈じよう夫ぶ？　まさかその歳としにもなってアニメやマンガの見過ぎだなんて言わないよな？」

　息子は会社で激務が続く父の身を案じたが、父はリモコンを光線銃じゆうに見立ててポーズをとるのに夢中だ。息子の言葉など耳にも入っていない様子である。

　最中、居間の騒さわぎを聞きつけたのか、母が小首を傾かしげながら現れた。

「あ、母さん。聞いてくれ、父さんがヘンになっちゃったんだ」

「実はママも、異世界の危機を救った愛と正義のコスプレ服美少女戦士コスチュームーンだったのよ！」

「母さんも一世代は古いぞ。というか自重しろ二児の母」

　今も見かけは若々しく可か憐れんな母だが、父同様、別世界に陶とう酔すいするかのような表情で狂きよう喜きしている。いい歳した経産婦であるにもかかわらず、可愛かわいさを強調した決めポーズを披ひ露ろうしていた。

「何言っているんだ二人とも。そもそも異世界って言ったら、剣と魔法と大冒険のよくあるレトロな感じのＲＰＧみたいな世界だっただろ？」

「黙れゲーム世代！　そしてパパの武勇伝を聞け！」

「ううん、それよりママのほうがいいと思うの！」

　両親揃そろって自じ慢まん話を息子に聞かせようとしてくる始末だ。少年は思わずパジャマのまま居間を飛び出した。

「あ、おはよう、私のお兄ちゃん」

　寝ね坊ぼう常習犯の妹が今朝に限って普通の時間に起きてきたらしい。部屋から出てきたところを少年と鉢はち合わせた。

　スローペースで表情が乏とぼしい妹が、珍めずらしく頰ほおを上気させている。

　興奮していることを表情以外で伝えようとしているらしく、ぶんぶんと手を振って身み振ぶり手て振ぶりを交えている。

「思い出したんだけど、私、異世界のピンチを救った伝説の勇者なの！」

　聞きたくもなかった台詞に、少年はすぐさま今度は家を飛び出した。

「僕は伝説の勇者だったんだ！」

　向かいの家で長く引きこもっていると噂うわさのお兄さんが、固く閉とざされていた自室の窓を開け、瘦やせこけた顔を晴れ晴れしく輝かせていた。

「私は伝説の勇者だったのよ！」

　毎朝飼い犬の散歩を欠かさない近所のお姉さんが、感激のあまり涙なみだを流しながら道を歩いていた。

「わふん……！」

　普ふ段だんは間ま抜ぬけ面づらの犬も、なぜだか今朝に限っては聡そう明めいで勇ましい。まるで犬までもが勇ゆう敢かんな戦士としての記憶を取り戻したかのようだ。

「わしゃ伝説の勇者だったんじゃよー！」

「ぼく、でんせつのゆうしゃなんだー！」

　道行く人々の誰もが、そう声こわ高だかに主張している。

　杖つえをついて歩くご老人だろうが、幼よう稚ち園えんに向かう幼児だろうが、皆みんなして伝説の勇者であるらしい。

　そして彼らの声は、少年の家の周辺だけではなく、街の至るところからも聞こえていた。日本中、いや、世界中から勇者たちの復活の声が聞こえてきそうな勢いだ。

「ええっと、俺も、伝説の勇者なんだけど……」

　少年は首を傾げる。

　しかし、他の勇者たちは自らの武勇伝を誇ほこらしげに語り自己主張を続けるばかりで、別の勇者の話などこれっぽっちも聞こうとはしていない。

「まさか、俺だけじゃなくて人類全員が、魔王を倒して異世界を救ったことがあるのか？　そんな勇者多すぎ問題、認めないぞ！　俺こそが勇者の中の勇者なんだーッ！」

　少年の名は浦うら島しまヒロト。

　かつて大魔王ジャーマとの死闘の末、無限に存在する異世界の一つを救った伝説の勇者である。

　しかし、現代世界において彼は決して特別な存在などではない。どこにでもいる、地球上に存在する伝説の勇者七十二億のうちの一人でしかなかった。
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　暗雲より迸ほとばしる稲いな妻ずまが、魔王の居城に轟ごう音おんを響ひびかせる。

　その玉座の間にて、人間の少年と異形の魔王が向かい合っていた。

「どうした異世界の勇者よ、剣けん聖せいの称しよう号ごうを持つ男よ！　その脆ぜい弱じやくな身で、この世界最強の存在たる余、大魔王ジャーマを討うつのではなかったか！」

　勇者と魔王、一対一の最後の戦いが始まって、どれだけの時間が経っただろうか。

　若き勇者はすでに満まん身しん創そう痍い。対して魔王は、何度も会心の一いち撃げきをその身に受けながら、未いまだ膝ひざをつく様子はない。

　勇者は自らが携たずさえた一ひと振ふりの刃やいばへと目を落とす。

　聖剣ソノハヤ。その刀身は、いつ砕くだけ散ってもおかしくないほどに傷ついていた。刃はこぼれも無残な聖剣を、勇者はそっと鞘さやへと仕し舞まう。

「秘剣、横一文字斬ぎり！」

　瞬しゆん間かん、勇者は再びソノハヤを抜ばつ刀とう、その白はく刃じんを閃ひらめかせる。

　居合と呼ばれる、少年の故郷に伝わる必殺の一撃。初めて見る異世界の剣けん術じゆつは、魔王の想像を超こえる破は壊かい力だった。

　だが、魔王を倒し切るより先に、聖剣ソノハヤが砕け散ってしまった。負ふ荷かの蓄ちく積せきが刀身に限界をもたらしたのだ。

「勇者！　まさか、我々の最後の戦いがこれで終わりだとは言うまいな！」

　未だ倒れぬ魔王の怒ど声せいが響いた。すぐさま勇者がソノハヤの代わりに取り出したのは、禍まが々まがしい魔力を帯びた新たな剣だ。

「魔剣アークブリンガー！　お前の腹心の部下、四天王ヴォルガルムの愛剣だ！」

　勇者は黒い刀身を持つ魔剣を両手で握にぎり締しめ、頭上へと高く掲かかげて振ふり下ろす。

「秘剣、縦一文字斬り！」

　凄すさまじい切れ味を持つ魔剣アークブリンガーの一撃は、魔王の角の片方を切り落とし、そのまま胸の急所をも切り裂さいた。

「この剣は、俺の右目に呪のろいの傷をつけた忌いまわしい魔剣だ……しかし、お前を倒たおせるなら闇やみの力さえ使いこなしてみせる！」

「心意気は認めよう。だがな、その魔剣はもともと余が配下に譲ゆずったもの。そして剣とは剣けん士しの魂たましいが宿るもの。剣の使い手ならば、貴様もよく知っていよう」

　魔王の皮肉の呟つぶやきとともに、勇者の手の中で魔剣は前まえ触ぶれもなく砕け散った。反逆を良しとしなかった剣が、自ら折れることを選んだかのように。

「我が片かた腕うでヴォルガルムよ。死してなお余に尽つくす忠誠心、大たい儀ぎである」

　魔王は武器を失った勇者を見み据すえながら、砕け散った魔剣アークブリンガーと、真っ二つに折れた聖剣ソノハヤをそれぞれ引き寄せた。

「しかし、その忠義、余と勇者の戦いに水を差したも同然と心得よ！」

　憤いきどおる魔王の腕うでの中で、砕けた聖剣と魔剣、それぞれが凄まじい光を放ち始める。誰あろう魔王自身が、自らの強大な魔力を注ぎ込んでいるのだ。

　勇者が絶句して見守る中、魔王の腕の中で、聖剣と魔剣の残ざん骸がいは新たな一振りの剣へと姿を変えた。

「待たせたな。三み度たび剣を取るがいい、勇者よ」

　魔王は、自ら生み出した最強の剣を、勇者へと向けて放り投げる。

「……敵同士だっていうのに、随ずい分ぶんとよくしてくれるんだな」

「ああ、まあ、いいではないか。絶大なる力を持って生まれ落ちた余にとって、対等の相手など今まで存在しなかった。貴様との戦いは初めてのことばかりだ」

　見開いた真しん紅くの瞳ひとみに歓かん喜きと愉ゆ悦えつを浮うかべ、魔王は禍々しい笑えみを見せる。

「勇者よ。最も早はやここから先は言葉を交かわす余よ裕ゆうさえあるまい。故ゆえに、その名を余に教えることを許す。これが最後の機会だ、名乗るがいい」

「魔王、お前は自分が今まで戦ってきた敵の名前も知らなかったのか？」

「我が大魔王軍に刃向かう異世界の勇者のことは、部下からの報告でよく聞かされた。だが、まさかここまで辿たどり着くとは思わなかったし、余を相手に勝利を諦あきらめぬとは想像もしなかった。そう、余はとうとう貴様に興味を持ったのだ。誇るがいいぞ」

「光栄だな。なら覚えておくといい」

　勇者は聖魔剣を見下ろし、剣の切っ先を相対する魔王へと突つき付ける。

「俺の名は勇者ヒロト！　お前を打ち倒し、この世界に平和をもたらす救世主だ！」

「余の名は大魔王ジャーマ！　持てる全すべての力と勇気を振り絞しぼり、挑いどんでくるがいい！」

　勇者ヒロトは無名の剣を手に、眼前に立ちはだかる大魔王ジャーマへと駆かけ出す。勇者と魔王の戦いを、ここで、全て、終わらせるために──







　その瞬間、浦うら島しまヒロトは今朝もベッドから転げ落ち、夢から覚めた。

「またかよ！　またこのパターンかよ！」

　ぼやきながら、パジャマ姿のヒロトはぼんやりと周囲の光景を見回す。

　異世界での冒ぼう険けんの記き憶おくに深く刻まれた、身の毛もよだつような魔王の居城の名残なごりなど、どこにもない。散らかった自室の景色だ。

「あーあ。どこかに新しい冒険でも落ちてないもんかね……」

　枕まくら元もとの時計は正午を指している。

　今日は平日で、ヒロトは本来なら高校へ登校していなければいけない時間のはずだ。にもかかわらず、彼はパジャマを脱ぬごうとさえしない。

　ヒロトは、夢の中で魔王と戦っていたときの精せい悍かんな表情とはまるで別人の顔つきで、大きなあくびをこぼした。

「自分が勇者だと思い出して、ずいぶん経たったな……」

　ヒロトだけではない。世界中の勇者たちが封ふう印いんされていた記憶を取り戻もどし、早一週間が過ぎている。

　まず、彼らは働かなくなった。

　勇者として活かつ躍やくしなくなった、という意味ではない。そもそも現代世界は勇者の活躍なんて求めていない。単に、社会の一員として働かなくなっただけだ。

　誰だれもが自分のことを物語の主人公と断ずる彼らは、あらゆる社会の場で、現実での自分の境きよう遇ぐうに我が慢まんできなかったのだ。

　冒険活劇の主役として、実際に華はな々ばなしく活躍した経験と記憶を有する勇者たち。そんな彼らが、使い捨ての利きく社会の一員に留とどまっていられるはずもない。

　そのため、一部の職種を除いた大半の勇者たちが退職届や辞表を出した。

「俺は勇者だ！　こんなのは俺に相応ふさわしい仕事じゃない！」

　日本各地で社会人たちはそう叫さけび、会社を去った。

　ご多分に漏もれずヒロトの父も会社から逃にげ出し、母もまた、専業主婦という立場を捨ててしまった。

「まさか我が家が家庭崩ほう壊かいするとはな」

　勇者が安物のカップ麵めんを啜すするのは納なつ得とくがいかないが、両親が家出した以上、どんな不満も残り汁じると一いつ緒しよに吞のみ込むしかない。

『パパは宇宙の海を旅する風ふう来らい坊ぼうだ。一つのところに留まってはいられないのさ』

『ママは愛の伝道師として世界に夢と希望を届けなきゃいけないの。ゴメンネ♪』

　食しよく卓たくの上に放置されたままの書き置きの内容に目を通しつつ、ヒロトは自分のことを棚たなに上げて両親の不在を呪った。

　しかし、彼もまた学校の一生徒に甘んじることが出来ず、今は不登校中である。

　これは何もヒロトだけに限った話ではない。不登校は全国の幼よう稚ち園えん児じから大学生まで幅はば広ひろく流行はやっている。

　そもそも、それ以前に教師たちでさえ職務を放ほう棄きし、一いつ切さいの授業やテストを行っていないのが現状だ。

「嘆なげかわしい、勇者は一人でいいんだよ。物語の主人公が一人でいいのと同じだ」

　ヒロトは納得のいかない食事を終え、何気なくテレビのチャンネルを変えていく。が、どこの放送局も壊かい滅めつしていた。誰も働かないのだから仕方がない。

　むしろ、未だに電気が供給されていることのほうが驚おどろきである。

　しかし、多少の気き概がいを持って発電所に通っている勇者たちが仕事を投げ出すのも時間の問題だろう。水道やガスも同様となると、近いうちにカップ麵さえ口に出来ない日がやって来る。

　そう、現代世界は完全に社会崩壊を起こしていた。

　これは日本の一都市に限った話ではなく、同様の現象が全国区で、そして世界各地で起こっている。

　世界は、全人類が勇者になったことが原因で滅めつ亡ぼうの危機に陥おちいっていた。

「大魔王ジャーマを倒したこの俺が、まさかこんなことでピンチになるなんてな」

　ヒロトは恥はずかしい独り言を口にし、無意識のうちにポーズを取っていた。

　大魔王ジャーマ。記憶が封印され、忘れてしまっていた宿敵の姿だが、今ならまぶたを閉じるだけで思い浮かべることが出来た。

　一年前、妖よう精せいの女王の召しよう喚かんにより異世界へと招かれたヒロトは勇者となり、世界支配を目もく論ろむジャーマと熾し烈れつな戦いを繰くり広げた。

　結果、ジャーマを打ち倒して平和を取り戻し、ヒロトは救世主となった。

　妖精の女王の手で異世界での記憶は封ふうじられてしまっていたが、その記憶が蘇よみがえった今となっては現実逃とう避ひの毎日だ。

「俺が大魔王を倒した後、異世界の平和は今も続いているんだろうか」

　両親が居なくなった今、家の中はゴミが散乱している。ヒロトも彼の妹も掃そう除じする気がまったくないようだ。

　空になったカップ麵の容器がまた一つ増えていた。

「一方、我が家の平和は長く続きそうにないな……。でも、伝説の勇者であるこの俺が掃除なんて、格好悪くてやってられないぞ」

　ヒロトがそうぼやいた瞬間、突とつ然ぜん室内の照明全てが落ちた。

「停電か？　フッ、この程度で伝説の勇者を驚おどろかそうとは、甘く見られたものだな」

　一いつ瞬しゆんで周囲が真っ暗になってしまったが、ヒロトは冷静だった。

　勇者たる者、この程度で平常心が乱されるはずもない。

　もしもここが現代世界のゴミ溜ため部屋ではなく、然しかるべき異世界のダンジョンの中であったなら、気取った彼の台詞せりふも幾いく分ぶんかは様になっていただろう。

　しかし、大おお仰ぎような台詞に反してヒロトがやったことと言えば、遮しや光こうカーテンを開けて太陽の光を室内に取り入れただけだ。

　停電は浦島家だけの話ではなく、窓の外に見える隣りん家かも同様の有様だった。どうやら近きん隣りん一帯にまで停電が及およんでいるらしい。

「うちの妹はこのくらいじゃ起きてこないだろうし、念のため懐かい中ちゆう電灯でも探しておくか。トイレに非常用のが置いてあったはずだ」

　独り言を口にしながら、ヒロトは席を立つ。トイレへの道のりで何度もゴミに躓つまずいたが、自じ業ごう自じ得とくと諦めた。

　辿り着いたトイレの中は異常なほどに真っ暗で、何も見えない。懐中電灯の場所は手て探さぐりで探す必要があるようだ。

　ヒロトはため息をついて一歩を踏ふみ出し、トイレへと踏み入った。

　続けて二歩、三歩。

　さらに四歩、五歩と、進むたびにヒロトの足取りに戸と惑まどいが生じる。

「おかしいだろ。うちのトイレがこんなに広いわけがない」

　ヒロトが首を捻ひねった瞬しゆん間かん、雷かみなりが落ちた。

　室内にもかかわらず稲いな光びかりがトイレ内を照らし、巨きよ大だいな石柱が視界に飛び込んでくる。さらには真っ赤なカーペットや、半はん壊かいした異形の怪かい物ぶつたちの像、柱や壁かべや床ゆかに深く刻まれた無数の刀傷までもが現れる。

　無論、浦島家のトイレであるはずがない。

「な、なんだここは……」

　室内の中央、眩まばゆい白金の玉座に、フード姿の人ひと影かげが腰こしかけていた。

「ノックもなしというのはいささか失礼かと思いますが……あー、まー、いいでしょう。久しぶりですね、勇者ヒロト」

　丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで、人影が語る。

　一方のヒロトは、素す手でであるにもかかわらず、すでに臨戦態勢を整えていた。

　すっかり平和ボケしていたはずなのに、異様な空間に迷い込んだ瞬間、勇者として培つちかった実戦経験が無意識のうちに体を動かしていたのだ。

「な、何者だ！」

「何者とは心外ですね。あなたと余の仲ではありませんか」

「余、だと？　まさかお前は……」

　ヒロトは緊きん張ちようのあまり生なま唾つばを吞みこむ。

　素手であることを猛もう省せいしつつも、フードから視線を外すことなく、周囲の光景をもう一度思い返した。

　それは、ヒロトも一度だけ見たことのある景色だった。この場所は、ヒロトが召喚された異世界の最果て、魔ま王おうの居城、その玉座の間に違ちがいない。

「生きていたのか、大魔王ジャーマ！」

「然り！」

　ヒロトの叫びに応じ、人影は被かぶっていたフードを外す。

　闇やみの中なかでも輝かがやく見事な金きん髪ぱつに、大きなサファイアを思わせる瞳、バラ色に染まった頰ほおと、淡あわいピンクの唇くちびる、そして何より、誰もが見み惚ほれる可か憐れんな美び貌ぼう。

　フードの下から素顔を見せたのは、完全無欠の美少女だった。

「……どちら様？」

　面識のない美少女を前に、ヒロトは拍ひよう子し抜ぬけしていた。

　異形の大魔王が現れると思っていたのに、肩かたすかしもいいところだ。

「誰って、だから大魔王ジャーマですよ？」

　一方、玉座の少女は気分を害したようだ。

　ふくれっ面つらをしている。

「いや、俺の知っている大魔王ジャーマは、これぞ最強のモンスターって感じの、伝説の勇者である俺の宿敵に相応しい魔物の王だった」

　ヒロトが気取ったシリアス顔で語り始める。

　その台詞に、少女はニマニマと嬉うれしげに顔を綻ほころばせていた。

「いやあ、面と向かってそう褒ほめられると照れてしまいます。あーまー確かに、余は魔王の中の魔王ですけれどね！」

「だからもっとこう、口は耳まで裂さけていたし、目玉は赤くてギョロついていたし、吐はく息は硫い黄おうの臭においさえしていたし……」

「失敬な！　余はそんな口こう臭しゆうを漂ただよわせてはいません！」

「それに敬語じゃなくて、傲ごう岸がん不ふ遜そんな喋しやべり方だったし」

「これは敬意の表れです。余は初めての敗北を経て、今までの態度を改めたのです」

「そもそも人間じゃなかったし！」

「真の姿での完全復活を成し遂とげるには、いささか時間が足りませんでした。未成熟な人間の姿でしか復活出来なかったのは、余としても大変遺い憾かんです。うんうん」

「いや、それ以前に、女の子じゃなかったし！」

　指を突つき付けるヒロトに対し、少女は愕がく然ぜんと目を見開く。

　熟考することしばし、彼女は咳せき払ばらいを交えつつ語り始めた。

「……ええとですね、余の世界でいうところの魔王とは魔物たちの頂点、つまり比類なき完全無欠の単一の存在なのです。スライムと違って、魔王が種族として繁はん栄えいし群れを成していないのはそのためでして、遺伝子情報を生せい殖しよくによって頻ひん繁ぱんに残す必要がなくオスの個体は非常に珍めずらしいというか……」

　そんな少女の説明を、ヒロトは間ま抜ぬけ顔で聞き続けている。

「理解が及びませんか。あー、まー、いいでしょう。簡潔に言ってしまうとですね」

　ここでもう一度咳払い。

「余はメスに区分されます」

　そして少女は、はっきりと言った。

「お、おんなのこ……？」

「然り。大魔王とはいえども女の子です」

「あの姿で、おんなのこだったって……？」

「あ！　今、とても失礼なことを考えましたね！　余の真の姿を想像して、女の子だなんて信じられないって顔をしていました！　傷つきます、ハートに痛つう恨こんの一いち撃げきです！」

　歯ぎしりをこぼす金髪の美少女こと、自じ称しよう大魔王。

「た、確かに人間の美的感覚からは少しばかり外れているかも知れませんが、魔物たちの間では絶世の美の化け身しんとしてそれはもうモテモテでチヤホヤされていたのです！」

「え……いや、その……」

「まーいいでしょう。余も初めて勇者ヒロトを見たときは、こんなザコっぽい外見の小こ僧ぞうが余の腹心たる四天王を倒たおしただなんて、ちゃんちゃらおかしくてヘソの上で聖水が沸ふつ騰とうするではないか！　と、思ったくらいでしたから」

　少女は唇の端はしをつり上げ、くぐもった笑い声を怪あやしげに漏もらす。

　その悪の首領じみた笑い方は、確かに、ヒロトも以前見たことのある大魔王ジャーマの癖くせの一つだった。

「ほ、本当にお前が大魔王ジャーマなのか」

「やっと理解が及びましたか。緊きん張ちよう感かんの無さに呆あきれます。余を倒した唯ゆい一いつの男なのですから、そんな間の抜ぬけた真似まねは慎つつしんでもらいたいものですね」

　少女はようやく満足げに金髪をかき上げた。

　その際、彼女が身に付けていたフード付きマントがはだけて、その隙すき間まから中身が露あらわになる。

　全ぜん裸らだった。

「何で下は裸はだかなんだよ！」

「藪やぶから棒になんですか。大魔王にそんなものが必要と思うのですか？」

「大魔王でも服は着ろ！」

「あー、まー、いいではありませんか。衣服を身に付けるという行こう為いは、人間がその脆ぜい弱じやくな体を守るための措そ置ちでしょう。いくら今は人の姿とはいえ、大魔王には不要です」

　マントの下の裸ら身しんを誇ほこるように見せつける少女。

　対して、ヒロトは恥ずかしげに目を泳がせる。

　金髪美少女の裸身はあまりに見事で、均整のとれたナイスバディは男子高校生にとっては神こう々ごうしささえ感じさせるほどのものだった。

　記き憶おくが戻もどる前は学校一の中二病として隔かく離りされ、高校入学以後は女子とのお付き合いが皆かい無むというヒロトに、直視出来るはずもない。

「そもそも思い出してください、勇者ヒロト。余は以前あなたと戦ったときにも同じ格好をしていたはずです」

　言われ、ヒロトは真っ赤な顔で記憶を手た繰ぐり寄せた。

　大魔王ジャーマの特とく徴ちようとなると、巨大な二つの角と二対ついの翼つばさ、そして高い強度を誇る頑がん丈じような黒い外がい殻かくをまず連想する。

「あの姿の上から、余が女の子らしいひらひらのワンピースを着てしまうとどうなるのです。大魔王としての威い厳げんが皆無になってしまうではありませんか」

「そりゃまあ、そうだな。っていうか想像させるな！」

　かつてのジャーマのワンピース姿を想像してしまい、げんなりとしたヒロトはその妄もう想そうを頭から追い払った。

「第一、武具なり防具なりを装備するという行為は、自分に何かが足りないと認めるようなもの。完全無欠であらねばならぬ大魔王にはふさわしくありません」

　穏おだやかな物もの腰ごしを崩くずさず、髪かみをかき上げる少女。

「そう、簡潔に言ってしまえば、余は裸族に区分されます」
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「裸族って何だよ！　魔族の間ま違ちがいだろ！」

　少女はあくまで得意げに語っている。

　一方、ヒロトはとうとう自分の手で顔を覆おおってしまっていた。

「何のつもりです、勇者ヒロト。そんな体勢では、余がその気になった瞬間にも今度は左目に消えない傷がつけられることになりますよ？」

「大魔王のくせに色いろ仕じ掛かけとか卑ひ怯きようだぞ！　前を隠かくせ！」

「余が卑怯ですと！　むむむ、何を言うのです、正々堂々が余のモットーです！」

　頰を膨ふくらませていた少女だが、ヒロトは赤面し続けている。

　埒らちが明かないと踏んだのか、彼女は突とつ然ぜん、青い瞳ひとみを大きく見開いた。

「そこまで言うならば見せてあげましょう。魔力は足りませんが、余も腐くさっても大魔王。かつての姿の片へん鱗りんを取り戻すくらい、どうってことはありません！」

　叫さけびとともに、少女の体に魔力が凝ぎよう縮しゆくされていく。

　闇のオーラが奔ほん流りゆうとなって渦うず巻まき、同時に、人間と何ら変わらない姿をしていたその体が、ゆっくりと変へん貌ぼうを始める。

「この力はまさか──本当に大魔王ジャーマなのか！」

「さあ、恐きよう怖ふするがいい、勇者ヒロトよ！」

　まずは瞳の色。コランダムが変色するように、青からルビーの赤へと転じた。

　次に側頭部から二つの角が生え、背からは小さいながらも天使と竜りゆうの翼がそれぞれ一つずつ顔を覗のぞかせる。

　さらには魅み惑わく的なヒップラインからは小悪魔の尻しつ尾ぽが現れ、かつて大魔王ジャーマの体を覆っていた黒い外殻が、少女の素す肌はだの上をコーティングしていく。

　だが、その反面、少女の体は縮んでいた。

「どうです？　これで、余が大魔王であると理解できたでしょう？」

　少女は、ヒロトと同年代の高校生くらいの姿から、一気に就学前の幼よう稚ち園えん児じほどに縮んでしまった。

　魔王っぽいパーツをぴこぴこと動かしながら、何やら威い張ばっている。

「……大魔王っていうか、小魔王だな」

　ヒロトが呆れる中、幼女は自分の姿を見下ろした。

「まさしく省エネ形態の小魔王モードです。魔力さえ回復すれば、いずれまた大魔王として完全復活できるでしょうが、今はこれが精せい一いつ杯ぱいなのです」

　愛らしい自分の姿を不満そうに眺ながめた後、幼女は手を伸のばして玉座によじ登り、腰こしかける。

「……しかし、全裸よりかは遥はるかにマシだが、それでも幼女にこんな露ろ出しゆつ度ど高い格好をさせるのは犯罪じみているな。黒いアーマー部分もほとんどビキニじゃないか」

　曲がりなりにも異形の怪かい物ぶつとしての片鱗を取り戻した幼女。

　しかし、ヒロトに緊張感はまったくなかった。

「これが俺の宿敵の、大だい魔ま王おうジャーマねえ……」

「まさか未いまだに信じてくれないのですか！　ほら、面おも影かげあるでしょう！」

　玉座の上でギザギザした牙きばを剝むく幼女にヒロトは押し切られ、しぶしぶ頷うなずく。

「あー、分かった分かった。ジャーマなんだな。分かった、そういうことにしておこう」

　そうしてヒロトは、若じやつ干かん態度を改めた後、幼女へと向き直った。

「で、大魔王ジャーマ。俺の世界に何の用だ？」

「余がおジャマした理由など、聞くまでもないことでしょう。今度こそ勇者ヒロトを倒し、この世界を支配してやるのです！」

　と、そこで停電していた浦島家は明かりを取り戻し、トイレの電球が点つく。

　玉座の光景は、ジャーマが魔法で作り出した幻げん覚かくだったのだろう。大魔王は、便座の上にふんぞり返っていただけだった。
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「今度は俺の世界を支配するつもりだって？」

「ええ。聞くところによれば、この世界は全人類が勇者だとか。スライム並みの遭そう遇ぐう率ですが、それだけの相手がいるとなると、大魔王冥みよう利りに尽つきるというものです」

　ジャーマはすでに、小魔王モードから人間の美少女モードに戻っている。

　そんな彼女とともに、ヒロトは連れ立ってトイレを出る。個室トイレから、男が全裸の女の子を伴ともなって出てくるという構図だ。かなり危あやういものがあったが、当人はそれどころではない。

「確かに、不本意ながらこの世界の住人は俺以外も全員勇者だ。それも中二病や前世の妄想設定じゃない、正しよう真しん正しよう銘めい、本当の意味での勇者だ」

「戦いが楽しみで仕方ありませんね！」

「しかし、今のお前は戦せん闘とう狂きようって言うより露ろ出しゆつ狂きようだな」

　ヒロトはジャーマからあからさまに目を背けた。

　停電から復旧し、周囲が明るくなったことで、マント一丁の全裸に近い姿が際きわ立だっている。いくら勇者とはいえ、ヒロトも健全な青少年だ。目が泳ぐのも無理はない。

「少し待っていてくれ。何か着る物を借りてくる」

「勇者ヒロト！　余は何も着ないと言っているでしょう！」

　背後からの声も無視し、ヒロトは妹の部屋へと向かった。

　ノックとともに扉とびらを開けてみれば、ベッドの上には亀かめの甲こう羅らのように布ふ団とんがいくつも積み重なっている。

「まだ寝ねているみたいだな」

　重量感がないと眠ねむれないヒロトの妹は、何重にも布団を掛かけるのが癖なのだ。妹が今もあの中で眠っているはずだと、ヒロトは確信した。

「悪い明日あす美み、ちょっとパンツ借りるぞ」

　布団の中身に断りを入れ、ヒロトはタンスを開けた。

　上から一段目が下着入れだ。ほとんどが白だったが、中には薄うすい水色やピンク、横よこ縞じま模様もある。様々な下着がハンカチのように丁てい寧ねいに畳たたまれて収納されていた。

「ブラは……明日美のは小さいからジャーマには着けられそうにないな」

　適当にパンツを一枚手に取って、そこでようやく、ヒロトは自分が何を仕出かしているのか気付いてしまった。

「おいおい。大魔王が現れたショックで感覚がマヒしていたけど、妹のパンツを漁あさるとか、今の俺、最低だ！」

「私のお兄ちゃん？」

「こんなんじゃ、可愛かわいい妹に何て言って謝っていいのか分からない！」

「可愛いだなんて照れる。ところで私のお兄ちゃん？」

「でも、かといってこのままの状態では俺のほうがどうにかなってしまう。ムラムラして大変なことになる。妹のパンツは、今の俺にとって必要不可欠なんだ」

「そういう理由なら仕方ないなあ。いいよ、持って行って」

「うん。どれならいい？」

　ヒロトは混乱のあまり会話しているつもりもないのだが、妹はちゃんと会話しているつもりだ。兄が自分のパンツを漁っていて、ちょっとびっくりしてはいるが。

「シマシマのやつが私なりの精一杯の勝負パンツだよ、私のお兄ちゃん」

「そうか。大魔王を相手にするからには少しでも攻こう撃げき力が高いほうがいいな」

「どう使うにせよ、ちゃんと返してね」

「助かる。任せとけって。ま、破って返すようなことにはならないだろう」

「そんな激しい使い方しちゃうんだ……」

　布団から顔を出していた妹に気付かず、ヒロトは部屋を後にした。

「というわけで大魔王ジャーマァッ！」

「何です勇者ヒロトッ！」

「このパンツをはけえええええっ！」

「絶対嫌いやですよおおおおおおおっ！」

　廊ろう下かに戻もどったヒロトは、パンツを持ったままジャーマへと飛び掛かった。ジャーマもまた身構え、これを迎むかえ撃うつ。

　しかし、ヒロトは持っていたパンツを巧たくみにかざして彼女の視界を塞ふさぐ。実戦経験を取り戻しているからこその咄とつ嗟さの判断だった。

　一いつ瞬しゆんの読みあいをしくじったジャーマは、そのままヒロトによって廊下に押し倒たおされ、マウントポジションを取られてしまう。

「くっ、ただの布きれと思って甘く見ていましたね！」

「うちの妹の勝負パンツを舐なめてもらっては困るな！」

「舐めません！　まさか本当に甘い味がするのですか？」

「誰だれも実際に舐めろとは言ってない！　これをお前の股またに装備させるだけだ！」

　ヒロトは宿敵の細い脚あしを摑つかみ、パンツをはかせようとする。

　一方のジャーマは、開かい脚きやくされないよう、ぴったりと脚を閉じていた。

　とはいえ、彼女にも誤算があった。

　本来の大魔王の姿に比べ、今の彼女の脚はほっそりとしている。つまり、いくら閉じていようと隙すき間まが生じてしまうのだ。

　そこへ、ヒロトの指が強ごう引いんに押し込まれる。

「くっ、完全復活さえ果たしていれば、脚の隙間に指を突つっ込まれることもなかったものを！　何せ非力な人間にこじ開けられるような軟なん弱じやくな股ではありませんからね！」

「残念だったな大魔王ジャーマ。だが、本来の姿のお前に無む理り矢や理りパンツはかせようだなんてそもそもしないから誤解はよせ！」

「あっ、ああっ、パンツをはかされてしまう！　余、パンツをはかされちゃううっ！」

　羞しゆう恥ちに顔を赤らめたジャーマを押し倒したまま、ヒロトは彼女のもう一方の脚もパンツの穴に通そうと試みる。

「しかしこれで余が観念すると思ったら大おお間ま違ちがいです！」

　だが、彼女には反はん撃げきの奇き策さくがあった。

　閉じようとしていた脚を大開脚し、蟹かにばさみの要領でヒロトの体を逆にホールドしてしまう。

「まさかこんなカウンターの方法があったとは！」

「フフフ、この体勢を続けている限りは脱だつ出しゆつできません！　そしてパンツをはかせることも不可能です！　さあ、余にパンツをはかせることを諦あきらめるか、さもなくばこの体勢を続けるか、選ばせてあげましょう！」

　ヒロトの腰を両脚で固め、ジャーマは勝ち誇ほこる。

　傍はたから見れば熱い抱ほう擁よう以外の何ものでもない。が、当人たちは真しん剣けんである。世界の命運をかけた勇者と魔王の戦いさながらだ。

「勇者は大魔王になど屈くつしない。俺は絶対に諦めないぞ！」

「いい顔になってきたではありませんか勇者ヒロト！　先ほどまでの腑ふ抜ぬけた表情とは違ちがう、誇り高き勇ゆう敢かんな戦士としての顔ですね！」

「お前との戦いを通じて再び勇者として覚かく醒せいするのも不本意な話だが、やはり一対一で決着をつけた勇者と魔王、戦いの中で通じ合うものがあるらしいな！」

「……何をしているのかな、私のお兄ちゃん」

「決まっている、世界を救うため大魔王との戦いに今こそ決着──ぐふっ！」

　叫さけぶヒロトの後頭部を、妹の明日美が全力で殴なぐり倒す。

「私のパンツで遊ぶのはいいけど、余所よその女の子を家に連れ込むなんて許さないよ」

　明日美は気を失った兄の足を摑み、ジャーマのホールドから引っ張り出す。

「助かりました。この世界の住人ということは、あなたも勇者の一人なのですね。まさか魔王が勇者に助けられるとは思いませんでしたが、あーまーいいでしょう」

　片方の足首にパンツを引っかけた姿のまま、ジャーマは威い厳げんを取り繕つくろう。

　そんな彼女の姿に、ヒロトの妹である浦島明日美は、たいして取り乱すこともなくマイペースに小首を傾かしげる。

「初めまして。浦島明日美です。ここにいる私のお兄ちゃんの妹をやってます。ところで、そちらのお名前は？」

「余の名はジャーマ。かつて勇者ヒロトと熾し烈れつな戦いを繰くり広げた、異世界の大魔王ジャーマです！　不ふ束つつか者ものですがよろしくお願いします」

「そう。じゃ、お邪じや魔ま虫のジャマ子さんはそろそろ元の世界にお帰りください」

「……ジャマ子？」

　ジャーマは自分のことを指差し、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「妹よ、邪魔をしてくれるな！　今、俺は一つの使命を負っている！　こいつにパンツをはかせることだ！」

　と、ヒロトは目を覚まし、再度ジャーマの脚を摑み上げながら吠ほえた。

「パンツをはかせたらどうなるの？」

「世界は救われる！　本当だ、お前のお兄ちゃんの言うことを信じろ！」

「しょうがないなあ、もう」

「ええっ、二人がかりで余にパンツをはかせるつもりですか！　なんて無慈じ悲ひな！」

　勇者兄きよう妹だいは、一いつ致ち団結してジャーマにパンツをはかせるべく行動に移った。

　自分の両脚をそれぞれ別の相手に摑まれては、さしもの大だい魔ま王おうとはいえ、抵てい抗こうのしようがない。

「おのれ人間どもめが！　ええい、はくくらいならいっそ、頭に被かぶってやりますよ！」

「それじゃあ変態だろうが！　往生際が悪いな、さっさと股を開け！」

　ジャーマも必死である。腰こしを捻ひねり、体を捩よじり、腕うでを振ふり回し、脚をバタつかせ、何が何でもパンツをはかされないよう抵抗を続ける。

「埒らちが明かないから、魔法の力を使ってみるね。今なら何だか使えそうな気がするし」

　そんなジャーマの抵抗ぶりに、明日美は呆あきれ顔がおだ。

　彼女は、バトン、あるいはステッキと呼ぶべき物体を懐ふところから取り出し、パンツを前に何やら呪じゆ文もんを唱え始める。

　ヒロトとジャーマが同時に首を傾げる中、明日美のシマシマパンツが発光し、ひとりでに動き出した。
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『ぱんつ！』

「おお、成功した。よーし、この女の人にはいてもらいなさい」

『おぱんつ！』

　明日美の命令に、光るパンツはどこからともなく元気な声で返事をする。

　そして軽かろやかに宙を舞まい、自主的にジャーマの股こ間かんにすっぽりと収まった。

「何だこれ、明日美のパンツが空を飛んだ！」

「あああああ、余の股間が縞しま模も様ようで封ふう印いんされてしまいました！」

　混乱するヒロトとジャーマの姿を、明日美は少しばかり得意げに眺ながめていた。

「明日美、これは一体」

「うーん。説明すると長くなっちゃうからどういう能力かはさておいて、簡単に言ったら私が異世界で手に入れた勇者の力なんですけど？」

　バトンを後ろ手に隠かくしつつ、明日美がはにかむ。

「勇者の力だって？」

「私のお兄ちゃんも異世界を救った勇者なら、なんかこー特別な能力の一つや二つはあったでしょ？」

「それはそうだが、まさかパンツを操あやつるのがうちの妹の勇者の力だったなんて……」

「ちがーう。パンツで世界を救えるわけないでしょ、私のおバカなお兄ちゃん」

　兄妹が会話する中、今もジャーマはパンツを脱ぬごうとジタバタしている。

　だが、パンツは自らの意志で彼女の股間に装着しているため、まったくずり落ちる気配がない。

　自宅の廊下でパンツ丸出しのまま七しち転てん八ばつ倒とうしている大魔王をよそに、ヒロトは妹へと慌あわてて向き直った。

「って、それより明日美！　お前、なんで勇者の力を使えるんだ？　俺たちが取り戻したのはあくまで勇者としての記き憶おくや経験だけだろう？」

「うん。昨日までは私も力を使えなかったよ。でも、ついさっき目覚めたときには何でだか知らないけど使える気がしていたの。やってみたら実際使えたし」

「何か変わったことはあったか？」

「私のお兄ちゃんが私のパンツを漁っていたんですけど？」

「そ、それ以外の心当たりを頼たのむ……」

「ああああああああもおおおおおおおお！　よくありませんっ！」

　兄妹の会話が進む中、パンツ相手に悪あく戦せん苦く闘とうしていたジャーマが吠えた。パンツを脱げないあまり、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまったようだ。

「どうしてこいつは外れないのです！　脱げなさい！」

『ぱんつー！』

「こうなったら教会へ行って呪のろいを解いてもらいます！」

「大魔王のくせに神かみ頼だのみか。うちの世界の教会は呪いを解除するための施し設せつじゃないぞ。毒や病気も治せないし、死人を生き返らせることも出来ない」

「はあ。それでは一体この世界の教会は何の役に立つのですか？」

「俺に言われても困る。明日美？」

「妹に振られても困るんですけど」

「しかし！　このままでは余の股間の不快さがピークに達してしまいます！」

　怒いかりがジャーマの力を増ぞう幅ふくさせているのか、その姿は見る見るうちに異形へと転じていく。瞳ひとみが青から赤へと変わり、角と翼つばさと黒い外がい殻かくが現れたのだ。

　その変へん貌ぼうを前に、明日美は目を丸くして驚おどろいていた。

「私のお兄ちゃん。この女の人、もしかして本当に魔王か何かなの？」

「そうだ。こう見えても、俺の召しよう喚かんされた異世界を危機に陥おとしいれた大魔王なんだ」

　驚く明日美と自じ慢まんげに頷うなずくヒロトだが、ジャーマへと向けられていた彼らの視線が、急激に冷え切っていく。

　何せ、今のジャーマは魔王化してもロリ体型になるだけなのだ。

「私のお兄ちゃん。もう一度聞くけど、この幼女が本当に魔王なの？」

　小魔王ジャーマこと小ジャーマを指差しながら、明日美が念を押す。

「そうだ。俺も否定したいが、異世界を恐きよう怖ふのどん底に陥れた大魔王の末路なんだ」

「余だって好き好んでこんな小魔王モードに甘んじているわけではありません！」

　怪け我がの功名か、体が縮んだおかげでパンツは小ジャーマにとってサイズが大きくなっていた。今にもずり落ちそうだ。

「これは犯罪臭しゆうがする……」

『おぱんつー！』

　しかし、明日美のパンツには根こん性じようがあった。

　このままずり下がってしまっては、世間の目に触ふれてはいけない大魔王の恥ち部ぶを晒さらすことになってしまう。パンツは下着としての使命を全まつとうすべく己おのれのゴムを力ずくで締しめ上げ、ジャーマの股間にしがみつく。

「おのれ、おのれ人間どもめが！　大魔王たる余に辱はずかしめを与あたえ、あろうことか羞しゆう恥ち心しんを感じさせるなどと！　こうなっては、この世界を滅ほろぼさなければ気が済まぬわ！」

　邪じや悪あくな眼めを怒りで燃え上がらせ、小ジャーマは翼を広げて吠える。

　そうして彼女はパンツを装備したまま、呆あつ気けに取られていたヒロトと明日美の前から飛び去ってしまった。

　空へと飛び出した小ジャーマが破は壊かいした自宅の天てん井じようを見上げ、その大穴から覗のぞく青空を、兄妹は呆ぼう然ぜんと眺める。

「びっくりしている場合じゃない！　ジャーマが俺たちの世界を滅ぼすだと！」

「それよりどうしよう私のお兄ちゃん。このままだと私のパンツがご近所さんたちの衆目に晒されちゃうんですけど！」

「あいつを追うんだ！　ジャーマの魔の手から世界を守って、お前のパンツを取り戻もどして、ついでに天井を弁べん償しようさせる！」

　若じやつ干かんの間を置き、ヒロトと明日美は外出着に着き替がえた後、家の外へと飛び出していった。二人はズボラなことに今の今まで寝ね間ま着きだったのだ。

　一方、家を飛び出した小ジャーマはというと、空から街を見下ろしたまま絶句していた。

「こ、これはひどい……」

　まだ夕刻にもなっていないというのに、街は完全にゴーストタウンと化し、道行く人ひと影かげさえ見えない。さらには道路のそこかしこに無数のゴミ袋ぶくろが散乱しており、空にさえ届く強きよう烈れつな異い臭しゆうを放ち、街の景観をこれでもかと汚よごしている。

「余が何かする必要もなく、世界が滅びかかっているではありませんか！」

『ぱんつ！』

　現代世界の有様に、明日美のパンツも小ジャーマの股間で非難の声を上げていた。

「そもそも、それ以前に臭くさいし不潔ですし不衛生です！　もしも余の居城がこんな有様になっていたら、余は配下に死の報むくいを与えた後、女子力の高さにものを言わせて隅すみ々ずみまで掃そう除じしちゃいます！　勇者たちは何をしているのですか！」

　この惨さん状じようは、勇者たちが何もしなかった結果であった。

　そう、掃除なんて勇者に相応ふさわしくないことをしていられるかと考えたのは、ヒロトと明日美だけではなかったのだ。

　街中の住人全すべてが掃除を放ほう棄きし、ゴミ収集車はゴミの回収を放棄し、ゴミ焼しよう却きやく場はゴミの処分を放棄しているご時世である。

　となると日に日にゴミは溢あふれかえる。しかもこれはこの街に限った話ではなく、そしてこの国に限った話でもなく、世界各地の各都市が同様の状じよう況きように陥おちいっていた。

　その結果、勇者たちの世界は、許容量を遥はるかに超こえたゴミが溢れかえり、今まさに崩ほう壊かいの危機に晒されていた。

「うーん。この現状は、あーまーよくはありませんね……」

『おぱんつ……』

　空の上で胡坐あぐらをかいて頭を抱かかえる小ジャーマ。その股間では、パンツもまた今の世界の姿に悲しげな声を漏もらしていた。

　と、そんなパンツを見下ろした小ジャーマが、不意に笑えみを浮かべる。

「まー、いいでしょう。フフフ、余は名案を思い付きました。自らの住む世界をこうも汚した人間たちに与える報いとしては、これこそが相応しい！」

　小ジャーマはパンツを脱ぐのも忘れて魔力を振り絞しぼり、大空に巨きよ大だいで不気味な魔ま法ほう陣じんを浮かび上がらせる。

「モノに命を与える──勇者ヒロトの妹が使っていた魔法ですが、大魔王たるこのジャーマにしてみれば、その程度のこと、模も倣ほうしてみせるなど造作もありませんね！」

　魔法陣から放たれた禍まが々まがしいオーラが、稲いな妻ずまの如ごとく街へと落ちる。

「さあ、産うぶ声ごえを上げるがいい！　この大魔王ジャーマのしもべとして、お前たちの異臭と不潔さで勇者たちに恐怖と絶望を与えるのだ！」

『ぱんつー』

　小ジャーマの放ったオーラは、あろうことか街中のゴミへと浴びせられた。
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　一方、ヒロトと明日美も、小ジャーマを追って久しぶりに家の外へと出ていた。

「相変わらず凄すごい量のゴミだな。勇者の世界が、勇者たちが放置しているゴミに埋うもれて滅びるかもしれないって、いくらなんでも情けない話だな……」

　冗じよう談だんめいた呟つぶやきだが、ゴミの量も異臭も最も早はや冗談では済まされない。

　誰だれ一人として街中のゴミを掃除しないまま一週間が過ぎているのだから、当たり前の話である。悪臭がこびりつきそうなくらいだ。

「そこまで言うならお掃除すればいいのに。私以外の人が」

　二人がため息交じりに周囲を見回したところ、驚きの光景が広がっていた。

『ごみごみ！』

　小ジャーマが放ったオーラを浴びたゴミ袋たちが、ひとりでに動き始めていたのだ。

『ごみごみ！』

『なまごみごみ！』

『もえるごみごみごみ！』

　魔ま法ほうで仮かり初そめの命を得たゴミ袋モンスターたちは、隊列を組んで街中を闊かつ歩ぽしている。

「おのれジャーマ！　大魔王である奴やつの悪の所業を正すのが、勇者である俺のさだめ！　街の平和は勇者ヒロトが守ってやる！　俺はこの日を待っていたんだ！」

　近くに立てかけてあったモップを無断拝借し、ヒロトは雄お々おしく叫さけんだ。瞳を輝かがやかせ、久しぶりに活気を取り戻している。

「そう、勇者として再び活かつ躍やくできる日を！」

　勇者の記憶を持つヒロトにとって、一いつ般ぱん人としての日常は耐たえがたいものだったのだろう。だからこそ、溢れるモンスターへ果か敢かんに立ち向かおうとする。

　それが勇者として当たり前の行動だ。つまり、この異常事態に黙だまっているような勇者は、一人としていないことを意味する。

「まさか邪じや神しん竜りゆうムードムード復活の兆きざしか！」

「機き械かい皇こう帝ていマシンカイゼルが蘇よみがえったとでも言うの！」

「おのれ武ぶ装そう甲こう虫ちゆう・頭とう角かく！　ついに封ふう印いんが解けてしまったのか……！」

「違ちがうわ、これは白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びのヘブニラの仕し業わざよ！」

　実際、街中の勇者たちも復活の叫びを上げていた。

　勇者たちはゴミ袋モンスターの姿を目にするや否いなや、ライバルであるらしい魔王の名を各おの々おの叫びながら続々と集結していく。

「勇者の記き憶おくが蘇ったのは、宿敵である魔王の復活を予見してのことだったのか！」

「世界に平和を取り戻すため、新たな戦いに挑いどもうじゃないか！」

　勇者たちは各々好き勝手に盛り上がり、掃除用具で武装し、続々と増えつつあるゴミ軍団を片かたっ端ぱしから片付けていく。

　やっていることは完全に街の清せい掃そうだったが、それが勇者の使命に含ふくまれるかどうかが重要らしい。

「明日美！　これは俺の宿敵の大魔王ジャーマの仕業なのに、何の関係もない他ほかの勇者どもが、まるで自分が主人公の物語の続編でも始まったみたいな顔しているんだが！」

　そうは言ってみたものの、すでに明日美は大混雑中の人の波に連れ去られ、ヒロトのいる場所からは遠く離はなれてしまっていた。

「あー！　私のお兄ちゃーん！」

「くそ、こうなったら一人で何とかするしかない！　いくぜ！　秘ひ剣けん、疾しつ風ぷうハヤブサ斬ぎり──って斬ってどうする！　あっ、そこのゴミ袋は俺が狙ねらっていたのに畜ちく生しよう！」

　明日美とはぐれたため、仕方なく一人で大おお掃そう除じに参戦するヒロト。

　しかしモップの扱あつかいに困っている間に、獲え物ものであるゴミ袋モンスターを他の勇者に奪うばわれてしまっていた。

「皆みなさーん！　これは大魔王ジャーマの仕業なんですー！　俺が主役の物語で、あんたたちは脇わき役やくなんだから、ここは俺に任せて、黙ってモブを務めておいてくれー！」

　ヒロトの言い分に耳を貸す勇者など一人としていない。誰も彼もが自分こそを主役と信じ、ゴミ袋モンスターを掃除している。

　そんな街中の勇者たちの姿に、街の様子を空から眺ながめている小ジャーマは満面の笑みを浮うかべていた。

「荒あら療りよう治じが功を奏したようですね。勇者たちが姿を見せ始めたではありませんか」

　その一方で、ヒロトは焦しよう燥そう感かんを漂ただよわせていた。

「まずい。もしも俺以外の誰か別の勇者がこれ以上目立ったり、あろうことかジャーマを倒たおすなんてことになったりしたら、俺の立つ瀬せがない。何とかして活躍しないと！」

　と、深刻な顔つきで悩なやむヒロトのもとへと歩み寄る人影があった。

「やあヒロト。お互たがい久しぶりだね！」

　柔やわらかそうな黒くろ髪かみを軽く伸のばした、よく知るクラスメイトだ。

「元気そうで安心したよ。実際に会うのは一週間ぶりくらいかな？」

　同年代の少年少女と比べても低めの背格好と華きや奢しやな体格の割に、どこか大人びたクールな面おも持もちのアンバランスさ。

　些さ細さいな仕草も優ゆう雅がかつ上品。和服でも着せたら立派な大和やまと撫子なでしこになるだろうという、どこから見てもパーフェクトな美少女だ。

「桃もも？　騒さわぎを聞きつけてきたのか。お前が一人で出歩いているのは珍めずらしいな。何せ、いつもリムジンで登下校していたほどだから」

「以前とは事情が違うからね。我が家の運転手さんも、執しつ事じさんやお付きのメイドさんたちも、残念ながら皆みんないなくなってしまったんだ」

「金持ちも、従業員がいなくなると途と端たんに無力化するんだな……」

　思わずヒロトは同情の眼まな差ざしを向けていた。どうやら、大きな屋や敷しきに一人取り残されている友人の姿を想像したらしい。

「ところでヒロト。もう眼帯はしなくていいのかい？　まあ勇者の記憶が戻れば、見かけだけのフリなんて必要ないけどね。でも、結構似合っていたのに」

「蒸むし返すな！　それに、アレはフリじゃない。本当に今も片目に呪のろいの傷が残っているんだって！　大魔王配下の四天王と戦ったときの傷が！」

「どれどれ？」

　桃は憤いきどおるヒロトに急接近し、その顔を覗き込んだ。友人の気さくな接し方に、ヒロトは顔を真っ赤にして仰のけ反る。

「こら！　急に顔を近付けるんじゃない、ドキドキするだろうが！」

「あはは。男同士でドキドキなんかするわけないじゃないか。おかしなヒロト」

　上品に口元に手を当て、桃はニッコリと微笑ほほえむ。

　見かけは美少女にしか見えないが、彼は立派に男子であり、名は鉄くろがね桃もも太た郎ろうという。

　日本全国の物件の大半を買かい占しめている鉄グループの御おん曹ぞう司しで、若くして次期総そう帥すいの座を確約されている、同じクラスの男友達なのだ。

「そう言う桃だって勇者なんだろ？　もちろん記憶も取り戻もどしているんだよな？」

「うん。これでも異世界じゃ、勇者戦隊ゴユウジャーのリーダーとして、魔王戦隊マオウジャー相手に死し闘とうを繰くり広げたんだからね」

「特とく撮さつヒーロー系の勇者なのか……勇者と一ひと括くくりにされてはいるが何でもアリだな」

　桃太郎の言葉に、ヒロトは半ば呆あきれながらも感心した。

　そんな中、掃除に精を出していた勇者たちの一部が上空の小ジャーマに気付いたのか、頭上を指差し、声を大にして叫び始めていた。

「あれは何だ！　空からこっちを見ている奴がいるぞ！」

「あの角、翼つばさ、見るからに邪じや悪あくそうな姿だわ！」

「ところでどうしてパンツが丸見えなんだ！」

　目もく撃げき者が増えるとともに声が大きくなっていく。

　そんな中、小ジャーマは付近で最も高いビルの屋上に緩ゆるやかに着地する。

　マントを風になびかせ、仁に王おう立ちになり、図はからずもパンツを堂々と見せびらかす形で、彼女は尊大に勇者たちを見下ろした。

「聞くがいい、異世界の勇者どもよ！　余の名は大魔王ジャーマ！　貴様らに力を合わせて余に抗あらがう意思があるならば、命を賭かけてかかってくるがいい！」

　威い厳げんに満みち溢あふれた声で高らかに宣言する、威厳に欠けたパンツ姿の小ジャーマ。おまけに容姿は完全に幼女のそれである。

「大魔王ジャーマだって！　俺の知らない異世界の魔王なのか！」

「この騒ぎの原因は、あの魔王の仕業だったのね！」

「パンツが丸見えなのは何とかならないのか！」

　小ジャーマの声を聞き、勇者たちは手にした掃そう除じ用具を構え直した。

「今の名乗りを聞いただろう！　あの魔王は俺の宿敵なんだ！　だから主役として戦うのは俺の使命だ。あんたたちの出番はないんだ！」

「へえ。ヒロトの戦った魔王はジャーマって名前だったんだね」

「その通りだ！　だからこの場は俺に譲ゆずってもらいたい！」

　ひょっこりと顔を突つっ込んできた桃太郎へと相あい槌づちを打ちつつ、ヒロトはこれ幸いと自分と大魔王ジャーマの宿敵関係を声こわ高だかに主張する。

　同じ勇者同士、ライバルとの戦いは譲ってくれるに違いない。ヒロトはそう期待していたのだろう。

　だが、認にん識しきが甘かった。

「邪神竜ムードムードめ！　まさか他の世界の魔王を傘さん下かに加えていたとは！」

「いいえ、大魔王ジャーマはマシンカイゼル率いる新生機械帝てい国こくの尖せん兵ぺいよ！」

「頭角は頭も切れる策士……異世界の魔王との同盟とは恐おそれ入る！」

「違うわ、これも白面金毛九尾のヘブニラの仕業よ！」

　当然誰も聞く耳など持っていなかった。

　そのうえ勇者たちは、小ジャーマの登場を自分の都合の良いように解かい釈しやくし、より一層やる気を出している始末だ。

「もしかしたら、魔王戦隊マオウジャーの追加戦士枠わくなのかもしれないね」

　桃太郎でさえ、ヒロトの傍かたわらでその気になってしまっている。

「だーかーらー、違うって言っているだろうが！　大魔王ジャーマはこの俺、勇者ヒロトの宿敵なんだよ！　何の関係もない余所よその魔ま王おうを話に絡からめるな！」

「ヒロト、キミの気持ちはよく分かるよ」

　桃太郎はヒロトの肩かたを軽く叩たたき、クールに頷うなずいてみせた。

「確かに相手はキミの宿敵で間ま違ちがいないみたいだね。でも、あの大魔王ジャーマを新メンバーに迎むかえた魔王戦隊マオウジャーはより一層強大な存在になってしまった。ヒロト一人の手に負える相手じゃない、ボクも戦わなければならない相手なんだよ」

　凛り々りしい表情を浮かべ、桃太郎はヒロトの顔を見上げた。

　その姿は勇者らしく威い風ふう堂どう々どうとした立派なものだったが、ヒロトからすれば自分のお株かぶを奪おうとしているようにしか見えない。

「そこの二人、さっきから何を言っているんだ！　大魔王ジャーマも魔王戦隊マオウジャーとやらも、邪神竜ムードムードの配下に決まっているだろう！」

「いいえ、機械皇帝マシンカイゼルこそがあらゆる魔王の頂点に立つ存在なのよ！」

「やはり我が宿敵の武装甲虫・頭角こそが……ん？」

「今回の騒ぎもヘブニラの──きゃあああ！」

　他の勇者たちがヒロトと桃太郎の言い争いに混じり始めた──と思いきや、突とつ如じよとして爆ばく発はつが起こった。

　揉もめる勇者たちの集まった一角が、何の前まえ触ぶれもなく吹ふき飛んだのだ。

「なんだなんだ！　何が起こったんだ！」

　吹き飛ばされて空へと舞まい上がった大量のゴミを頭から被かぶりつつも、ヒロトや桃太郎、そしてその他の勇者たちは、突とつ然ぜんの爆発に目を白黒させている。

　爆ばく心しん地ちには、自らの掌てのひらを見下ろす一人の幼児がいた。

「わー。ぼく、マホウがつかえたぞー。これがぼくのゆうしゃのちからだい！」

　周囲一帯が見事に吹き飛んだ中、幼児が得意げに鼻をこすっている。

「あの子ども、超ちよう能のう力りよくを使ったぞ！」

「いいえ、高度に発達した超科学技術だわ！」

「間違いなく忍にん法ぽう……！」

「陰おん陽みよう術で自然法則を捻じ曲げたのよ！」

「炎ほのおってことは、きっとあの子は戦隊ならレッドだろうね！」

「どうでもいいだろ！　どうでも！」

　いかめしい顔つきで議論を始める勇者たちに対し、ヒロトは頭を抱かかえた。

「今問題なのは、どうしてあの子どもが勇者の力を使えたのかってことだろ！」

　ヒロトの冴さえた一言が響ひびく。

　桃太郎を筆頭に、その場の勇者たちが一様にそれはそうだと頷く。

　勇者の記き憶おくこそ蘇よみがえったものの、勇者としての力は未いまだ覚かく醒せいしないまま。

　それが昨日までの世界の常識だった。ところが急に今日になって、ヒロトの知る限り妹の明日美と目の前の幼児という、二人の勇者が力に目覚めている。

「もしかしたら、我々の能力も復活しているかもしれない」

　この場に集つどう全すべての勇者たちは口々にそう言い出すと、ゴミ掃除そっちのけで、何やら一心不乱に念じ始めた。

『ふねんごみごみー』

『そだいごみごみごみー』

　そんな勇者たちへと一いつ斉せいに襲おそい掛かかるゴミ袋ぶくろモンスター。

「え？」

　だが次の瞬しゆん間かん、ヒロトは眼前の光景に目を疑い、絶句した。

　全ての勇者たちが突然自らの力を取り戻し、襲い来るゴミ袋を撃げき退たいしてしまったのだ。

「うおおおおおおお！　復活した！　伝説の勇者が真の復活を果たしたぞ！」

　かつて異世界の危機を救った力を取り戻し、歓かん声せいを上げる勇者たち。

　彼らは今までの鬱うつ憤ぷんを晴らす勢いで存分にその力を使い、ゴミ袋を次々と討うち倒していく。

「な、なんで？　どうして？」

　ヒロトはただ、目の前の光景を呆ぼう然ぜんと見つめるばかり。そんな彼の傍らでは、桃太郎も上品に小首を傾かしげていた。

「不思議だね。昨日までは、記憶はあっても力までは復活していないのが普ふ通つうだったのに。まるで今日になって何か勇者に影えい響きようを与あたえる要素が増えたような感じがするね」

「だけど、今まで引きこもっていた勇者たちが外に出ただけだぞ？」

　ヒロトは首を傾げながら、今日の出来事を思い返していく。そして、思い当たるフシはすぐさま脳のう裏りに浮うかんだ。

　その思い当たるフシは、今もビルの屋上で踏ん反り返っていた。

「あいつだ！　ジャーマがこの世界にやって来たから、その影響で力が蘇ったんだ！」

　小ジャーマを指差したヒロトの叫さけびは、周囲の勇者たちの耳にも届いていた。

「何！　うちのトイレが逆流したまま放置されているのはあの魔ま王おうのせいだって！」

「コンビニやスーパーが軒のき並なみ店を閉めて、日用品が手に入らないのも！」

「テレビアニメが観みられなくなったりマンガ雑誌が休刊したりしたのも！」

「全部あの大魔王ジャーマのせいだって！」

　口々に不平不満を並べ立てる勇者たちが、ヒロトに続く。

「そう、余です！　魔王が現れたからこそ、この世界の勇者たちは記憶だけでなく力をも取り戻したのです！」

　ギャーギャーと騒さわぐ眼下の勇者たちに向け小ジャーマは得意げに胸を反らす。

「ちなみにあなたたちの記憶が戻ったのは、一週間前にも余がこっちの世界に一時的にやって来ていたからなのです。まー、あのときは洗せん濯たく物ものの取り入れを忘れてしまったので、すぐに引き返しましたが」

　マントを風になびかせながら語る小ジャーマに、勇者たちはほんの少しばかり勢いが削そがれていた。皆みんなして、魔王が洗濯物……といった顔をしている。

　だがそうこうしている間にも、ゴミ袋モンスターたちは再び攻こう勢せいを強める。

「ジャーマを倒たおそうにも、今のままだとゴミが邪じや魔まだな！」

「そうだね。でも、ゴミ退治に専念していると他ほかの勇者に先を越こされそうだよ？」

　ヒロトと桃太郎の言葉に、他の勇者一同も大きく頷く。

　勇者なら誰だれだってザコを相手にするよりボスを倒したいし、別の勇者の引き立て役にだけはなりたくないものだ。

「こういうのは早いもの勝ちだゾ！」

　そんな中、抜ぬけ駆がけする一人の勇者がいた。

　ヒロトと同年代の、陽気な笑えみを浮かべた少女だ。

「ハイハーイ！　リッコがいっちばーん！」

　健康的な日焼けと見み紛まがうばかりの褐かつ色しよくの肌はだ。明るいストロベリーブロンドのふわふわの長ちよう髪はつ。そして、見事なバストやヒップに代表される日本人離ばなれした抜ばつ群ぐんのプロポーション。

　トレードマークの帽ぼう子しに、活動的な半はん袖そでとホットパンツ、ランニングシューズ、肩から引っかけたポシェット。彼女の私服姿を見るのは、ヒロトも初めてだった。

「あの派手なギャルっぽい見かけは、うちのクラスの蘇す芳おうリコか」

「ヒロト、ギャルっぽいは失礼だよ」

　クラスメイトの女子の姿を見つけ、ヒロトと桃もも太た郎ろうが顔を見合わせる。

　桃太郎の言うとおり、蘇芳リコは別に日焼け好きな黒ギャルというわけではない。父が日本人で母がブラジル人のため褐色肌なのだ。

「ボクだって、見かけで色々言われるのはあんまり好きじゃないんだからね。もちろん気にしているんだよ、特に、背が低いこととか！」

「桃、お前は背の低さよりももっと気にしたほうがいいことあるだろ……どこからどう見ても美少女にしか見えないところとかだよ……」

「ヒロトったら冗じよう談だんばっかり。ボク、正しよう真しん正しよう銘めい男の子だよ？」

　騒ぐ二人を尻しり目めに、抜け駆けした蘇芳リコが小ジャーマを手招きする。

「そういうワケで、リッコが最初の相手をしてあげるゾ！　バトルしようよ！」

「面おも白しろい。ならばこの大魔王ジャーマと戦う前に、あなたの勇者としての力がいかなるものか聞かせて貰もらいましょう！」

　マントを広げて地上へと降りてくる小ジャーマに対し、リコは小首を傾げる。

「リッコの力？」

「そうです。勇者たちがそれぞれ異世界の魔王を打ち倒す際に用いた、その勇者固有の異能の力──言うなれば固こ勇ゆう能のう力りよく！」

「そのまんまだなオイ！」

　ヒロトは小ジャーマとリコの会話に割って入り、反射的に突っ込んでいた。

　小ジャーマはヒロトへと振ふり返ると、得意げにはにかむ。

「いやあ、余ったらちょっとうまいこと言ってしまいましたか？」

「全然うまくないぞ！　むしろ今適当に決めただろう！」

　頰ほおを赤らめて照れる小ジャーマに対し、ヒロトは野次を飛ばす。

　そんな中、リコは自分のポシェットを自じ慢まんげに掲かかげてみせた。

「よーし、なら教えちゃうゾ！　リッコの固勇能力は、どんなモンスターさんでもカプセルで捕ほ獲かくしちゃえる力なのだ！　それでもって、捕つかまえたモンスターさんを育てて成長させたり、別のモンスターさんと戦わせたりするんだゾ！」

「えっ……それって……」

「カプセルはポシェットに入れて持ち運べる手軽さだから、うーんとネー、名付けるなら固勇能力『ポシェットモンスター』だゾ！」

「おいおいおい」

　リコの口から飛び出してきた台詞せりふに、ヒロトは冷や汗あせを浮かべた。

「ははーん。カプセル怪かい獣じゆうみたいなものだね」

「特とく撮さつヒーロー系の勇者にはそう見えるのか……。ＲＰＧ系勇者の俺からすると、どこからどう見てもあれって……いや、ただの魔物使いだな。そういうことにしておく」

　別のものを連想したらしい桃太郎の隣となりで、ヒロトは明らかに言葉を濁にごした。

　その心配もよそに、リコはポシェットから球体の小型カプセルを取り出す。

「そういうワケで、ゆけっ！　ドラむすこ！」

　リコがカプセルを放り投げた瞬間、二つに割れたカプセルから光が迸ほとばしり、中から凶きよう悪あくなモンスターが現れる。その大きさは一いつ軒けん家やほどもあった。

　長大な角、鋭するどく伸のびた爪つめや牙きば、巨きよ大だいな一対ついの翼つばさを備え、鉄板のような分厚い背びれは野太い尾おにまでびっしりと並んでいる。そして何より目を引くのは、全身を隙すき間まなく覆おおう、熱気を帯びた赤しやく銅どう色いろの鱗うろこだ。

「ど、ドラゴンじゃないか！」

　大迫はく力りよくのモンスターを前に、ヒロトはある種の懐なつかしさを感じていた。ドラゴンとは異世界で遭そう遇ぐうした経験があるのだ。

「ドラゴンのドラむすこは、リッコが初めて手に入れたモンスターなのだ！　あ、ちなみにドラむすこっていうのは、リッコが付けてあげたニックネームだゾ！」

　硫い黄おうの臭においを漂ただよわせたドラむすこの鼻先にすり寄りながら、リコは再会を喜んでいた。その一方で、押し当てられた巨きよ乳にゆうの谷間に、周囲の男勇者たちの目も喜んでいる。

「ウッピー、今なんかこっち見ていた気がするゾ？」

「いや、別に……。それより、変なニックネームを付けるのは人間相手でもモンスター相手でも同じなのか」

　ちなみにウッピーというのは、勇者の記憶が戻もどる以前から蘇芳リコが浦島ヒロトに付けているニックネームである。

「気を取り直してバトル開始だゾ！　ドラむすこ！　ほのおのブレス！」

　リコの指示に、ドラむすこは唸うなり声とともに大きく口を開けた。

　のどの奥から、ちらちらと炎ほのおの輝かがやきが漏もれ出し、次の瞬間には輝きは巨大な火球となって口から吐はき出される。空気を炙あぶり、景色を歪ゆがめるほどの超ちよう高温のファイアブレスが、小ジャーマへと襲い掛かった。

「ふふん。その程度の攻こう撃げきをくらう大魔王ジャーマではありません！」

　小ジャーマは魔法を用いて炎を遮しや蔽へいする不可視のバリアーを張り、ファイアブレスを防いでしまう。

　とはいえ、熱せられた空気までは遮しや断だんできなかったようだ。小ジャーマは強がりを口にしながら大量の汗を流ながしている。

『ぱんつー！』

　彼女の股こ間かんでは、明日美のパンツが熱気に炙られて悲鳴を上げていた。

「ああ、うちの妹のパンツがピンチだ！」

「ヒロト、少しどいてもらっていいかな？　ボクも蘇芳さんには負けていられない。固勇能力『勇者戦隊ゴユウジャー』のお披ひ露ろ目めをさせてもらうよ！」

　桃太郎は表情を凛り々りしいものに切り替かえると、左手首に巻いた、特撮ヒーローのおもちゃじみたデザインのブレスレットを掲げる。
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「ブレイブレスレット起動！　勇者変身！」

　桃太郎の右の指先がブレスレットに触ふれた途と端たん、彼の全身を眩まばゆい輝きが包み、瞬またたく間に戦隊ヒーローチックな戦せん闘とう用ボディスーツが出現した。

「猛もう烈れつに燃え上がる桃もも色いろの勇姿！　ユウジャピンク！」

　桃太郎の全身を包んだスーツの色は、ピンク色だった。

「まてまてまてまて」

　背後で盛大な桃色の爆ばく発はつが起きる中、ヒロトはつかつかと友人へと詰つめ寄った。

「なに？　どうしたんだいヒロト？」

「俺が聞きたい。なぜ？　どうして？　なんでピンク？」

　頭を抱かかえるヒロトに対し、桃太郎は困ったように自分の姿を見下ろした。

　マスクとプロテクターが一体となったスーツのヒーロー然としたデザインは、男の子なら誰もが一度は憧あこがれるだろう。ただし、色がピンクでなければ。そして、スカートが付いていなければ。

「どう見ても女の子用のスーツじゃないか！」

「ボクはあんまり気にしていないけど、確かに男の子にスカートは珍めずらしいよね。でも、うちの司令官がスカートはスーツの機能上の問題で外せないって力説していたから……」

「それにしたってピンクだぞ。お前、男なんだろ！」

「そうだよ？」

　どうしてヒロトが納なつ得とくしないのか分からず、桃太郎は小首を傾かしげ続けている。

「ボクとしてはピンクも男の子の市民権を得ていいと思うんだけどなあ。ともかく、大魔王ジャーマはこのユウジャピンクが倒させてもらうよ！」

　気を取り直し、桃太郎は小ジャーマへと飛び掛かかる。ワイヤーアクションばりの超ちよう人じん的な跳ちよう躍やく力だ。

「出いでよ勇者の剣つるぎ、ブレイブレード！」

　剣を手に、桃太郎は小ジャーマへと斬きりかかった。その切っ先が、小ジャーマの股間にしがみ付いたままの明日美のパンツのゴムを危あやうく掠かすめる。

『おぱんつー！』

　炎に続き、更さらなる身の危険を感じたのか、パンツは小ジャーマの股間を脱だつして抗こう議ぎの声を上げた。

「おお！　とうとうあの不快なパンツが脱ぬげました！」

　喜ぶ小ジャーマをひとまず無視し、ヒロトは空中のパンツを見上げる。

「あのパンツ、何て言っているんだ？」

「ブレイブレスレットの通訳機能によると、もっとパンツを大事にして！　って言っているみたいだね」

　ヒロトの疑問に答える桃太郎。

　か弱いパンツの悲痛な訴うつたえを知り、他ほかの勇者たちもどことなく許しを請こうかのような眼まな差ざしで、自分の下半身へと目を向ける。

「あ！　野生のパンツが飛びだしてきたゾ！」

　そんな中、蘇芳リコだけが目を輝かせてパンツを見上げていた。

　その手には、ポシェットから取り出したばかりの、異世界のモンスターのデータが蓄ちく積せきされているデジタル図ず鑑かんが握にぎられている。

「データ未登録ってことはー、きっとあのコは新種のレアモンスターだゾ！　これはもう捕獲しちゃうしかないゾ！」

　途端、リコは一転して狩人かりうどの目つきになった。

　空中浮ふ遊ゆうする明日美のパンツを狙ねらい、モンスター捕獲用の空のカプセルを投げつける。

「しまパン、ゲットだゾーッ！」

『ぱんつ？』

　パンツは無防備だった。回かい避ひは不可能だろう。

　だが、カプセルがパンツを捕獲するよりも早く、新手の勇者が空を飛んでパンツの前に割って入る。

　そしてその勇者は、カプセルをあさっての方向に弾はじき返しながら、背後のパンツを守るように立ちはだかった。

「ひとのパンツを盗とったら泥どろ棒ぼう！」

　新手の勇者は、周囲の勇者たちを前に声を大にして叫さけぶ。

「合言葉はノーモア下着泥棒！　魔ま法ほう少女マジカル・ラミアス参上なんですけど！」

　パステルカラーを基調としたコケティッシュなドレス風の衣装に、これでもかと盛られた大量のフリル。背中には小さな天使の翼らしき意い匠しようが取り付けられ、手には魔法のバトン。その出で立ちは、勇者というよりは完全に魔法少女だった。

　マジカル・ラミアスは、バトンを振りかざして眼下の勇者たちを睨にらみつけている。

「野生のパンツじゃなかったゾ」

「女の子は下着のデザインが凝こっていて羨うらやましいな。男の子の下着ももっと可愛かわいらしいのが増えればいいのにな」

　リコは唇くちびるを尖とがらせ、桃太郎は頓とん珍ちん漢かんな不満を口にした。

「……ですけど？」

　そんな中、ヒロトだけが聞き覚えのある口くち癖ぐせに首を傾げていた。

　魔法少女の口調は、彼にとって最も親しい家族のそれにそっくりだったのだ。

「そういや、明日美ってどんな勇者なんだ？　本人の口から聞いた覚えは一度もないぞ」

　ヒロトは疑いの目を魔法少女へと向ける。すごく明日美に似ていた。

「でも、他人の空似ってこともあるよな。うん、そう考えたら何だか明日美とはちょっと似ていないような気がしてきたぞ……髪かみの毛の色も違ちがうし長さも違うぞ……まるで魔法にかかっているみたいにぼんやりとしてきたぞ……」

　だが、次の瞬しゆん間かんにはヒロトの目は曇くもってしまっていた。

　まさしく魔法にでもかけられたかのような豹ひよう変へんぶりだ。見れば周囲の勇者たちもヒロト同様、いつの間にか催さい眠みん状態に陥おちいっていた。

「あの魔法少女の言うとおりだ。勇者なら犠ぎ牲せいを出さずに勝つべきだ！」

「いいや、魔王を倒たおすためならば多少の犠牲には涙なみだを吞のまなければならない！」

「パンツ一枚の犠牲で世界が救えるのなら安いものだ！」

　そのまま勇者たちはパンツを巡めぐって仲なか違たがいを始めてしまう。

　ラミアスの魔法に影えい響きようを受けた勇者たちの言い争いを、小ジャーマは何やら感心した様子で眺ながめている。

「いやはや、勇者と一口に言っても色々と主義主張があるのですね。勇者といえば誰だれもが愛と平和を重んじると思っていましたが、その割には複数いると一枚岩にはならないのですから、なかなかに興味深く思います」

　小ジャーマが興味を示す中、喧けん騒そうはさらに激しさを増していく。中には実力行使に及およぶ勇者まで現れ、とばっちりを受けたゴミ袋ぶくろモンスターは吹ふき飛ばされてしまう。

　と、どこからともなく飛んできたジュースの空き缶かんが、小ジャーマの頭に直ちよく撃げきした。

「痛いではありませんか！　ゴミはゴミ箱にーっ！」

　空き缶片手に激げつ昂こうする小ジャーマの声に反応したのは、ヒロトを始めとした勇者たちではなく、街中のゴミ袋モンスターたちだった。

『ごみごみ？』

　彼らは小ジャーマの叫びを命令と勘かん違ちがいし、自発的にゴミ箱へと向かっていく。

「あー！　ちょっと待ってください！　今のはナシです！」

　小ジャーマの失態でゴミ騒さわぎは急速に収束していくが、勇者たちはまったくそれに気付かず、最も早はやゴミも魔王も抜ぬきで争いを続けている。

「皆みんなしてゴミ箱に行ってしまいました……。あー、まー、いいでしょう。今日はこのくらいにしておいてあげます！」

　小ジャーマは思わず傍かたわらのパンツと顔を見合わせた。

　そして、いつの間にか夕暮れになっていた空を見上げた後、勇者たちの言い争いに紛まぎれてこっそりと姿を眩くらませた。

「いやしかし……やはり明日美に似ているような気がするぞ……妹が魔法少女とか兄的には美味おいしいポジションだぞ……」

　一方ヒロトは、マジカル・ラミアスから特別強力な魔法をかけられでもしているのか、未いまだに一人で頭を悩なやませ続けていた。
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　ジャーマが去った後、大魔王の出現はヒロトの街を発信源に、瞬く間に世界中へと伝えられた。

　そして、地球上のいたるところを覆おおい隠かくそうとしていた大量のゴミは、その日のうちに全すべて片付けられた。

　固勇能力を取り戻もどした七十二億の勇者たちが、世界中のゴミを全力で掃そう除じしたのだ。

　使命の一いつ環かんでさえあれば、勇者たちは嬉き々きとして働くわけだ。

　ヒロトも自宅の清せい掃そうを済ませたが、それだけでは満足できなかった。

　さらなる掃除の場を求め、今は桃太郎の家を訪ねていた。

「さすがにくたびれた……」

　桃太郎の家は広い。さすがは鉄グループの御おん曹ぞう司しが住む豪ごう邸ていだ。

　何せハガキに郵便番号さえ書けば、住所欄らんや氏名欄が空白でも届いてしまうくらい、広大な敷しき地ちを有しているのだ。

　そこの掃除となると、街一つ掃除するのと大差ない労力が必要である。

「ヒロト、ありがとう。おかげで助かったよ」

「気にするな。いくら勇者の使命とはいえ、これだけの敷地を桃が一人で掃除をするのは無理があるだろ。むしろ、俺もあんまり役に立ってない」

　二人が今いる中庭は、東京ドームほどの面積がある。その中央ではキャンプファイヤーが行われていた。

　屋敷中から集めてきたゴミの山を、リコのドラむすこが燃やしているのだ。

「確かに、蘇芳さんが居なかったら掃除は終わらなかっただろうね」

「ポシェットモンスター総動員で片付けたわけだからな」

　ヒロトと桃太郎は、ぐったりとした顔つきで炎ほのおを眺めている。

「ウッピー、ももくろー！」

　遠くからリコの呼ぶ声が聞こえた。

「……ももくろ？」

「鉄桃太郎だから、そういうニックネームなんだってさ」

「おいおいおいおいおい」

　二人して顔を見合わせ、力なく笑う。

　しばらくすると、ドラむすこに跨またがったまま、リコが二人のもとへ近寄ってきた。

「お掃除終わったし、そろそろ帰るゾ」

「ありがとう、蘇芳さん。帰るついでにヒロトのことも送ってあげて欲しいんだ。本当ならリムジンを出したいところなんだけどね」

「オッケーだゾ！　ドラむすこ、空を飛んで帰るのだ！」

　桃太郎の頼たのみに、リコは快活に笑った。

　次の瞬間には、ヒロトの体がドラむすこの前足に捕とらえられる。

「え？」

　掃除に精根使い果たしたヒロトに、脱だつ出しゆつするだけの余力はなかった。

「えええええ！」

　抵てい抗こうする間もなくリコを乗せたドラむすこは飛び立ち、ヒロトはそのまま空へと連れ去られてしまう。

「またねー、ヒロトー！」

　手を振ふる桃太郎の姿が、あっという間に豆まめ粒つぶサイズになる。

　上空を猛もうスピードで飛行するドラむすこの上で、リコは陽気な笑えみを浮うかべていた。

「ウッピー、お家うちどのへん？」

　吹きすさぶ風のせいで、言葉が出て来ない。何とかヒロトは、眼下に広がる街を指差し、大体の方角を示した。

　街は綺き麗れいさっぱり掃除されており、ゴミ一つ落ちていない。さらには空気までもが浄じよう化かされ、悪あく臭しゆうは微み塵じんも残っていない。

　人々の姿も多数見受けられ、つい先ほどまでゴーストタウンと化していたとは思えないくらい、活気が戻っていた。

「何だか、世界が救われたような光景だな……」

　遥はるか上空にいることさえ、一いつ瞬しゆん忘れるほどだった。ヒロトはドラむすこの爪つめにしがみ付きながら、身を乗り出して街の光景を眺めていた。

　この街と同じ光景が、日本各地で、そして世界中で広がっているはず。

　誰あろう大魔王ジャーマのおかげで、ヒロトたちの世界は救われたのだ。

　生ゴミや粗そ大だいゴミはもちろんのこと、汚お染せん物質や放射性廃はい棄き物ぶつまでもが、世界の勇者の固勇能力によって浄化され、地球上から一掃された。

　これ以降、ゴミを放置するような勇者は現れないだろう。大魔王の悪事に加担することになるからだ。

「これじゃまるで、魔王のおかげで勇者の世界が救われたようなものじゃないか」

　ヒロトは掃除の休きゆう憩けい中に桃太郎の家で見た、テレビのニュースを思い出していた。

　ゴミ掃除が勇者の使命となった以上、自らの力や活かつ躍やくを見せびらかして自じ慢まんしたいという輩やからは世界中にごまんといる。

　そのおかげで、一部の報道機関が機能を取り戻したのだ。

　インターネットでは有志により特別サイトが立ち上げられ、その日もっとも活躍した勇者の名と写真と武勇伝がアップロードされるようになった。

　現在世界でもっとも有名な勇者としてランクされている人物は、元清掃員のフィンランド出身ソージ・スルネン（四〇）だ。テレビのニュースでも取り上げられ、「大魔王ジャーマには負けへんで！」とインタビューに応じていた。

「そう言えばジャーマの奴やつ、今いま頃ごろどこにいるんだろう？」

　ヒロトが訝いぶかしげに首を捻ひねった、その瞬間。

「それじゃ、バイバイだゾ！」

　と、見えてきた浦島家へとドラむすこが急降下した。

　凄すさまじい風圧にヒロトの顔が歪ゆがんだのも束つかの間、次の瞬間には、彼の体は家の近くに放ほうり出されていた。

「も、もう少しソフトにやってくれ……」

　思わず非難の声が漏もれたが、すでにリコとドラむすこは再び空へと舞まい上がっている。ヒロトの文句など届きもしなかっただろう。

「ただいま。明日美、今帰ったぞー」

　汚よごれ一つない自宅の扉とびらを潜くぐって、ピカピカに磨みがかれた玄関に入る。

　不在の両親の靴くつも綺麗に整理されており、帰宅しただけだというのに、ヒロトは何だかいい気分になっていた。

　しかし、そのいい気分を台無しにする影かげが忍しのび寄る。

「おかえりなさい、勇者ヒロト。遅おそかったではありませんか」

　ヒロトの目の前に、全ぜん裸らの上からエプロンだけを身に付けた金きん髪ぱつ美少女の姿が現れた。夕食の準備でもしていたのか、キッチンから顔を出したのだ。

「どうしたのです、勇者ヒロト。そんな呆あつ気けに取られた顔をして」

　間ま違ちがいなく、大だい魔ま王おうジャーマであった。

　異世界の魔王が、裸はだかエプロンで、手にはお玉を持って、キッチンで夕食の支し度たくをしている。ヒロトの理解力を超こえていた。

「じゃ、ジャーマ？」

「はい、大魔王ジャーマですよ」

「何でお前は、当たり前のような顔でうちのキッチンに立っているんだ！」

「余も居い候そうろうの身、炊すい事じくらいは手伝わないといけませんからね」

「い、居候だと！　誰だれの許可を得てそんなこと──」

　憤いきどおるヒロトの叫さけびは、やって来た明日美の声にかき消される。

「はい、ジャマ子さん。これがこっちの世界の調味料だよ。あ、私のお兄ちゃんもお帰りなさいなんですけど」

「ありがとうございます、明日美。いやー、もともと料理が趣しゆ味みの余ですが、どうにも異世界の味付けには不慣れなものでして、助かります」

「ジャーマに明日美、お前らいつの間に打ち解けたんだよ！」

　詰つめ寄るヒロトを前に、ジャーマは余よ裕ゆうの面おも持もちで笑みを浮かべる。

「勇者ヒロト。そう何度も余の名前を連呼するものではありません。何しろ今の余は世を忍ぶ仮の姿なのですから、魔王だとバレてしまうと困ります。そうですね、明日美のようにジャマ子さんと呼んでくれて構いませんよ？　余は結構気に入っています」

　瞳ひとみをわざとらしいまでにキラキラと輝かがやかせ、大魔王ジャーマ改めジャマ子さんは、お玉片手に得意げに胸を反らす。

「何がジャマ子さんだ！　そもそもノーパンで料理なんか作るな、不衛生だろうが！」

「いいではありませんか。余と勇者ヒロトの仲なのですから」

　ジャマ子はエプロンの端はしを軽くつまみながら、快活に笑って済ませた。

「服を着るのはＮＧなのにエプロンはいいの？」

「そうだそうだ！　明日美の言うとおりだ！」

「むむむ。防ぼう御ぎよ力は無きに等しいので大魔王としてのモットーには反していないと思っているのですが。揚あげ物をする時にはこれで便利なものですから」

「魔王でもお肌はだに油が跳はねるのは嫌いやなんだ……」

「そもそも、マントのような類たぐいは魔王的に装そう飾しよく品扱あつかいでオッケーです。それに余も女の子ですし、エプロンは何だかお嫁よめさんみたいでちょっとドキドキ？　みたいな？」

　浮かれるジャマ子を前に、ヒロトは頭を抱かかえる。

「大魔王がそれでいいのか……？」

「何を言いますか。大魔王ともなれば魔力に武力に知力、統とう率そつ力、生命力に精神力、そして女子力を兼かね備そなえてこそなのです。力こそ全すべてなのです」

「女子力……」

「いいですか、魔王というのは基本的に本ほん拠きよ地ちとしているラストダンジョンから外には出ないものなのです。しょっちゅう外へ出かけて成長途と中ちゆうの勇者にちょっかいをかけるなど、頼たよれる部下もいない三下のやることでしょう」

　握にぎり拳こぶしを構えつつ、ジャマ子はふてぶてしく言葉を続ける。

「となると、どうしても居城で時間を潰つぶす必要が出てきます。魔王たるもの、起き床しようしたらまずは体操、朝食の自炊は最も早はや日課。昼までの時間に掃そう除じ洗せん濯たくを全て済ませ、昼食後は昼ひる寝ねを嗜たしなみ、陽ひが落ちるまでは読書や刺し繡しゆうなどの趣味に費ついやします。そうして夜になれば配下を集めて世界征せい服ふくのための会議をするものなのです。悪の作戦会議は日の出ている時間帯にするものではありませんからね。その後に夕食と入浴を済ませ、お肌の美容のためになるべく早く寝ます。こうして女子力が培つちかわれるわけですね」

「女子っていうか、もうそれ主婦の領域だろ……」

　付き合いきれないといった顔つきで、ヒロトはソファーへと移動する。

　掃そう除じの疲つかれもあって、彼はそのままぐったりと倒たおれ込んでしまった。

　背後のジャマ子を盗ぬすみ見みたところ、彼女は和わ気き藹あい々あいと明日美と会話を続けながら、料理を再開していた。

　キッチンからはいい香かおりが漂ただよい始めている。

　この一週間、インスタント食品と缶かん詰づめしか口にしていないヒロトにとって、その香りは劇的な効果を与あたえるものだった。

「今すぐにでもジャーマを倒して世界を平和にしたいところだが、生憎あいにく今の俺には剣けんがないし、弱体化した宿敵を倒しても格好がつかない」

　呟つぶやきながらも、ヒロトの腹はグーグーと鳴り続けている。

「それに、そうなると勇者の記き憶おくがまた封ふうじられるんじゃないか？　だったら俺がジャーマを倒したって、その活躍は世界中の誰だれの記憶にも残らないわけだし、当然俺自身も忘れてしまうことになるよな」

　ヒロトはキッチンの進行状じよう況きようが気になるのか、落ち着かない様子を見せていた。

　何度もちらちらと、料理風景をチラ見している。

「しかし、真の勇者であるならば、名めい誉よや見返りよりも、正義の使命を果たすべきだな！　たとえ、どうしようもなく腹が減っていてもだ！」

　悩なやんでいたヒロトだったが、どうやら食しよく欲よくに打ち勝ったらしい。

　彼は覚かく悟ごを決めてソファーから立ち上がると、壁かべに立てかけてあったホウキを手に取り、ジャマ子へと向き直る。

「そんなわけで大魔王ジャーマ。やはりお前は今ここで俺が再び倒す！」

「ほほう、勇者ヒロトよ。復活した魔王を前に、臆おくすることなく立ち向かわんとするその姿、さすがは余の宿敵と言っておきましょう」

　お玉を持ったまま、ジャマ子はどこか上じよう機き嫌げんにヒロトへと振り返る。

「しかし、完全復活を成していない今の余と、剣を持たぬあなたでは、戦ったとしても今日のパンツ騒さわぎのようなつまらない攻こう防ぼうしか出来ないでしょう。果たしてそんな勝負を勇者と魔王の戦いと呼んで良いものでしょうか？」

「そ、それはまあ……」

「勇者ヒロト。直じきに余は己おのれの魔力を回復させ、大魔王ジャーマ本来の姿を取り戻もどし、完全復活してみせます。そうなれば、かつての戦いの折のように、あなたに相応ふさわしい剣を用意することも出来るでしょう。決着を付けるのはそのときでいいではありませんか」

　手にしたお玉を突つき付け、ジャマ子は厳おごそかにそう言った。

　対してヒロトは、互たがいが手にした得物を見比べ、しぶしぶ矛ほこを収める。

「分かった。待ってやる」

「さすがは余の勇者。話が分かるではありませんか」

「まあ、今のところはお前の出方を窺うかがうってことで保留にしただけだがな。居候を認めるにあたっては、交こう換かん条件として服だけは必ず着てもらう」

「えー。あーまーその辺は後で詳くわしく話をするとして、先にご飯にしましょうか」

　その一言に、僅わずかに残っていたヒロトの敵対心は霧む散さんする。

　一週間ぶりのまともな食事の前には、勇者の理性など何の力も持たなかったようだ。それでなくとも掃そう除じ疲づかれで体はくたくた、空腹も限界だ。

「さあ、新たなる我が四天王、ヴォルガルムよ、人数分のスプーンを用意するのです」

『ぱんつー』

　ジャマ子の命を受け、どこからともなくふわふわと現れた横よこ縞じま模様のパンツが、食しよく卓たくにスプーンを運び始める。

「パンツに食器を運ばせるな！　っていうか、なんで四天王のヴォルガルムの名前をよりにもよってパンツに付けたりしているんだ！」

「復活を果たした余の軍団の最初の部下なのですから、腹心の名を継つがせるのは至し極ごく当然ではありませんか。新四天王のリーダー的存在になる予定です」

『おぱんつー』

「んー？　どうして私のパンツがジャマ子さんに懐かい柔じゆうされてるの？」

　大魔王の命令に従う自分のパンツを眺ながめながら、明日美が首を傾かしげた。

　その言葉に、ジャマ子は得意げに胸を反らす。

「フフフ。今回の件で余とヴォルガルムは意気投合しまして、今ではこのパンツも余に忠誠を誓ちかう身となったのです」

「主な役目は？　まさか私のパンツに勇者と戦えなんて言わないよね？」

「余が忙いそがしいときや手を離はなせないとき、代わりに家事を担当するのがヴォルガルムの主な任務です。戦せん闘とうを任せるにはまだ早いでしょうし、勇者ヒロトの家を取り仕切る家政布として頑がん張ばってもらおうかと思っています」

「パンツに家事手伝いが出来るのか……？　掃除や洗せん濯たくを？」

『ぱんつ！』

　呆あきれるヒロトに対し、二代目ヴォルガルムは体を広げて意気込んでみせた。

　部下のやる気ある姿に、ジャマ子は満足げに目を細めている。

「ああもう、お前は本当にあの威い厳げんに満みち溢あふれていた大魔王ジャーマなのか？」

「何を言うのです。余以外に大魔王を名乗れる魔王がいてたまるものですか」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな顔つきで、ジャマ子は不敵に笑えみを浮うかべる。

　彼女が夕食の皿をテーブルに並べ始める中、明日美は何気なくヒロトに尋たずねた。

「ねえ、私のお兄ちゃん。ジャマ子さんは本当に、異世界を征服しようとした悪の大魔王なの？」

「俺も自信を無くしそうだが、一応、そのはず……」

「ふーん。でも、それならどうしてジャマ子さんはこの家に居候するつもりになったのかな。だって、ジャマ子さんにとっても私のお兄ちゃんにとっても、二人はお互いにライバル関係の宿敵同士なんでしょ？」

「うーん……」

　言葉を濁にごすヒロト。今は深く考えるより先に食事にしたかった。

「あはは。あー、まー、いいではありませんか」

　当の大魔王本人は、のん気な顔つきでお玉を掲かかげてみせる。

　笑って済ませるジャマ子の姿に、ヒロトはこれから先、何やら一波乱起きそうな気がしてならなかった。
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　ある朝、洗せん剤ざいが切れた。

『ぱんつ？』

　浦うら島しま家の家政布マスコットとして朝早くから甲斐かい甲斐がいしく働くヴォルガルムは、ふわふわとした体で洗せん濯たく機きの周りを飛び回り、買い置きの洗剤がないことを確かく認にんする。

　その後、浦島明日あす美みの部屋へと飛んで行った。

『おぱんつー』

　体を丸めて握り拳の形を取ったヴォルガルムは、明日美の寝ね息いきが微かすかに漏もれる扉とびらをぽふぽふとノックする。しかし返事はない。そもそもノックの音が聞こえていない。

　仕方なくヴォルガルムは体を広げてドアノブを包むと、器用に扉を開けてしまった。

『ぱんつ、おぱんつ！』

　部屋に入り込んだヴォルガルムは明日美を起こすべく、彼女のベッドの上で旋せん回かいを始めた。

　やがてその声で目覚めたのか、明日美が顔だけを布ふ団とんの中から覗のぞかせる。

「目が覚めたら、可愛かわいい小鳥さんがさえずりながら頭の上を飛んでる……と思ったら私のパンツだったんですけど？」

　まだ夢ゆめ心ごこ地ちなのか、明日美は寝言に近い呟きをこぼした。

『ぱんつー！』

「むにゃむにゃ……まだ朝の七時半だよー」

　充じゆう分ぶんすぎるほど起床時間と呼んで差し支つかえない時刻だが、不満顔の明日美はヴォルガルムに急せかされるまま布団から這はい出た。

　ヴォルガルムはパジャマ姿のままの明日美を連れ、再び洗濯機の前にやって来る。

「……なに？　お洗濯して欲しいの？　まあ、パンツだもん、洗い立てがいいよね」

『ぱんつぱんつ！』

　明日美はヴォルガルムを引っ摑つかみ、洗濯機の中へと放ほうり込もうとした。

　が、当のパンツから抗こう議ぎの声が上がったので取りやめる。

「んー……さっきからどうしたの？」

　未いまだ眠ねむそうにまぶたをこすりつつ、明日美は洗濯機の中を覗きこむ。放置されたままの大量の洗濯物が詰つめ込まれ、風呂ふろ場ばの脱だつ衣い所じよにまで溢れかえっていた。

「もー。私のお兄ちゃんたらこんなにためちゃって。こまめにしないとダメなのに」

　明日美はさっさと洗濯機を動かして二度寝するべく、ヴォルガルムを手にしたまま洗剤を探してみた。だが、もちろん見つかるはずもない。

「……洗剤が切れてるんですけど。これじゃあ洗濯できなくて困っちゃうよね。私のお兄ちゃんに新しい洗剤買って来てもらわないと」

『おぱんつ！』

　明日美はパンツを握にぎり締しめたまま、洗濯機の前を離れてヒロトの部屋へと赴おもむいた。そして、ノックなど一いつ切さいせずに躊ちゆう躇ちよなく兄の部屋の扉を開ける。

「私のお兄ちゃーん。朝なんですけどー。もう起きる時間なんですけどー！」

「むにゃむにゃ……ふわあああ、もう朝か……ん？」

　妹の声で目を覚ました浦島ヒロトは、あくびを漏らした後、ゆっくりと上体を起こした。

　その手が、とてもとても柔やわらかいものに触ふれる。

「……ん？」

　寝ね惚ぼけ眼まなこでヒロトは手をどけた。その拍ひよう子しに今度は、弾だん力りよくと反発力を兼かね備そなえた、ハリのある丸いものに触れてしまう。

「何なんだ？」

　布団を剝はいでみた。

　瞬しゆん間かん、同じ布団の中、隣となりで安あん眠みんを貪むさぼっていた全ぜん裸らの少女の姿を目にし、ヒロトは絶句した。

「私のお兄ちゃん！　ジャマ子さんの胸やお尻しりを触さわってたみたいなんですけど！」

「ふわぁ……ん、おはようございます。勇者ヒロト、ゆうべはお楽しみでしたね」

　全裸の少女はヒロトの視線に気付くと、上体を起こし、目を開く。

「ゆ、ゆうべ……？　ゆうべからずっと……？」

「誤解だ明日美！　おいジャーマ、昨夜は対戦格かく闘とうゲームしていただけだろうが！」

「ふふふ。テレビゲームというのはなかなか面おも白しろい遊ゆう戯ぎではありませんか。余としたことが昨夜は熱くなりましたよ。体が火ほ照てりました」

「だからそういう青少年が恥はずかしくなる言葉を使うな！　そもそも、何を勝手に人のベッドに潜もぐり込んできているんだ！」

「あー、まー、いいではありませんか」

「よくないぞ！　俺と一いつ緒しよの布団に入りたいならせめてパジャマを着ろ！」

「お断りします。それに、余のためにと与あたえられたあの押し入れとやらは、衣食住を満まん喫きつするにはあまりに狭せますぎると思いませんか？　なればこそ寝ね苦ぐるしさを覚えた余が自然と勇者ヒロトのベッドに潜り込むのは当然の結果というわけです……ん？」

　と、傍かたわらのヒロトを見、ジャマ子が急にその頰ほおを赤らめる。

「勇者ヒロトったら……口ではそんなことを言いつつも下半身は余との激しい戦いを望んでいるではありませんか」

「これはー！　朝のー！　生理現象ですー！」

　ヒロトは思わず股こ間かんを隠かくしつつ、自分の布団の中からジャマ子を蹴けり飛ばした。

「ヴォルガルムー！」

『おぱんつー！』

　明日美はすかさず手にしていたパンツを投げつけた。

　ヴォルガルムは、軽かろやかな身のこなしでジャマ子の股間にすっぽり収まる。

「ぐぬぬ、またしても魔ま王おうの股間が縞しま柄がらに……ともかく勇者ヒロト、そして明日美、余は朝食の準備をしますので着き替がえたら食卓に来てください」

「全裸が人に向かって服を着替えろだと？」

「全裸に言われたくないんですけど！」

　ヴォルガルムをはいたまま部屋の外へと出て行くジャマ子。その背に向け、ヒロトと明日美が声を揃そろえた。

「で、なにもなかったんだよね、私のお兄ちゃん」

「なんにもないに決まっているだろ。まったく……さっさと着替えるか」

　妹の冷たい視線が突つき刺ささる中、ヒロトはタンスの中を覗いた後、困ったように首を傾げた。

「……着替えがない」

　言って、掃そう除じだけでなく洗濯もろくにしてこなかったことを思い出した。

　先日のジャマ子の起こしたゴミ騒そう動どうで、勇者たちは改心し掃除に励はげむようにはなったが、それはあくまで掃除に限った話だ。

　洗濯は未だ勇者の仕事ではないのだ。

「そういえば、勇者の記き憶おくを取り戻もどしてから一度も着ていなかった服があったな」

　ヒロトは手を打ち、タンスの横に積み上げてあった洗濯物の山の下から、学生服の上下を引っ張り出す。

「私のお兄ちゃん、まさか学校に行くの？　脱だつ引きこもりなの？」

　それを見た明日美が驚おどろきの声を上げたが、ヒロトは学生服を手にしたまま、大きく頷うなずいてみせた。

「ジャーマが来て以降、一度くらいは行っておこうと思っていたんだよ」

　現在、大魔王ジャーマがこちらの世界に出現して数日が過ぎている。引きこもっていた世界中の勇者たちは、少しずつ社会復帰を始めていた。

　理由はもちろんただ一つ。それは大魔王ジャーマの存在である。

　勇者は七十二億人もいるが、敵対する魔王はジャーマ一人しかいない。つまりは早い者勝ちだ。

　家に引きこもっていても魔王とエンカウントすることはない。おのずと、外に出るという選せん択たく肢しを選ばざるを得なくなる。

　そのため勇者たちは、他の勇者と情報交こう換かんすべく、家を出た。学生は勉強する気はないものの学校に足を運び、社会人も仕事はしないが職場に顔を出すようになった。まだまだ、ほんの一部ではあるのだが。

「完全復活するのを待つと決めたはいいが、その間にジャーマが他の勇者に倒たおされることは避さけたい。そのためには、俺も家の外で情報収集しないとな」

　そうしてヒロトは妹の視線も気にせず手早く着替え終えると、朝食のため兄きよう妹だい仲良く居間へと向かった。ちなみに明日美は、二度寝のためにパジャマのままだ。

「ヴォルガルム！」

　居間では、ジャマ子が裸はだかエプロン姿でテレビの前でふんぞり返っていた。

　自分の尻しりを覆おおうヴォルガルムを睨にらみつけ、怒いかりを露あらわにしている。

「貴様、平日朝のアニメ番組を見るのが余の愉たのしみの一つであることを忘れたか！　それを勝手にチャンネルを変えようとするなど、不敬の極きわみであるぞ！」

『ぱ、ぱんつ！　おぱんつ！』

「何、大魔王様の見ているアニメはパンチラがないから面白くないだと？　ええい、所しよ詮せんはパンツか！　アニメは何も貴様の同どう胞ほうを映すために作られているのではない！」

　テレビ放送は若じやつ干かん復活したものの、新規番組を作るだけの熱意は誰だれも持っていないらしく、どこの放送局もアニメやドラマの再放送で尺を稼かせいでいる。

　ジャマ子が夢中になっているのも、そんなアニメ番組の一つであるらしい。

「教えておこうヴォルガルムよ、失敗は己おのれの命で償つぐなうのが余の大魔王軍の掟おきてである！」

『ぱ、ぱんつ……』

　怒り心頭のジャマ子を前に、パンツは悲しげな声を絞しぼり出した。

「……だが、余も話の分からぬ魔王ではない。配下のアニメの趣しゆ味みをとやかく言うつもりもない。今日のところはお咎とがめなしでいいだろう。が、次はないぞヴォルガルム！」

　ジャマ子も今の戦力がパンツ一枚しかないことを重く受け止めているらしい。この場は寛かん大だいな処置で済ませた。

　慈じ悲ひ深い主あるじの赦ゆるしを得、その股間に収まったままパンツは喜びの声を上げる。

『ぱんつー！』

「……朝からあいつは何をパンツと会話しているんだ」

　その光景に呆あきれつつも、ヒロトと明日美は食しよく卓たくへと足を運ぶ。

「すっかり私のパンツが腹心の部下にされているね、私のお兄ちゃん」

「明日美、お前がパンツにかけた自我を芽生えさせる魔法の効果、いつ切れるんだ？」

「もう切れていると思う。今はジャマ子さんが代わりに魔力供給しているみたい」

「当然でしょう！　配下に力を分け与えるのも魔王の務めなのですから！」

　得意げに胸を張るジャマ子へと、ヒロトは呆れた視線を向ける。

「偉えらぶるのは勝手だが、服を着てからにしろ。それが居候の条件だっただろう」

「あーまーそうでしたね。やむなしと吞のんだ条件ですし、余も潔いさぎよく服を着ましょう。でも、お風呂ふろに入るときは脱ぬいでも構いませんよね？」

「まあ、それは当然だからな」

「トイレ時や就しゆう寝しん時も全裸で構いませんよね？」

「うん？　いやでもまあ、その辺は個人の習慣みたいなもんか……」

「あと、誰も見ていないときも全裸でいいですか。いいですね。いいですとも！」

「よくねえよ！　なんで急にさも了りよう承しよう済みの案件、みたいな顔してるんだよ！」

　この指し摘てきを、ジャマ子は聞こえなかったフリで無視した。

　ヒロトの気を紛まぎらわせるために、彼女は手早く食卓を朝食の皿で埋うめていく。

「……とりあえず先に飯にするか」

　思おも惑わく通りにヒロトの意識を逸そらすことに成功し、ジャマ子はガッツポーズを取ったのだった。

「そういえば私のお兄ちゃん。洗せん剤ざいが切れていたから、学校の帰りに買ってきてね」

『ぱんつ！』

　各おの々おのテーブルについて朝食を始める中、明日美が思い出したかのように口にした。最近洗ってもらっていないヴォルガルムも、強く同意を示す。

「そういや、俺の部屋にもかなり洗濯物が溜たまったままだったな。このままだと前のゴミ騒動のときと同じく、そのうち街中が洗濯物で埋まる羽目になるかも知れないぞ」

「服がお洗せん濯たくできないとお外にも行けなくなっちゃうもんね。それだとまた引きこもりに逆ぎやく戻もどりなんですけど」

　ヒロトと明日美の言葉を聞き、不意にジャマ子が顔を上げる。

「着る服がないのなら、全裸になれば良いではありませんか」

　彼女は自分の思いつきに瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「そう！　この世界の勇者たち全員が全裸で生活するようになれば、洗濯物に悩なやまされることもなくなりますし、余も服に服従しろなどという不服極まりない提案を吞む必要もなくなるのです！　目指せ全人類総裸族！」

　叫さけぶなり、ジャマ子は食事中にもかかわらず飛び出してしまった。

「……おいおい、あいつ今日は何を仕出かすつもりだ？」

　その態度に、ヒロトは不ふ穏おんな空気を感じたようだ。

　瞬間、街中に大魔王出現を報じる緊きん急きゆう警報が鳴り響ひびく。

「余の名は大魔王ジャーマ！　この世界に住まう勇者たちよ、持てる全すべての力と勇気を振ふり絞り、挑いどんでくるがいい！」

　そして浦島家の屋根の上からは、例によってお決まりの文句が発せられていた。

「今日も大魔王ジャーマが現れたか！」

「今度こそ真の勇者の手で引導を渡わたしてやる！」

　警報を聞きつけた勇者たちは、老ろう若にやく男なん女によを問わず、我先に現場へ急行する。

　しかし彼らの格好は、勇者と名乗るには少しみすぼらしかった。

　今まさに洗濯物の中から慌あわてて引っ張り出してきたと思おぼしきよれよれのシャツや、アイロンもかけていないシワだらけの上着。酷ひどい勇者になると寝ね間ま着き姿だったり、あるいは下着姿だったりするほどだ。

　どうやら、洗剤が切れて洗濯が出来なかったのは浦島家だけではないらしい。

　そして、そんな勇者たちの前に立ち塞ふさがった今日のモンスターはというと。

『あらえあらえー！』

『たためたためー！』

　先日のゴミ騒動の際と同じくジャマ子の魔法で自我に目覚めた、街中から集まってきたと思しき洗濯物の山であった。

　Ｔシャツを始めとした上着や、ジーンズなどのズボン、下着や靴くつ下したも多数集まってきている。

「今日は洗濯物モンスターか！」

「だが、この前のゴミ袋ぶくろと違ちがって楽勝だぞ！」

　行進する洗濯物の大軍団を前に、歴戦の勇者たちは余よ裕ゆうの面おも持もちをしていた。彼らの反はん撃げきに、洗濯物モンスターはあっという間に蹴け散ちらされていく。

「お前ら攻こう撃げきを中止しろ！　洗濯物を倒すんじゃない、これはジャーマの罠わなだ！」

　だが、ジャマ子を追って家から飛び出してきたヒロトが、慌てて制止に入った。

「大だい魔ま王おうの罠だって？」

　勇者たちが怪け訝げんな表情を浮かべた瞬しゆん間かん、ジャマ子から高笑いが上がる。

「フフフ、さすがは勇者ヒロト！　余の企たくらみを見み抜ぬくとはさすがですね！」

　彼女の姿はすでに変へん貌ぼうしていた。青い瞳が赤く変わり、魔王のパーツが現れ、そして全身が縮んでいる。勇者たちの手前、小魔王モードに変身していたようだ。

「そう、洗濯物はゴミと違い、ただ片付ければ良いというものではありません！　何な故ぜなら勇者たちよ、洗濯物モンスターたちを全ぜん滅めつさせたが最後、あなたたちは明日着る服を永久に失うのです！」

　小ジャーマは破れる洗濯物の数々を見下ろし、逆に会心の笑えみを浮かべていた。勇者たちは各々自分の格好を見下ろし、ことの重大さにようやく気付く。

　勇者たる者、格好にも気を付けなければならないものだ。衣服を失っては、今後の大魔王との戦いに全ぜん裸らで挑まなければならなくなる。

　これには勇者たちも攻撃の手を止めざるを得ない。だが、かといって洗濯物モンスターの行進がそれで止まるわけではない。

「大魔王の野望を止められるのなら俺は全裸でも構わん！」

　中には人類の未来のために犠ぎ牲せいを覚かく悟ごする勇者もいたが、主に女子の勇者たちの手によりすぐさま止められた。

「さあ勇者たちよ、服を着るなどという己おのが肉体を信じ切れぬような愚おろかな文化は今すぐ捨て去ってしまうのです！　全裸万ばん歳ざい！」

　混乱する街の光景を尻しり目めに、小ジャーマは得意満面の笑みを浮かべた。

　だがそのとき、一人の勇者が洗濯物モンスターたちの攻こう勢せいに待ったをかけた。

「倒しちゃうのがダメだったら、洗濯しちゃったらいいんだゾ！」

　それはヒロトのクラスメイトである蘇す芳おうリコだった。

「ゴミには炎ほのお、洗濯物には水が効果抜ばつ群ぐんだゾ！　ゆけっ、イマジナリーフレンドのインドぞう！」

　リコが高く放ほうり投げたカプセルの中から、キラキラした輝きとともに、一いつ匹ぴきのゾウが現れた。長い鼻、大きい耳、ピンク色の体に、キューピッドの翼つばさと、ゾウと言い切るにはいささかファンシーだが、全体的に見ればまあゾウと言えなくもない。

「ぱおーっ！」

　大きさ的にはリコと同身長程度のインドぞう。ピンクの鼻を持ち上げ、二本足で立ち上がり、無数の洗濯物モンスターの前に立ち塞がる。

「インドぞう、水攻めにしちゃうのだ！」

「ぱおっぱおっぱおっ！」

　リコの命令に、インドぞうは自じ慢まんの長い鼻を伸のばした。

　そうして隣りん家かの庭の蛇じや口ぐちから大量の水道水を吸い上げた後、鼻を大たい砲ほうのようにかざして洗濯物へと解き放つ。

　インドぞうの鼻はさながら超ちよう強力な水流を放つホースのような役目を果たし、近くの洗濯物の汚よごれを水圧で吹ふき飛ばしていく。

　洗濯物はその汚れとともに、モンスターとしての力の源であった人間に対しての怨おん念ねんや憎ぞう悪おまでも洗い流されたのだろう。見る見るうちに身も心も浄じよう化かされ、ただの服に戻もどっていく。

「すごい勢いで洗濯されていくな。しかし、なんであんな子どもの落書きみたいなピンクのゾウがインドぞうなんだ？」

　ヒロトの疑問を耳ざとく聞きつけ、リコが陽気な笑顔で近付いてきた。

「あれ、ウッピーいたんだ？　えっとネー、イマジナリーフレンドの頭とお尻しりを取って、インドなんだゾ？」

「どう考えてもインド言いたいだけだろうが！」

「ちなみにこのインドぞう、能力的にも種族的にもまずまず止まりなんだけど、とっても珍めずらしい色いろ違ちがいだから、リッコもいっぱいいっぱい使っているんだゾ」

「ぱ、ぱおっ……」

　リコの率そつ直ちよくな言葉に、インドぞうは少なからずショックを受けていた。

「ともかくジャーマ！　これで全人類を全裸にしてしまおうなんていうお前の野望も潰ついえたようだな！」

「これで勝ったと思わないことですね、余はまだ誰だれもが全裸で暮らせる未来を諦あきらめてはいないのです！　そうでしょう、ヴォルガルム……ヴォルガルム？」

『おぱんつー』

　見ればヴォルガルムは小ジャーマの股こ間かんから自主的に脱げ落ち、今はインドぞうの鼻ホース放水を気持ち良さそうに全身で浴びていた。

「裏切り者！　ええい、こうなれば余一人でも野望を叶かなえてみせます！」

　言って、小ジャーマはその真っ赤な瞳に邪じや悪あくな光を宿す。

　とうとうやって来た大魔王との直接対決を前に、勇者たちは揃そろって武器を構え直した。

「……ん？　あれは？」

　だがその瞬間、戦せん闘とう機きじみたフォルムの小さな機き影えいが、街の上空へと超ちよう高こう速そくで飛来してきた。

　首を傾かしげたヒロトが頭上を仰あおいで目を凝こらした先、上空の機影から、威い勢せいの良い少女の声が聞こえてきた。

「いっくわよー！　全員避ひ難なんしないと危ないんだからねっ！」

　飛来したのは、戦闘機のようなメカニカルな飛行ユニットを背中に装着した、一人の少女であった。

　その身に纏まとう現代科学を超ちよう越えつしたＳＦじみたボディスーツとプロテクターは、彼女の勇者としての固こ勇ゆう能のう力りよくによるものなのだろう。

　ブルーの翼を備えた飛行ユニットから、雨や霰あられのようにレーザーやミサイルが放たれ、眼下の小ジャーマを中心とした一帯を瞬しゆん時じに焼き払はらう。

「な、なっ、何事です！」

「続いてボム発射！　こいつは超強力よっ！」

　さらに、亜あ麻ま色いろの長い髪かみを風になびかせたメカ少女は巨きよ大だいバズーカを構え、小ジャーマに照準を合わせる。

「まさかあれは……あの女がこの街に帰って来たんだ！」

　飛来物の正体を知ったヒロトは、小ジャーマを置き去りに、近くにいたリコの手を取って全速力でその場から逃にげ出した。

　次の瞬間、メカ少女のバズーカから放たれた特大サイズの砲ほう弾だんは、小ジャーマを巻き込んで大だい爆ばく発はつを起こした。周囲の勇者たちや建物、インドぞう、そしてせっかく洗った洗濯物の山をも巻き込む威い力りよくだ。

　結果は大だい惨さん事じに終わったが、勇者たちは前回のゴミ騒そう動どうのときと同じく、掃そう除じと同じだけ洗せん濯たくが大切だと気付くだろう。

　全国各地で洗せん剤ざいが飛ぶように売れるに違いない。

　しかし彼らが本当に買い置きしておかなければならなかったのは、決して洗剤などではなかったのだ。

　そのことに気付いていた者は、ヒロトを始め、未いまだ誰一人としていなかった。




　　　　２




　朝も早くから街一つ壊かい滅めつするほどの大おお騒さわぎがあったが、あっという間に何もかも元通りになっていた。勇者たちの固勇能力があれば街の復興など容易たやすいことなのだ。

　騒動の後、とりあえずヒロトは学校に登校していた。爆発に巻き込まれたジャマ子を大っぴらには探せなかったため、そこはヴォルガルムに任せた。

「ジャーマの奴やつ、無事だといいんだが……って、勇者が魔王の心配をするのはなあ……」

　ヒロトは教室の自分の座席に腰こしを下ろし、ため息をこぼしつつも、先ほどから延々と続いているクラスメイトたちの声に耳みみを傾かたむけていた。

「光の巨きよ人じんに変身して、数多あまたの宇宙怪かい獣じゆうを三分以内に倒たおしてきた俺こそが真の勇者だ！」

「巨大ロボットとともに戦った俺には、仲間との固い絆きずなが何よりの勇者の証あかしだって分かっているぜ」

「私はね、異世界でとある女の子と友達になったの。でも、彼女は魔王の一人娘むすめだったわ。戦いなんて辛つらいだけよ、勝利なんて誇ほこるものじゃないわ」

「俺、カードバトルしていたら結果的に世界を救っただけなんだけどな……」

　クラスは終始この調子なのだ。

　もちろん、自らのヒロイックストーリーに酔よいしれるばかりで、相手の話にはちっとも耳を貸さないのはお約束。

　学校へやって来る生徒ですらこの有様だ。

　今も不登校を続けている一群が果たして家の中で何を叫さけんでいるのかと思うと、ヒロトの頭は際限なく痛くなるばかりだ。

「おはよう浦島、ところで、この前のアカシャ浮ふ遊ゆう大陸崩ほう壊かいの話の続きなんだけど」

「浦島クン、そんなことより私の話を聞きなよ。魔ま獣じゆうスペリオルサンダーとの七日間に及およぶ激しい戦いの、三日目の午後のエピソードだよ」

「浦島、以前話した黄金十二星魔との決けつ闘とうだがな、実は十三人目がいたんだ。今まで決して口外しようと思わなかったが、最後の戦いを完全ノーカットで語ってやろう」

「そんなことよりカードバトルしようぜ！」

　殺さつ到とうしてくるクラスメイトたちを相手に、本当ならヒロトも彼らに負けじと自分の武勇伝を語りたかった。

　しかしそうなると、大魔王ジャーマとの関係を喋しやべらざるを得なくなってしまう。どこかでボロが出るかも知れない以上、黙だまっておくのが得策だ。

　さらにもう一つ、ヒロトには武勇伝をクラスメイトに語れない理由がある。

　結果として話し手側に回れない以上、この場に居合わせた全員から聞き役を押し付けられてしまうのは当然の成り行きだ。

　ヒロトは今や、自慢したい勇者たちの格好の標的なのである。

「ねえねえウッピー、それでネ、森の中で出会ったオジサンがネ、これはオジサンの金の玉だからって、リッコにとっても高価なプレゼントをしてくれたんだゾ！」

「ヒロトも男の子なら勇者戦隊ゴユウジャーの活かつ躍やくする話を聞きたくないかい？　いや、もちろんヒロトの嫌いやがることはしたくないから、無理にとは言わないけどね」

　蘇芳リコや鉄くろがね桃もも太た郎ろうも、ここぞとヒロトにアピールしてくる。

　そこへ担任教師が出しゆつ席せき簿ぼを片手に現れたが、クラスの暴走は止まらない。

「お前らー席につけー出席とるぞー。出席とったら先生の武勇伝を始めるからな」

「聞きたくないぞ！」

「黙れ浦島。あと、今日は転校生を紹しよう介かいする」

　担任の一言で、ようやくクラスが黙る。

　そうして、廊ろう下かで出番を待っていた転校生が扉とびらを潜くぐった。

「おはようございますっ！　今日は一日よろしくねっ！」

　全身からオーラを発する、アイドル性の塊かたまりのような少女だった。

　姫ひめカットの亜麻色の長ちよう髪はつに、スター性に溢あふれた目力を放つ瞳ひとみ、絶えず笑みを浮うかべる口元、そして男子より女子が惚ほれ込みそうなモデル体型。

　誰もが目を奪うばわれたが、ヒロトだけは違ちがった。

「瀬せ戸と川がわ乙おと姫ひめ！　やっぱりこの街に帰って来ていたのか！」

　転校生を前に、ヒロトが呻うめき声を上げる。

　だが、乙姫と呼ばれた少女を前に騒さわぎ出したのは、彼だけではなかった。

「えっ、本物の瀬戸川乙姫？」

「あの、大人気アイドルグループ『Ｃｈｕチユ‐Ｓｉｎｇシン‐Ｒｕｎラン』の？」

「そういえば、デビュー前の中学時代はこの街にいたって聞いたことがあるぞ！」

　今まで自分にしか興味のなかったクラスメイトたちも慌あわてふためいていた。Ｃｈｕ‐Ｓｉｎｇ‐Ｒｕｎ略してＣ‐Ｓ‐Ｒといえば、有名な武ぶ闘とう派は忠義系アイドルグループだ。

　総勢四十七人の大所帯で、兵ひよう庫ご県の赤穂あこう市にて「歌って踊って討うち入りもできるアイドル」をコンセプトとして結成された。初期は忠臣蔵オタクが主なファン層だったが、起死回生を賭かけた『殿でん中ちゆうとめたかった』でメジャーデビュー、後に『フライング御み首級しるしゲット』で日本レコード大賞を受賞するという偉い業ぎようを達成している。

　彼女らの名を全国区に知らしめた事件がある。

　Ｃ‐Ｓ‐Ｒは、所属事務所の社長に嫌がらせを続けていたライバル事務所の吉き良らプロダクションを恨うらみ、事務所に討ち入りを敢かん行こうした過去があるのだ。

　アイドル史上最大の暴力事件だが、これが美徳と忠節を重んじる日本人の感性にマッチしたらしい。全人類が勇者の記き憶おくを取り戻した今でこそアイドル活動を休止しているが、彼女らの人気は落ちることなく今日に至っている。

　瀬戸川乙姫は、そんなＣ‐Ｓ‐Ｒメンバーの一人である。

「その通り、アタシが瀬戸川乙姫よっ！　突とつ然ぜんだけど今日からこのクラスに転校してきたから、皆みんなも仲良くしてねっ！　どっきりしちゃった？」

　トップアイドルの前では、たとえ異世界を救った勇者といえども、歳とし相応のミーハーな高校生になってしまうのも仕方ない。

「キャー！　Ｃ‐Ｓ‐Ｒの乙姫が喋った！」

「キャー！　Ｃ‐Ｓ‐Ｒの乙姫がまばたきした！」

「キャー！　Ｃ‐Ｓ‐Ｒの乙姫が二の腕うでの糸クズとった！」

「そんなことでまで喜ぶな！　動物園かここは！」

　乙姫に見つからないよう隠かくれていたヒロトだったが、つい突つっ込んでしまっていた。
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　乙姫はヒロトの姿を見つけると、満面の笑みを浮かべる。

「やっほー、ヒロちゃん。お久しぶりね！　お正月にアタシが実家に戻もどって以来だから、実際に会うのは数ヶ月ぶりかしら。もっとも、電話は時々していたわよねっ」

　気さくな乙姫の言葉を聞き、ヒロトの周囲が顔色を変える。

「ウッピー、もしかしてお知り合いなの？」

「まあ、その、あれだ。幼おさな馴な染じみなんだよ」

「他た人にん行ぎよう儀ぎね。アタシたち、将来結けつ婚こんしようって誓ちかい合った仲じゃないっ」

「そんなの幼よう稚ち園えん児じ時代の約束だろっていうか、誰だれでも思いつくような幼馴染のテンプレみたいな話を持ち出しやがって！　やめろ、引っ付くな！」

「わっ！　リッコもびっくりの大だい胆たんさだゾ！」

「ヒロトはモテモテだね。ボクも混ざりたいよ」

「大体、この学校って今は理事長も校長も教頭も不在じゃなかったか！　その有様でどうやって転校手続きしたんだよ！」

「転校したいのっ、って今いる先生たちにお願いしたら、テストも面談もなしでいいよって言ってくれたけどっ？」

　学校だろうがお役所だろうが、職務怠たい慢まんは当たり前のご時世だ。

「それにしてもヒロちゃん。前々から気になっていたんだけど、以前言っていたなんだか凄すごく中二病っぽい前世の記憶ってやつ？　あれってアタシたちが勇者の記憶を取り戻す前から思い出していたんでしょ。どうしてヒロちゃんだけ覚かく醒せいが早かったのかしらっ？」

　乙姫の素そ朴ぼくな疑問に、ヒロトは顔面蒼そう白はくになった。

　これこそが、クラスメイトに自分の武勇伝を語れない、もう一つの理由である。

　浦島ヒロトはかつて眼帯で片目を隠し、前世の記憶があるという作り話を吹ふい聴ちようしていた。没ぼつ個こ性せい的な言い方をすれば、完全に中二病を発はつ症しようしていたのである。

　この病気は、彼が実際に勇者として異世界を救ってからの持病であるが、作り話と実際の勇者の記憶に類るい似じ点はまったくなかった。

　作り話と実際の武勇伝との設定の食い違いに気付かれれば、クラスメイトの失笑は避さけられない。

　だからこそ、大だい魔ま王おうジャーマの件を抜ぬきにしても口をつぐむしかなかったのだ。

「もしかして、ヒロちゃんって実は特別な存在だったりするのかしらっ！」

「だからこの女には帰って来て欲しくなかったんだ……」

　人を疑うことを知らないのか、乙姫は瞳を輝かがやかせてヒロトの返事を待っている。

「どういうことだゾ？」

「ヒロトも大変だなあ」

　リコを始めとしたクラスメイトたちが一いつ斉せいに首を傾かしげる中、唯ゆい一いつ事情を知る桃太郎だけが、普ふ段だん通りのクールな面おも持もちでしみじみと頷うなずいていた。

「じゃあ、転校生らしく自己紹介するからねっ！　アタシは瀬戸川乙姫。確かにＣｈｕ‐Ｓｉｎｇ‐Ｒｕｎのメンバーだけど、実は伝説の勇者なのよっ！」

　チョーク片手に、流れるように黒板を文字で埋うめ尽つくしていく乙姫。無論、その内容はアイドルとは何の関係もない。

　彼女もやはり、目立ちたがり屋の、混こん迷めい極きわまる今の現代世界の勇者の一人なのだ。

「アタシが召しよう喚かんされたのはＳＦチックな異世界だったわ。暗黒時空星団ダークマテリアンに対たい抗こうするため、アタシは固勇能力『戦せん闘とう機装アーマードレッサー』の力で様々な戦闘機をバトルスーツとして着用し、大反はん撃げきに打って出たのよっ！」

　チョークをへし折るほどに力説する乙姫。

　その言葉を聞き、クラスメイトも自分たちがミーハーな高校生ではなく伝説の勇者であることを思い出したのだろう。自己主張の精神を取り戻し、あっという間に教室内は収しゆう拾しゆうが付かない状じよう況きようへと戻った。

「じゃあ次はヒロちゃんの番ねっ。どんな活躍をしたのかアタシにも教えて欲しいのっ」

「いや、俺の固勇能力は地味だからいい」

「でもヒロちゃん、前に会ったときに教えてくれた能力はとっても派手だったじゃない？　常に眼帯で封ふうじていなければならない呪のろわれた右目からビームが出るって……」

「ビームとまでは一言も言ってない！　アメコミかよ！」

　乙姫に振ふり回されたヒロトはすっかり胃が痛くなってしまったので、トイレへと赴おもむくべく席を立ち、そそくさと教室を出た。

　そうして幼馴染が追って来られないよう、女子生徒が入ってくることのない安全地帯という名の男子トイレへ、それも個室トイレへと駆かけ込む。

「……ん？」

　が、紙が切れていた。

　普段は個室内の棚たなに置かれているはずの新品のストックはもちろん、使いかけのトイレットペーパーさえない。ロールの芯しんが残っているだけだった。

　ヒロトは慌てて隣となりの個室に移動したが、同様の有様だ。その隣も、さらにその隣も、全すべての個室で紙が切れていた。

「トイレットペーパーを補ほ充じゆうしようにも先生方が勤務拒きよ否ひしているんだから、考えてみればどこも切れていて当然か」

　そう言ってヒロトはトイレを出て、別のフロアのトイレへと向かう。しかし、そこでも結果は同じで、全ての個室にロールの芯しか残っていなかった。

　そして、そこでようやく気付いてしまった。

　あの、当たり前のように生活に根付いた、便利な柔やわらか巻紙。

　人類が排はい泄せつという習慣のために長い歴史をかけて生み出した、水に流せるマストアイテム。ティッシュとどちらか一方しか選べないとなっても、万ばん人にんが迷わずトイレットペーパーを選ぶだろう。

　浦島家にも買い置きは多少残っているはずだが、それもいつかは消費し終えてしまう。では、その後は一体何でお尻しりを拭ふけというのだろうか。

　トイレの洗せん浄じよう機能が動くうちはまだいい。しかし今の現代世界は、いつ水道が止まってもおかしくない世界なのだ。

「補充どころの話じゃない！　そもそもトイレットペーパーを作っている人間が仕事を放ほうりだしたら、世界中からトイレットペーパーが消えて無くなるんだ。新しく作るにしても原料がいる、そして紙ゴミのリサイクルは不可能だ。何せついこの前、世界中の全てのゴミは勇者たちの力で跡あと形かたもなく消え去ったばかりなんだからな！」

　ヒロトは慌ててトイレを飛び出し、教室へと引き返した。

　クラスメイトたちは今も好き勝手に武勇伝を語っている。誰一人として、今しがたヒロトが気付いた衝しよう撃げきの事実を知る者はいない。

「ウッピーとＳＴＧがそんな昔から仲良しさんだったなんて、リッコもびっくりだゾ」

「えすてぃーじー？　何かしらそれ」

「瀬戸川だから、ＳＴＧ。シューティングガール。今考えたニックネームだゾ」

「ふうん、悪くないわねっ！　気に入ったかもっ」

「ヒロトから話は聞いていたけど、ボクも瀬戸川さんと実際に会うのは初めてだよ」

「モモちゃんだっけ？　でも、アタシたち三人の中じゃアナタが一番美少女だと思うわ。明日からでもプロのアイドルになれるんじゃないかしらっ」

「美少女……？　え、ボク男の子なんだけど……」

　気さくな乙姫を相手にリコや桃太郎もすっかり打ち解けていたが、今のヒロトには友人たちの会話など耳にも入ってこない。

　一つでも多くのトイレットペーパーを確保するため、他ほかの勇者たちを出し抜く必要があった。

　何もヒロトだけの問題ではない。同じ家で暮らす明日美のためでもあるのだ。

　まさか可愛かわいい妹相手に、トイレットペーパー以外のもの、最終的には紙以外のものを使えなどと、そんな鬼き畜ちくじみたことを言えるはずもない。

「世界が滅ほろぶぞ。大魔王ジャーマの脅きよう威いではなく、勇者たちのトイレットペーパーの取り合いで、この世界は滅びる」

　ヒロトは学生鞄かばんを手にし、友人たちにさえ何一つ伝えようとはせずに背を向け、逃にげ出すように早退した。

　後はコンビニや雑貨店に立ち寄り、可能な限り目当ての品を買って帰るだけだ。ゴミ騒そう動どう以降、いくつかの店が再開しているのはすでに把は握あくしている。

「ヒロちゃん、どこ行くつもりなのっ？」

「買い出し……って、お、乙姫！　どうしてここに！」

　しかし校門を潜くぐるころには、ヒロトの背後にはちゃっかり乙姫が忍しのび寄っていた。

「それはね、今のヒロちゃんの様子が、幼よう稚ち園えんを抜け出してお家うちへ帰ろうとしていたヒロちゃんと、何だかダブって見えたからなのっ」

「幼稚園時代の話かよ」

「そうそう。懐なつかしいわねっ、二人でよく勇者様とお姫ひめ様さまごっこなんかしていたっけ」

「あー……。幼稚園の廃はい棄きロッカーの中に隠れたお姫様役を勇者様役が助けるって寸劇な……いつも俺がお姫様役で閉じ込められていたのはなんでだ！」

「だってアタシ薄うす暗ぐらいところ好きじゃないものっ」

「確かその勇者様は、お姫様が入ったままの廃棄ロッカーが粗そ大だいゴミ回収車に連れ去られる中、ごっこ遊びをすっかり忘れて昼ひる寝ねしていたんだったな……」

「やだ、ヒロちゃんたら根に持ってるの？　後でちゃんと助かったじゃないっ」

「先生のおかげでな。あの人が俺にとっての勇者様だ」

　つい昔話を交えつつ、ヒロトと乙姫は帰路につく。

　乙姫がアイドルデビューする前までは、家が隣となり同どう士しという理由もあり、いつも二人並んで下校していた。そのことをヒロトはふと思い出し、どこか遠い目をした。

「何だか懐かしいわねっ」

　それは乙姫も同じだったようだ。

　普段からアイドルスマイルを浮うかべている彼女にしては珍めずらしく、どこか物もの憂うげな面持ちで故郷の街並みに目を向けていた。

「昔は、俺たちの腐くされ縁えんもいつまで続くんだかと思っていたんだけどな」

「ごめんね。アタシがアイドルになっちゃったから……」

　幼おさな馴な染じみのその一言に、ヒロトは押し黙だまってしまった。

「……ヒロちゃん？」

「いや、そんな昔話している場合じゃなかった！　俺、買い出ししないと！」

　そうしてヒロトは急に走り始め、後ろを振り返って乙姫が付いて来ているかを確認することもなく、無情に先を急ごうとする。

「待ちなさいってばーっ！」

　しかしヒロトは、肉体労働のアイドル業で鍛きたえた乙姫の健けん脚きやくを舐なめていた。彼が走り出して間もなく、乙姫もまた猛もうダッシュでこれを追いかけたのだ。

「ちょ、なんで追いかけて来るんだ！」

　乙姫の猛もう追ついに気付いたヒロトは、さらに速度を上げようとする。

　だが、先んじて乙姫がダイビングジャンプで飛び掛かかり、ヒロトの腰こしに抱だきついて無む理り矢や理り止めてしまった。

　走りながら体当たりをしたのだから、二人はそのままつんのめって倒たおれてしまう。

「いてて……」

「痛いのはお互たがい様さまっ！　それより、どうして逃げようとしたのかしらっ！」

「ああいや、置いていったのは悪かった。でも今の俺にはやらなきゃいけないことがあってだな……。いや、その、トイレットペーパーが……」

　ヒロトの言葉に、乙姫は急にその瞳ひとみを潤うるませた。

「ヒロちゃんのバカ！　アタシよりトイレットペーパーが大事なのっ！」

「そ、そうだ！　俺には、そして明日美にはトイレットペーパーが必要なんだ！　いくら日本を代表するトップアイドルでも、トイレットペーパーの代わりは出来ないだろ！」

　語勢を荒あららげてこの場を乗り切ろうとするヒロトだったが、乙姫は彼の腰に抱きついたまま、どこか寂さびしげに俯うつむいてしまった。

　ヒロトの知る限り、Ｃ‐Ｓ‐Ｒのメンバーであるテレビの向こうの瀬戸川乙姫も、デビュー以前の幼馴染である乙姫も、一度としてそんな姿を見せたことがなかった。

「ど、どうしたんだよ、乙姫。らしくないぞ」

「……ヒロちゃん、何だかアタシと距きよ離りを取ろうとしてる？　アタシがアイドルになってから、たまに会える日でも、ヒロちゃんは急によそよそしくなっちゃった……」

　乙姫は顔を上げたが、その表情は暗く、普ふ段だんの明るさはどこかへ失うせていた。

「い、いや、別にそういうつもりは……」

　ヒロトは目を泳がせるだけだった。

　だが、乙姫はその言葉を噓うそだとなじることはしない。ただ、ヒロトが口にしようとした言い訳を最後まで黙って聞くつもりのようだ。

　そんな乙姫の様子に、ヒロトは観念したかのように口を閉じた。そして、乙姫とともに起き上がってその場に座り込み、もう一度口を開く。

「すまん。そういうつもりが、確かにどこかにあった」

　ヒロトにしては珍しい、誠実な一言。

　乙姫は黙ったまま、続きを待っている。

「乙姫とは幼稚園から小学校までずっと一いつ緒しよで、中学も途と中ちゆうまではそうだった。そのころは、高校になっても、もしかしたら大学になっても、ずっと続くんじゃないかと思っていた。でも、それは俺の一方的な思い込みだったわけだ」

　ヒロトは、ほんの少しばかり劣れつ等とう感に苛さいなまれたような、そんな苦く悩のうの表情を見せた。

　思い返せば、隣の家同士だったこともあって、小学生時代まではヒロトと乙姫は異様に仲が良かった。入浴さえ頻ひん繁ぱんに一緒だった。

　同じ風呂ふろに入ることを除けば、大人になっても二人の日常は変わらないと思っていた。少なくともヒロトはそうだった。しかし乙姫は突とつ然ぜんアイドルデビューを決意し、しかも瞬またたく間にオーディションを突とつ破ぱして、本当にアイドルになった。

　それからの乙姫は、Ｃｈｕ‐Ｓｉｎｇ‐Ｒｕｎの売れなかった時代を支えつつ、一気にトップアイドルの座へと駆け上がってしまった。

　いつまでも隣同士の幼馴染と思っていた彼女が、あっという間に自分の手が届かない、特別な存在になってしまったのだ。

「別に乙姫のせいじゃない。お前のことを悪く思ったことは一度もない。ただ単に、俺が勝手に引け目を感じていただけだよ」

　二人が疎そ遠えんになったのは、乙姫のプライベートの時間がごっそりと減ってしまったこともある。だが、どちらかと言えば、劣等感を刺し激げきされたヒロトが自ら距離を取ったことが原因だった。

　自分の隣にいると思っていた幼馴染がスターへの階段を駆け上がっていったことで、段差の開いたヒロトは置き去りにされたと思い込んでしまったのだ。

　今のヒロトが乙姫を苦手としているのは、何も弱みを握にぎられているからだけではないのだろう。コンプレックスを抱かかえていることは、最初から彼も自覚していたようだ。

「俺は、乙姫に負けたくなかったんだ。俺も誰だれかに胸を張れるような、特別な存在になりたかったんだ」

　異世界へ召しよう喚かんされた瞬しゆん間かんのことを、ヒロトは思い出していた。

　そうして大だい魔ま王おうジャーマを倒し、真の勇者になったヒロトだったが、その後は冒ぼう険けんの記き憶おくを封ふうじられ、結局は普ふ通つうの一いつ般ぱん人に戻もどってしまった。

　現代世界に帰ってきた途と端たんに中二病を発はつ症しようしてしまったのは、失ってしまった万ばん能のう感を無意識のうちに取り戻したがっていたからかもしれない。

「そのせいで、他のものを犠ぎ牲せいにしてしまったが……」

　中二病全盛期のかつての言動を思い出し、ヒロトは力なく頰ほおを引きつらせる。

「アタシも、アイドルになりたいって夢を叶かなえるために、色々なものを犠牲にしてきた気がするわ。学校にもろくに顔を出せなくなったし、こうしてヒロちゃんと話せる機会も減っちゃったから。他の中学時代のお友だちが今もヒロちゃんと仲良くしているんじゃないかと思うと、後こう悔かいもしたしねっ」

　告白する乙姫を、ヒロトは驚おどろきの目で見つめていた。そういった普通の悩なやみとは無む縁えんの存在だと、どこかで思い込んでいたのだろう。

「乙姫の口からそんなことを聞く日が来るなんて、思いもしなかったな」

「でも、全人類が勇者になった今なら、疎遠になっちゃったアタシたちの関係を修復するいい機会になるわっ！　アイドルデビューしたときは、まさか世の中がこんなことになるなんて思ってもみなかったけど、休きゆう暇かだと思うことにしよっと」

　正直に自分の気持ちを打ち明けたヒロトに対し、乙姫もわだかまりが解けたのだろう、途端に上じよう機き嫌げんになっていた。

「……トイレットペーパー、ちゃんと買い置きしているか？」

「なになに？　急に藪やぶから棒に」

「……別に。全人類が働かなくなってかなり経たつから、日用品がいつ切れてもおかしくないぞ──って情報を教えておいてやろうって思っただけだ」

　気き恥はずかしいのか僅わずかに顔を背そむけながら、ヒロトは立ち上がってゆっくりと歩き始める。

　それは学校を出たときのような、幼馴染と物理的に距離を取ろうとしていた歩き方とはまるで違ちがっていた。

「そうなんだ。ふふ、ありがとねっ」

　乙おと姫ひめもヒロトの隣となりに並び、歩ほ幅はばを合わせた。
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　ヒロトと乙姫は、二人でトイレットペーパーの買い出しへと向かった。

　コンビニは勇者騒そう動どうが始まって以降どこの店も閉店してしまっていたのだが、今では営業再開している店てん舗ぽが浦島家の近くにあった。

　二人が赴おもむいた店は、店長の勇者が日用品の重要性に早くに気付き、商品を仕入れては大魔王ジャーマの情報との取引に使って商売していたのだ。

「ヒロちゃん見て！　もうお客さんでお店がいっぱいよっ！」

「くそっ、遅おそかったか！」

　店頭に殺さつ到とうする他ほかの勇者たちの姿を見、二人は悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

　だが、よくよく見てみれば勇者たちのお目当ては洗せん剤ざいであるらしい。今朝のジャマ子の一件で勇者たちは掃そう除じに続き洗せん濯たくも使命と捉とらえるようになり、洗剤は朝から大人気商品となっていた。

　ちなみに洗剤を買うために必要な情報のレベルは際限なく跳はね上がっており、大魔王の弱点に関する情報を持ち寄らなければ手に入らないほどにまで値上がりしていた。

「やったぜ、残念だが俺たちの狙ねらいはこっちだ！」

　ヒロトは人ごみをかき分け、あまり人気のないトイレットペーパーコーナーへと駆かけ込んだ。

「ジャーマの情報なら、その特異な能力から最近ハマっているゲームのタイトルまで、何だって答えられる。トイレットペーパーの買かい占しめくらいわけないぞ！」

「……え？　大魔王なのにゲームなんかするの？」

　小首を傾かしげる乙姫を尻しり目めに、意い気き揚よう々ようとコーナーへと突とつ撃げきするヒロト。しかしその期待も空むなしく、トイレットペーパーの棚たなはすっかり空だった。

　途端、失意のあまりヒロトはその場でへたりこんだ。

「くっ、どうなっている！」

「お客さん、そんなところに座り込まれたら困るよ」

「あなたが店長さん？　ちょっと教えて欲しいんだけどっ、トイレットペーパーってもう残ってないのかしらっ？」

「悪いけど売り切れだよ。ちょっと前に金きん髪ぱつのお嬢じようちゃんが一人で全部買って行ったぞ」

「……金髪だって？」

「おうともさ。あのお嬢ちゃんはなかなかの情報通だったよ。大魔王ジャーマの七つの秘密とかいうのを全部教えてくれたんだ。へへへ、勇者の中の勇者は決まったな」

　メモ帳片手に、店長は自信満々の笑えみを浮うかべていた。

「……そりゃ知っているだろうよ。何せ自分のことなんだからな」

「ヒロちゃん、なに一人でブツブツ言っているのかしらっ？」

　乙姫に指し摘てきされ、ヒロトは慌あわてて口を閉じた。

「ともかく、他の店もあたってみるか」

　そうしてヒロトと乙姫は、他のコンビニやスーパーマーケット、雑貨店や一〇〇円ショップも覗のぞいてみたが、営業再開した全すべての店でトイレットペーパーが品切れだった。

　結局、収しゆう穫かくがないままヒロトたちは家へと戻ってくる羽目になった。

「どうしようヒロちゃん、アタシ鍵かぎ持ってない！　パパとママもいないみたいなのっ！」

「うん、うちも両親は家出した。困ったな……」

「そういえば！　子どものころの話だけど、ヒロちゃん家ちに合鍵渡わたしたままじゃない？」

「え、いや、その……確かにまだ預かっていた気はするが、探さないとな……」

　ジャマ子がいる以上、ヒロトとしては乙姫を家に招きたくはない。

「なら一緒に探しましょっ。お邪じや魔ましちゃいまーすっ」

　ところが乙姫はヒロトが言い訳に頭を悩ませている間に、勝手知ったる何とやら、気き兼がねした様子もなく玄げん関かんを潜くぐってしまっていた。

「あ、おい乙姫！」

　慌ててヒロトは乙姫を追うが、すでに靴くつを脱ぬいでいる乙姫を止める間もない。

　さらに運の悪いことに、ちょうど玄関近くにいたジャマ子が、乙姫との鉢はち合あわせを避さけられないタイミングで二人を出で迎むかえた。

「おかえりなさい勇者ヒロト。おや、友人を連れて来るとは珍めずらしいですね」

「……あらら？　明日美ちゃんたら、いつの間に金髪になったのかしら。びっくり」

　その姿を目もく撃げきした乙姫は、浦島家に本来いるはずのない金髪の美少女を前に、完全に硬こう直ちよくしてしまっていた。

「アイドル活動している間に幼おさな馴な染じみが金髪の外国人さんにＮＴＲとか、あれれー、おかしいわねー。こんなはずじゃなかった夢追い人って気分よねっ……」

　ヒロトは固まったまま呆ぼう然ぜんとしている乙姫を押し退のけ、ジャマ子と口裏を合わせるべく彼女のもとへと近付く。

「……勇者ヒロト。もしかしてその娘むすめは、今朝、余を吹ふき飛ばした女勇者ではありませんか？」

　しかしジャマ子は目をつり上あげ、久しく見せていなかった憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬに満ちた魔王らしい眼まな差ざしで乙姫を睨にらみつけていた。

　これにはヒロトも、怒いかりのオーラを発し始めていたジャマ子のフォローに慌てて入る。何せ、乙姫の目の前で小魔王モードに変身されては言い逃のがれできない。

「ぶ、無事だったんだな。ヴォルガルムは役に立ったのか？」

「あーまーよくありません！　瓦が礫れきに埋うもれて身動きが取れなくなるなど、余としても一生の不覚です！　瓦礫の下した敷じきから助け出してくれた忠臣ヴォルガルムには褒ほう美びとして、余自ら手もみ洗いし昼間に干して先ほどアイロンを当ててあげるという最大級の至福を与えてやりました」

「パンツを一枚洗濯しただけに過ぎない……」

　憤ふん慨がいするジャマ子の声のボリュームに、ヒロトはさらに焦あせる。だが、乙姫は未いまだ茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態で、今の叫さけびも耳に届いていなかった様子だ。

　そんな中、玄関の騒さわぎ声を聞きつけたのか、明日美が顔を出した。

「わ。乙姫さん、こんばんはー。お久しぶりー」

　明日美は、ヒロトが連れて来てしまった乙姫を見、とりあえず愛あい想そよく笑顔を見せた。そして直後、すぐさま兄を物もの陰かげへと引っ張り込んだ。

「ねえ、私のおバカなお兄ちゃん。ジャマ子さんのことがバレたらどうするの？　というかバラしたいの？　ねえ、なんで乙姫さんを連れて来たの？」

「明日美。兄に向けるとは到とう底てい思えない顔でこっちを見るのは止やめてくれないか」

　妹の冷れい淡たんな目に晒さらされ、ヒロトは笑って誤ご魔ま化かすことも出来ずに後ずさる。

　と、急にヒロトは腕うでを引っ張られ、怪け訝げんな表情を浮かべる。

「乙姫？」

　見れば、正気に戻った乙姫が大きく頰を膨ふくらませ、ジャマ子を睨みつけながらヒロトの腕を引っ張っていた。

「ヒロちゃんとどういう関係か白状するまで、ヒロちゃんは解放しないわよっ！」
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「おいおい、何の話だよ……」

「いきなり現れてどういうつもりです！　勇者ヒロトは余のライバルです、横から我が物顔で乱入してくるのは止めて欲しいですね！」

　その光景に何な故ぜかジャマ子は対たい抗こう意識を燃やしたようで、残っていたもう一方のヒロトの腕を逆側に引っ張った。

「い、痛い痛い！　お前ら大おお岡おか裁さばきを知らんのか！」

「一応、私のお兄ちゃんは私のなんですけど？」

　火花を散らすジャマ子と乙姫の間に挟はさまれ、ヒロトは涙なみだ目めになって痛がる。そんな兄の姿を、明日美は呆あきれ半分で眺ながめていた。

「そ、それよりジャ──マ子、聞きたいことがある！　トイレットペーパー！」

「……はい？　何かの呪じゆ文もんですか？」

「違う、トイレットペーパーだよ！　お前が買い占めたのか？」

　唐とう突とつなヒロトの質問に、ジャマ子は手を離はなして首を傾げる。

「ええ。明日美に頼たのまれまして、街中根こそぎ買い占めましたが、それが何か？」

　片方の力が急になくなった反動で、ヒロトの体は猛もう烈れつな勢いで乙姫へと引っ張られてしまった。

「私のお兄ちゃんに任せておくのは私も不安だもん。第一、頼んでおいた洗剤だってどうせ買ってくるの忘れてたでしょ……ん？」

　得意げに小さな胸を張る明日美だったが、倒たおれ込んだヒロトたちの惨さん状じようを見て、開いた口が塞ふさがらなくなったようだ。

　見れば、その隣ではジャマ子も再び怒りの表情を浮かべている。

　何故ならヒロトは勢い余って乙姫を押し倒してしまっていたのだ。

「きゃっ、ヒロちゃんたらプロレスごっこなんて小学生以来じゃないっ」

　どこか少し嬉うれしげに声を上ずらせる乙姫。

　だが、次の瞬しゆん間かんにはジャマ子がヒロトの足を引っ張って乙姫の上からどかせた挙句、そのまま壁かべに叩たたきつけていた。

「いいですか女勇者よ！　勇者ヒロトとマウントポジションの取り合いをしていいのは、好敵手である余だけなのです！　勇者同士で真しん剣けん勝負をする必要はないでしょう！」

「それを言うならこっちだって！　どうしてヒロちゃんとマウントポジションの取り合いなんて話になるのか、聞かせてもらいたいわねっ！」

　いがみ合うジャマ子と乙姫を尻目に、明日美は壁に叩きつけられた兄を見て、大きくため息をこぼしていた。

「もう一度言うけど、一応、私のお兄ちゃんは私のなんですけど？」

　そうして、冷ややかに告げられた言葉の奥に潜ひそむ怒ど気きに、ジャマ子も乙姫も一いつ瞬しゆん言い争いの口を閉とざす。

「お前ら、うちの妹を怒おこらせるんじゃない……。ともかくトイレットペーパーの件が解決した以上、もう揉もめ事ごとは御ご免めんだ」

　ヒロトはふらふらと立ち上がり、ジャマ子と乙姫を交こう互ごに見比べる。

「とりあえず二人とも頭を冷やせ。そして乙姫には悪いが、今日のところは一いつ旦たんお開きにして、また明日色々と話の続きをしようじゃないか」

　明日美がすかさず持ってきたトイレットペーパーで鼻血を拭ふきながら、ヒロトはこれ幸いと厄やつ介かい事を先送りにする。

　ヒロトが玄関の引き出しを漁あさったところ、すぐに瀬戸川家の合あい鍵かぎは出てきた。

「……それもそうね。何だか事情があるみたいだけどっ、ちゃんと詳くわしく教えてもらうんだからねっ！　いーっだっ！」

　乙姫はヒロトの提案にしぶしぶ頷うなずくも、立ち去り際ぎわにジャマ子に対してまるで子どものように歯を見せて威い嚇かくしたのだった。

「な、何とか切り抜ぬけられたか……。よし、解散ー」

　ヒロトは扉とびらを閉めると同時に安あん堵どの声を漏もらした。

「勇者ヒロト！　余もあなたとあの女勇者の関係について尋たずねたいのですが！」

「一体どうしたんだよ、お前まで。まったく、乙姫はただの幼馴染だ」

「……え？　互たがいの命を奪うばい合う宿敵同士とか、そういうわけではないのですか？」

　ジャマ子はあまりにも拍ひよう子し抜ぬけした顔つきで、軽く肩かたをすくめる。

「これはとんだ見込み違ちがいでした。余ったら、てっきり勇者ヒロトに余以外の宿命のライバルがいたのかと勘かん違ちがいしていました」

「お前は一体何の心配をしていたんだ……？」

　見れば、すでに明日美は自室に戻もどっていた。騒ぎが一段落して興味を失ったのだろう。そしてジャマ子もまた、足早に居間へと戻る。

「とんだ時間の浪ろう費ひでした。余の大事な『キャッスルプリンセス』を中断してまで続けるような話ではなかったじゃありませんか」

　ジャマ子が口にしたタイトルは、パソコンでプレイできるブラウザゲームのものだ。

『城しろプリ』という略りやく称しようで知られているゲームで、ガチャを回し戦せん闘とう用のカードを手に入れ、他ユーザーのカードとバトルさせる。基本無料だが、課金すれば稀まれに超ちよう強力なレアカードが手に入る仕組みだ。

　このゲームは、もともとヒロトがパソコンでプレイしていたものである。

「城プリのことか。お前、最近ずっとあのゲームにハマっているな。何しろ始めた日は、新しい城主が着任しました！　とかなんとか一日中口走っていたくらいだからな」

「それはもちろん、城ですからね！　やはり一流の魔ま王おうは一流のラストダンジョンを居城としなければいけないものなのです。勇者ヒロトとの決戦の地であった余の居城も、専属デザイナーに受注したくらいですから！」

「城と言い張るようだが、城を擬ぎ人じん化しただけの美少女ばかりじゃないか」

　キャッスルプリンセスに出てくるゲームキャラクターは、世界各国の名城を美少女デザインに擬人化したものばかりだ。

「……毎日毎日遊び呆ほうけているようだが、お前本気でこの世界を征せい服ふくする気があるのか？　言い方を変えるとだな、本気でこの世界の勇者全員を倒す気があるのか？」

「何を言っているのです勇者ヒロト、そんなことは当たり前ではありませんか。今は真新しい遊ゆう戯ぎに夢中ではありますが、明日か明後日あさつてくらいからは本気を出しますとも」

　無論、パソコン画面にのめり込みながらの台詞せりふには説得力の欠片かけらもない。

「今朝失態を見せた以上、あの女勇者とも再戦しなければなりません。戦闘で生じたダメージを回復させる時間も必要ですし、対策の考案も忘れてはなりません。観みたいアニメもありますから、明後日からのノルマは一日一勇者です」

「しかしな、ジャーマ。この世界には七十二億人もの勇者がいるんだぞ。つまり、一日一人倒すペースだと七十二億日かかるってことだ」

「……？　途と方ほうもなさ過ぎて実感がわきません」

「年換かん算さんだと約二千万年な」

「そんなに」

　ジャマ子は眩暈めまいでも起こしたのか、軽くふらついた。

「それ以前に二千万年もかかるとなると、勇者どころか人類そのものが絶ぜつ滅めつするぞ」

「知りませんでした……そんなの……」

　ジャマ子はショックを受けた様子だったが、しばらくするとまたマウスを動かし始めた。

「あーまーいいでしょう。ならば違う方法を考えるとしますか。ええ、明後日か明々しあ後日さつてくらいからちゃんと考えます」

　結局、ジャマ子は真剣に勇者たちと戦うことを棚たな上あげし、再びゲームに没ぼつ頭とうした。

　その反応に、ヒロトは訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「妙みように腑ふに落ちないんだよな……」

　ヒロトの知る大魔王ジャーマは、自分の目的をないがしろにして遊び呆けるような、享きよう楽らく的な魔王ではなかったはずだ。

　何よりも誇ほこりと強さを重んじる高潔にして厳格な武人であり、血ち沸わき肉にく躍おどる戦いを誰だれよりも望んだ魔王であった。

　そんな彼女が、七十二億もの勇者を前にして、暇ひま潰つぶしのように毎日毎日アニメやゲームにうつつを抜かすはずがない。姿が変われば性格も変わるのかもしれないが、ヒロトにしてみれば、今のジャマ子は大魔王ジャーマらしくない振ふる舞まいばかりだ。

　本当に変わってしまったのか、あるいは、何か別の目的があるのか。

「大魔王ジャーマ。だったら明日だの明後日だの言わず、今ここで俺と戦うか？」

　突とつ然ぜんのヒロトの申し出に、ジャマ子の手がぴたりと止まる。

　瞬間、彼女の全身から、まるで歓かん喜きに打ち震ふるえているかの如ごとき魔力の高まりが迸ほとばしった。

「──しかし、勇者ヒロト。武器となる剣けんを持たない有様で、さて、どうやって余と戦うのです？」

　だが、ジャマ子はすぐさま態度を軟なん化かさせ、ヒロトへと誤魔化し笑いを浮うかべる。浦島家に居い候そうろうが決まったときと変わらない反応だ。

「それにですね、余もこのような姿のままでは、勇者ヒロトと本気で戦うことなど出来るわけもありません。勇者ヒロトと決着をつけるべきは、ジャマ子さんでもなければ小魔王でもない。大魔王ジャーマでなければならないのです」

　ヒロト相手ではなく、むしろ自分に言い聞かせるようにジャマ子はそう口にした。

「なんだかなあ。ま、確かに素す手での俺じゃ、お前の相手にはならないだろうが」

　一瞬だけ居間を包んだ一いつ触しよく即そく発はつの空気もどこへやら。再びパソコンへと向き直るジャマ子。ヒロトは毒気を抜かれた様子でぽりぽりと頭をかき、つい何気なく、ディスプレイに表示されたデータカードを盗ぬすみ見た。

「ん？　この『姫ひめ路じ嬢じよう』って、課金限定カードじゃないか？」

「余の姫路嬢はただの姫路嬢ではありません。同カードを複数枚使用しての強化合成でパワーアップした、最強のスーパーシークレットレア、その名も『白しら鷺さぎ嬢じよう』です！」

「……それってつまり、無料ガチャから出ないカードってことだよな？」

「そうなりますね。そもそも姫路嬢の時点で、特に排はい出しゆつ率が超ちよう低てい確率のスーパーレアと言われているそうです。課金ガチャを引きまくりました。苦労しましたね」

「ああああああ金をドブに捨てやがったーっ！　このアマ、我が家の金を一銭の得にもならないゲームのデータごときに使い込──ゲホッ、オエッ、ウ、ウウウウッ、この鬼おに！　悪魔！　大魔王！」

「鬼でも悪魔でもありませんが大魔王なのは間ま違ちがいありません」

「何回だ！　何回ガチャを回したんだ！」

　ヒロトは顔面蒼そう白はくになりながら、胸からこみあげてくる強きよう烈れつな吐はき気けと戦っていた。

　一方のジャマ子は気楽な様子でゲーム画面を指差す。

「二〇〇回ほどですかね」

「た、助かった。課金ガチャは一回三〇〇円だから、六万円程度なら──」

「勇者ヒロト。余が回したガチャはその単発ガチャではありません。単発ガチャ十回分の値段で一枚多い十一枚のカードが手に入る、隣となりのお得なガチャのほうです」

　ジャマ子が指差したのは、一回三〇〇〇円の課金ガチャだった。

　三〇〇〇×二〇〇で、六〇万円。決済ではここに消費税も加わる計算になる。すでに税率は八％だ。ヒロトは冷や汗あせを浮かべたまま動かなくなってしまった。

　六〇万円という生々しい課金額を前に返済プランを立てるのは、彼が経験した異世界の存亡をかけた戦いより遥はるかに過か酷こくで、絶望的だった。

「六〇万も使っただと……この廃はい課金大魔王！　支し払はらいはお前がしろよ！」

「はした金でしょう！　勇者ヒロトが余の配下から強ごう奪だつしたアイテムや所持金の総額に比べれば、取るに足らない額ではありませんか！」

　指し摘てきされ、ヒロトは言葉に詰つまる。確かに異世界では、モンスターを倒たおしてそのアイテムや所持金を手に入れてきたのだ。

「例えば、初代四天王ヴォルガルムの魔ま剣けんアークブリンガーをお忘れですか？」

「ううっ……」

「勇者ヒロトは冒ぼう険けんの旅を続けるための軍資金を、古い装備を売って工面していたそうですね。しかし、もとを正せばそれらの大半は余の財さい布ふから出ていたのです！」

　今までヒロトも深く考えていなかったが、ジャマ子の主張には否定出来る箇か所しよが一いつ切さいなかった。

「それに比べれば、六〇万の使い込みなど些さ細さいなことでしょう。可愛かわいい女の子に貢みついだものと思ってすっぱり諦あきらめることです。勇者ヒロトに支払うつもりがないのなら、余としても異世界での金銭的賠ばい償しようを求めざるを得ません！」

「駄だ目めだ……反論できない……」

　がっくりとうなだれるヒロトの姿に、ジャマ子は満足げに頷く。

「よろしい、ではこれから毎月六〇万、お小こ遣づかいとして頂きますのでそのつもりで。大魔王たる者、遊戯といえども全力で挑いどまなければなりません。そのためには城プリの嬢じようたちに貢ぎ続けないと！　余は廃課金とやらの姿勢を崩くずすわけにはいかないのです！」

「ちょっと待ちなさいっ！　話は聞かせてもらったわっ！」

　ヒロトを論破したジャマ子がトドメを刺さそうとした、その瞬しゆん間かん。

　突然居間の窓が外側から開かれ、あろうことか乙姫が顔を出した。

「まさかヒロちゃん家ちに大魔王ジャーマが住み着いていただなんてねっ！」

「お、乙姫、何でここに！」

「ヒロちゃんの悲痛な叫さけびが聞こえたから飛んできたの！　だってお隣だしっ！」

　課金が発覚した際のヒロトの声が、隣の瀬戸川家にも届いていたのだろう。

　さらに乙姫は、鬼の首を取ったかのような勢いで、手にしていた横よこ縞じま柄がらのパンツを掲かかげてみせる。

「それにこれは何なのかしらっ！」

『ぱんつー』

「ああっ、手もみ洗いしたばかりのヴォルガルムが捕つかまっているではありませんか！」

「アタシの家は隣だから、この子がベランダに干されて気持ち良さそうにパンツパンツ言っているのが聞こえたのよっ！」

　窓越ごしに睨にらみ合うジャマ子と乙姫の姿に、ヒロトはがっくりと膝ひざをついていた。

「終わった……魔王との同どう棲せいがバレたからには、俺の勇者人生は終わった……はは……」

「私のお兄ちゃん、現実逃とう避ひしている場合じゃないんですけど！」

　騒さわぎを聞きつけて居間に姿を見せた明日美が、兄に発破をかける。

　だが、どうにか乙姫を騙だませそうな言い訳を兄きよう妹だいが考え付くより先に、ジャマ子は乙姫相手にふてぶてしい笑えみを浮かべ、口を開く。

「暴あばかれずとも誰はばからず名乗ってこその魔王！　いかにも余が大魔王ジャーマです！　よくぞ見破りましたね、女勇者よ！」

　そして彼女は、そのまま小魔王形態の小ジャーマへと変へん貌ぼうする。

　小さいながらも現れた異形の角や翼つばさや尻しつ尾ぽ、瞳ひとみは青から禍まが々まがしい赤へと変じ、最も早はや誰の目にも彼女が魔王であることは疑いの余地がなかった。

「しかし、今度は今朝のような優勢な戦いが出来ると思わないことです！　余が今日一日ゲームをし続けていたのは、実はあなたを倒すための策だったのですから！」

　小ジャーマはどこか得意げに、陽ひの落ち始めた窓の外の空を指差す。

「この街の勇者たちに告げる！　これよりあなたたちは、この世界で余が見み初そめた新四天王の、残る三将の姿を目にするのです！」

　瞬間、夕暮れの空に、巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。

　その魔法陣は、どうやら移送ゲートであるらしかった。

　というのも、天空に浮かび上がった三つの魔法陣の奥より、とてつもない巨きよ体たいが今まさに姿を現そうとしていたのだ。地上からでは、大きさを把は握あくすることも、その姿を想像することもできない。

「あ、あれは、もしかしてっ」

　だが、兵庫県でアイドル活動をしていた乙姫は、その全ぜん貌ぼうを現した三つの影かげのうちの一つが何であるのか、類たぐいまれな直感と想像力でもって気付くことが出来た。

「姫路城じゃないっ！　びっくりにも限度があるわよっ！」

　小ジャーマによって街の上空に召しよう喚かんされたのは、三つの巨大建造物だ。

　それは、あろうことか『城』であった。

　本来ならば世界各所のあるべき場所に重々しく鎮ちん座ざし、観光の名所ともなる、世界に誇れる名城であった。

　まず一番手。日本人なら誰でも知っているであろう、兵庫の名城、姫路城。

　次に現れたのは、世界で最も美しいと謳うたわれるドイツのノイシュヴァンシュタイン城だ。かつてルートヴィヒ二世が王室や国庫の資金に大打だ撃げきを与あたえて造り上げた名城だが、その百二日後には浪ろう費ひを非難された城主が謎なぞの死を遂とげた悲劇の城でもある。

　最後に姿を見せたのは、他ほかの二つの城を軽々と超こえる規模の城じよう壁へきを持つ、中国の万里の長城であった。その大きさは世界最大の建造物と言っても過言ではないだろう。

「目覚めるがいい、余の新たなる四天王たちよ！」

　小ジャーマの命令とともに姫路城が幾何きか学がく的な変形を遂げ、一体の巨大な美少女へと姿を変える。白漆しつ喰くいの武者鎧よろいをその身に纏まとった、見み目め麗うるわしい黒くろ髪かみの姫ひめ武将だ。

　同様に、ノイシュヴァンシュタイン城はその美しさを損そこなうことなく薄はつ幸こうの美少女じみたドイツの姫ひめ君ぎみへと姿を変えていた。

　そして万里の長城は細長い城壁を体に巻きつけたキョンシー娘むすめへと変形を遂げる。ただし、サイズだけは三者ともそのままだ。

　街中の勇者たちは、突とつ如じよとして現れた三体の巨きよ大だい擬ぎ人じん化美少女名城の威い容ようを見上げ、理解が及およばずに呆ぼう然ぜんとしていた。

「これぞ名付けて、リアル・キャッスルプリンセス大作戦！」

　小ジャーマの言葉通り、確かに今の姫路城は、彼女が目下ドハマリ中のゲームに登場する『白鷺嬢』と同様の姿を取っていた。

「リーダーであるヴォルガルムを筆頭に、クールな白鷺嬢、キュートなノイシュヴァンシュタイン嬢、そしてタフだぜ万里の長嬢！　以上をもって余の新四天王の完成です！」

「いくらなんでも無む茶ちや苦く茶ちやだわっ！」

「おいジャーマ、こんなことしてどうなるんだ！　っていうかどうなんだこれ！　どうしようもないだろ！　もうどうにでもなーれ！」

　乙姫やヒロトのやけっぱちな叫びを皮切りに、白鷺嬢を始めとした三体のジャーマ四天王たちは、怪かい獣じゆう映画さながらの迫はく力りよくで街に着地する。

『天下御ご免めん！』

『誰だれか私の城主様になって！』

『長いものには巻かれろ！』

　彼女らはすぐさま攻こう撃げき態勢に移り、街中の勇者たちを強く睨みつける。

「そしてこれが最後の仕上げです！」

　小ジャーマは翼を広げて窓の外に飛び出し、そのまま空に浮うかび上がって、お気に入りである白鷺嬢のもとへと飛んで行く。

　だが、そんな彼女の背後に付き従う、無数の影があった。

「あー！　せっかく買かい占しめたトイレットペーパーが、全部持って行かれちゃうんですけど！」

　それは明日美がジャマ子に買い占めさせた、大量のトイレットペーパーであった。

　さらには浦島家だけでなく、街中の他の民家からも残っていた数少ないトイレットペーパーが、全すべて小ジャーマとともに四天王たちのもとへと吸い寄せられていく。

「朝の作戦は、洗せん濯たく物ものなら洗えばいいという発想に余は敗北を喫きつしました。ですが、今回はゴミや洗濯物のときのように片付ければ何とかなるものではありませんよ。四天王を倒すことはすなわち、トイレットペーパーを失うことと同義です！」

　小ジャーマの勝利を確信した高笑いとともに、吸い上げられたトイレットペーパーは、全て四天王の城内に格納されてしまった。

　戦いに勝利しても今夜から一切トイレットペーパーが使えないという事実に勇者たちの顔が絶望に歪ゆがむ中、大だい魔ま王おうジャーマ新四天王は、勇者たちを蹂じゆう躙りんすべく街を闊かつ歩ぽし始めたのだった。
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「ウッピー！　トイレットペーパーがなくなったらリッコ泣いちゃうゾ！」

「ぱおー！」

　ヒロトと明日美が屋外へ出て四天王の巨体を見上げる中、ピンク色の丸々としたゾウに跨またがった蘇芳リコが、真っ先に駆かけつけてきた。

「これは大問題だよヒロト……ヒロト？　どうしたんだい、そんな顔をして」

　ほぼ同時に、反対側の道路から鉄桃太郎がやって来た。

　二人とも、浦島家から特に大量のトイレットペーパーが現れたのを見て、この場に集まったようだ。

「どうもこうもないわよっ！　ヒロちゃんの家に実は大魔王ジャーマがいて、それでトイレットペーパーを買い占めていたの！　きっとヒロちゃんは騙されていたのよっ！」

「ウッピーったら、魔王に籠ろう絡らくされるなんてリッコもショックだゾ！」

「ヒロトは人がいいから、しょうがないね。ボクはそういうところが好きだよ」

「ううっ、最初は出来心だったんだ……」

　友人たちの視線に晒さらされ、ヒロトはさらに居い心ごこ地ち悪そうに縮こまっていた。

「今は私のお兄ちゃんを責めている場合じゃないんですけど！」

　明日美の叫びに、若じやつ干かん現実逃避していた一同は正気を取り戻もどす。

　四天王は今も街を闊歩しており、先ほどから地じ響ひびきが続いているのだ。

「ともかく、こうしちゃいられないわっ！　世界の平和もそうだけど、大魔王ジャーマにはアタシの幼おさな馴な染じみを誑たぶらかしていた報むくいを受けさせなくちゃいけないものねっ！」

　言うなり、乙姫は懐ふところからスマホを取り出し、通話機能をオンにして呼びかける。

「龍りゆう宮ぐう丸まるーっ！」

　瞬間、大空に時空の歪みが生じ、ブルーの小型戦せん闘とう機きが高速で現れる。亜あ空くう間かんゲートを通ってきたのだ。

　同時に、乙姫の体をレオタード状の近未来的なプロテクタースーツが覆おおっていく。

　そんな中、龍宮丸と呼ばれた戦闘機は彼女のもとに飛来し、そのボディをいくつかのパーツに分ぶん離り、展開、変形させ、乙姫のスーツの各部と接続を開始する。

　そうして乙姫は、メカ少女じみた勇者としての姿への変身を完かん了りようした。最後に、亜あ麻ま色いろの長い髪かみに一ひと房ふさ、青いメッシュが入る。

「アーマードレス・龍りゆう宮ぐう乙おと姫ひめ！　さあ、アタシと龍りゆうちゃんの力を見せてあげるわっ！」

　龍宮乙姫は背中のスラスターを噴ふん射しやさせると、小ジャーマを追いかけるため、飛び去っていった。

「ばっびゅーんっ！」

　そのスピードは実際の戦闘機と何ら遜そん色しよくなく、小さな翼を懸けん命めいに動かして空を飛んでいた小ジャーマなど、ものの数秒で追い越こせるほどであった。

「フフフ、余を攻撃して本当にいいのですか？」

　だが、小ジャーマは不敵に微笑ほほえんだ。

　あろうことか引き連れていた大量のトイレットペーパーを魔法で操あやつり、ロールを積み上げて巨大な防ぼう御ぎよ壁へきを築き上げたのだ。

「こ、これじゃ攻撃できないわっ！」

　うかつにトイレットペーパーを攻撃できないのは、龍宮乙姫だけではない。

　四天王を止めるべく街の勇者たちも戦闘に加わっていたが、その城内にトイレットペーパーが格納されているため、彼らも攻撃を躊ちゆう躇ちよしている様子だ。

　さらに厄やつ介かいなことに、主あるじの危機を察知した四天王たちは、すぐさま龍宮乙姫を標的と定めた。白しら鷺さぎ嬢じようを始めとした三体は全砲ほう門もんを開き、迎げい撃げきに移る。

　超ちよう特大サイズの巨体から放たれる無数の砲撃は、まさにシューティングゲームの弾だん幕まくであった。龍宮乙姫は弾たまの届かない安全空域を求め、街の上空を逃にげ回る。

「確かにあなたは火力スピードともに他の勇者たちとは桁けた違ちがいです。しかし、余がシューティングゲームにもハマっていたのは想定外でしょう。圧あつ倒とう的スケールのボス格を同時に三体揃そろえ、縦、横、３Ｄと、三方全てを埋うめ尽つくす弾幕の嵐あらし！　これが必勝法です！」

「とても魔王のたとえ話とは思えないんだけどっ！」

　四天王一体だけなら、龍宮乙姫一機でも弾幕を搔かい潜くぐりながら撃げき退たいできるかもしれない。

　しかし、ただでさえ厄介な弾幕を三体分も重ねられては、最も早はや安全地帯と呼べる場所はどこにもなかった。

「まずいゾ！　ＳＴＧがピンチだゾ！」

　地上では、オレンジの空の色をかき消すほどの弾幕に晒された龍宮乙姫の姿を見上げ、リコを始めとした勇者たちが慌あわてふためいていた。

　だが、このピンチにあってクールな表情を崩くずさない勇者が一人。鉄桃太郎だ。

「どうやら、ここはボクの出番のようだね」

　桃太郎はブレイブレスレットを構え、ユウジャピンクへと変身した。

　カラーリングやスカートは相変わらずだが、とりあえずお約束なので決めポーズと名乗りを上げる。

「猛もう烈れつに燃え上がる桃もも色いろの勇姿！　ユウジャピンク！」

「ももくろったら、悠ゆう長ちように名乗ってる場合なんかじゃないゾ！」

「おい桃！　トイレットペーパーを取り戻さないといけない以上、あの馬ば鹿かでかい敵を何とか倒たおさずに無力化しないといけないんだぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶさ、任しておいてよ。四天王の一体はボク一人で何とかしてみせる」

　ピンク色の爆ばく発はつを背景に、桃太郎は再びブレイブレスレットを操作し始めた。

「ぱおー？」

　最中、インドぞうが鼻の先でスーツのスカートの端はしを執しつ拗ように引っ張っていたが、桃太郎はその鼻を払はらい除のけつつ、操作を終えたブレスレットを天にかざす。

「さあ、見せてあげるよ！　五つの魂たましいを一つに重ねた勇気ある鋼はがねの戦士の誕生を！」

　ブレイブレスレットの輝かがやきに導かれ、どこからともなく五つの巨大マシンが姿を現した。

　青い蒸気機関車、赤いリニアモーターカー、黄色の旅りよ客かつ機き、緑色のフェリー、そして桃色のヘリコプターが、街の上空に集結する。

　次いで、それらのマシンが割と単純なメカニズムでお手軽に合体を始めた。ＳＬとリニアは先頭車両を肩かたパーツに変え、残る後続車両を腕うでパーツへと変形させる。

　旅客機は胴どう体たいの上半身と翼つばさを担当し、フェリーは舳へ先さきを真っ二つに割って下半身と脚あしパーツを担当する。

　そして最後に、四つのマシンが合体して人型へと姿を変える中、ピンクのヘリコプターは桃太郎を乗せてぶっ飛び、ロボットの顔に変形しつつ頭部の位置に収まった。

「五大合体！　ゴユウジャーロボ！」

　ヘリコプターのプロペラが額のアンテナに変形し、ここに勇者戦隊ゴユウジャーの専用ロボット、ゴユウジャーロボが完成した。

　急に流れ始めた壮そう大だいな挿そう入にゆう歌かをバックに、ジャーマ四天王にひけをとらないサイズの巨きよ体たいを夕ゆう陽ひに晒す。

[image: ]

「そう、ボクの固勇能力は変身だけじゃない。こういう能力も付ふ随ずいしているのさ」

　五人座席のコクピットに一人腰こしを落ち着けながら、桃太郎は得意げに操そう縦じゆう桿かんを握にぎり締しめた。そしてまずは、ロボをノイシュヴァンシュタイン嬢じようへと向き直らせる。

　圧倒的貫かん禄ろくを誇こ示じするかのように地響き上げてのっしのっしと歩みを進めるゴユウジャーロボの勇姿に、ノイシュヴァンシュタイン嬢は急にその頰ほおを赤らめていた。

『まあ。なんて素す敵てきな殿との方がたかしら……』

　その言葉を聞き、操縦席の桃太郎が恥はずかしげに肩を縮こまらせる。

「え？　素敵な殿方？　あはは、参っちゃうなあ。でもこれで、ボクもようやく真っ当に男の子扱あつかいして貰もらえたってことだよね」

『てめえのことじゃねえよピンクの小こ娘むすめ！　ゴユウジャーロボ様のことに決まっているだろうがボケ！』

　途と端たん、ノイシュヴァンシュタイン嬢は恋こいする乙女おとめの表情を一変させ、鬼き気き迫せまる顔でゴユウジャーロボへと挑いどみかかる。

『高まれ女子力！　目指すは国際結けつ婚こん、私幸せになります！』

　両者、腕をがっちりと組みあって、力比べの体勢へと移った。ノイシュヴァンシュタイン嬢は完全にゴユウジャーロボを押し倒して組み敷しこうとしており、ロボはそうはさせじと全力で抵てい抗こうする。

『私も長いものに巻かれたい！』

　しかも、それを見た万里の長嬢が、何な故ぜか顔を赤らめて参戦する。

「いや、やっぱり恋れん愛あいは一対一がいいんじゃないかなってボクは思うんだけど……」

　双そう方ほうからの猛もうアタックにはゴユウジャーロボもたじたじで、操縦席では桃太郎が目を回していた。

　しかしゴユウジャーロボが一対二の戦いを買って出たおかげで、龍宮乙姫を苦しめていた四天王の戦力分散に成功した。すでに彼女の敵は白鷺嬢だけとなっていた。

　余よ裕ゆうを取り戻した龍宮乙姫は、残る弾幕を搔い潜りながら、小ジャーマとそれを庇かばおうとする白鷺嬢に砲撃を加えていく。

「どうやら、自じ慢まんの戦法もここまでのようねっ！」

「いい気になるのも今のうちです！　白鷺、あの女勇者を何としても倒すのです！」

『委細承知！』

　白鷺嬢は弾幕を発しながら、腰に吊つるした巨大な日本刀へと手を伸のばす。刃は渡わたりで言えば、ゴユウジャーロボさえ軽々と一刀両断にしてしまえるほどだ。

　繰くり出された斬ざん撃げきは、失った弾幕の分を補って余りある攻こう撃げき範はん囲いだった。

　龍宮乙姫は襲おそい掛かかる刃やいばこそ回かい避ひしたものの、あらかじめバラ蒔まかれていた弾幕に被ひ弾だんしてしまう。

「どうです！　スーパーシークレットレアは伊だ達てではありません！」

「やってくれるわねっ！　でも、弾を撃うつだけが能じゃないのはアタシも同じよっ！」

　スラスターを吹ふかして上空を旋せん回かいしつつ、龍宮乙姫は再度スマホを取り出した。

「もしもし鶏けいちゃん？　悪いけど今すぐ来てくれるかしらっ？　えっ、ちょっと風邪かぜ気ぎ味みだからお休みしたい？」

　スマホ越ごしの言い訳に、龍宮乙姫は怒ど鳴なり声を上げる。

「メカが風邪なんか引くわけないでしょっ、さっさとする！」

　すると、再び虚こ空くうに亜あ空くう間かんゲートが開き、新たな機き影えいが飛来した。

　砲撃主体の龍宮丸とは一線を画すデザインの戦闘機で、機首の上部に一本の大太刀だちを備え付けており、ボディカラーは見事な紅くれない一色だ。

「龍宮丸ユニットパージ！　換かん装そう、鶏けい冠かん刀とう丸まる！」

　空中で龍宮丸は乙姫のプロテクタースーツから分離し、飛び去っていく。

　代わりに、新たに現れた鶏冠刀丸が変形しつつ、空中に投げ出された乙姫の体を受け止める。

「アーマードレス・鶏冠とさか乙おと姫ひめ！　今のアタシは接近戦仕様よっ！」

　今度は真しん紅くのメッシュが入った長ちよう髪はつをなびかせながら、鶏冠乙姫はバックパックに背負っていた巨大な白銀の大太刀を構えた。

　すかさず白鷺嬢の斬撃が迫せまるが、鶏冠乙姫は避よけようとせず、構えた大太刀を振ふりかぶって自分から高速で白鷺嬢へと突つっ込んでいく。

「銀ぎん装そう鶏けい冠かん頭とうの大刀たち！　斬きり捨て御ご免めんあそばせっ！」

　瞬しゆん間かん、鶏冠乙姫の繰り出した大太刀はサイズ差をものともせずに白鷺嬢の刀を真っ二つに両断した。

　その勢いに乗って、鶏冠乙姫はさらに加速し、姫ひめ路じ城じよう内へと突とつ入にゆうする。

「まさか、内部から白鷺を叩たたくつもりですか！　なるほど、確かにそれならトイレットペーパーを傷つけずに四天王を倒すことも可能──ええい、そうはさせません！」

　体内に侵しん入にゆうされ手出しできなくなり、やむなく鎧よろいを脱ぬぎだした白鷺嬢。

　頼たよれる部下のストリップを尻しり目めに、小ジャーマもまた、鶏冠乙姫を追って城内へと突入する。

　遠目に一連の光景を見届けていたヒロトは、戦う術すべを持たない今の自分が悔くやしいのか、歯ぎしりをこぼしていた。

「このままじゃ乙姫にジャーマが倒されてしまう！　くそ、俺にも剣けんがあれば、黙だまって眺ながめているだけじゃ終わらないんだが」

「剣なら何でもいいの？　なら私のお兄ちゃん、あれ見てあれ見て」

　兄の肩をちょいちょいと突つついた明日美が指差したのは、先ほどからリコと一いつ緒しよにいたインドぞうであった。

　その鼻の先には、金属の筒つつが握られたままになっている。よくよく見てみれば、それはどうも、刃のない剣の柄つかのようだった。

「あれって確か、桃が使っていたゴユウジャーの武器じゃないか！　そうか、さっきゾウが桃のスカートで遊んでいたときに外れたんだな」

「ぱお？　ぱおぱおぱお！」

　ヒロトはインドぞうから剣の柄を取り上げようとしたが、ピンクのゾウはムキになって抵抗を示す。

「インドぞう、その拾ったオモチャをウッピーに渡わたして欲しいゾ」

「ぱおぱおぱおぱお！」

　リコに言われてもインドぞうは嫌いやがり、ジタバタと暴れ始めた。

　瞬間、ぶんぶんと振り回していたインドぞうの前足がリコに当たってしまった。

　それだけならまだしも、あろうことか彼女の豊満な胸を包んでいたシャツのボタンが、余波で弾はじけ飛んでしまう。

　突とつ然ぜんのことに、ヒロトもリコも何も言えず硬こう直ちよくするしかなかった。

　今、ヒロトの目の前には、褐かつ色しよくの胸の谷間が見事に曝さらけ出されてしまっている。

「おっぱお！」

　インドぞうが鼻息を荒あららげたが、次の瞬間にはリコにぶたれ、鼻から桃太郎の武器を取り上げられていた。

「う、ウッピー。は、はいこれ」

「あ、ああ、ありがとう」

　リコは片手で胸むな元もとを隠かくしつつ、真っ赤な顔のままインドぞうから取り上げた武器をヒロトへと渡す。

　ヒロトも顔は赤かったが、ひとまず武器は受け取った。瞬間、彼の戦意をスイッチに、まるで特とく撮さつヒーローのおもちゃのように柄から刃がせり出す。

「ブレイブレードだったっけ。何だかデパートのおもちゃ屋さんに並んでいそうなデザインだが、悪くない、これで充じゆう分ぶんだ」

　念願の剣を手にしたヒロトの雰ふん囲い気きは、先ほどまでとは一変していた。気き魄はくだけで、周囲の空気が張り詰つめる。

「後は、どうやって白鷺嬢の体内にまで突入するかだな……」

「ねえ私のお兄ちゃん。とうとうジャマ子さんを倒しちゃうつもりなの？」

　唐とう突とつな明日美の質問に、ヒロトは言葉を詰まらせる。

　彼は、インドぞうに説教中のリコが話を聞いていないことを確かく認にんした後、ゆっくりと言葉を絞しぼり出した。

「──いや、逆だ。ジャーマの手助けをする。俺が戦うつもりなのは乙姫だ」

「えっ！　それは私だって、ジャマ子さんを倒たおしちゃうのは可か哀わい想そうだと思っていたけど、いくらなんでも逆向きに思い切りが良すぎるんですけど！　勇者を裏切るとか！」

「いいや、そのつもりはない。俺は伝説の勇者だ。魔ま王おうに加担して悪の道に走るような、そんな世界の半分を貰っておこう的な選せん択たく肢しは選ばない」

「だったらなんで……」

「確かにジャーマは無む茶ちや苦く茶ちやだ。やっていることも大迷めい惑わくで、こうして街に大打だ撃げきを与あたえているのは間ま違ちがいない。だけどあいつは、己おのれに絶対の自負を持つ、誇ほこり高い魔王だった。それは俺が一番よく知っている」

　驚おどろく明日美を諭さとすように、ヒロトは言葉を続ける。

「俺には、あいつに何か企たくらみがあるような気がしてならないんだ。あいつが現れたことで俺たちは勇者の記き憶おくを取り戻もどし世界はゴミに埋うもれて滅ほろびそうになった。だけど、あいつが暴れてくれたおかげで俺たちは勇者の使命をも取り戻し、結果世界は救われた」

　いつかの騒そう動どうを思い出し、ヒロトは顔を上げる。

　何の確証もない話だ。

　大魔王の企みは、やはりこの世界に害をなすものかもしれない。しかし、その一方で別の可能性もあるのではないかと、そうヒロトは思った。

「だから、あいつが何を企んでいるのかはっきりさせるまでは、倒されてもらっちゃ困る。あいつが本当に邪じや悪あくな魔王で、この世界を本気で滅ぼそうとしているって言うんなら、倒すのは俺の使命だ。やっぱり、他ほかの誰だれかに倒されてもらっちゃ困るってわけだ」

　ブレイブレードを構え、ヒロトは今もストリップを続けている白鷺嬢へと顔を向けた。

　兄の出した答えに、明日美は呆あきれ顔がおでため息をこぼす。

　しかし、ほんの少し口元に親愛の微び笑しようを浮うかべ、軽く頷うなずいた。

「そもそも私のお兄ちゃん、徒歩でジャマ子さんのところに行くつもりなの？　無理だよ。ちょっと待ってて、今知り合いに連れん絡らく取って来るから。こっち来ないでね！」

　言うなり明日美はヒロトをその場に残し、家の裏へと大急ぎで駆かけ込む。

「明日美の奴やつ、どうしたんだ？」

　首を傾かしげるヒロト。

　その目には、家の裏から漏もれる眩まばゆい魔法の輝かがやきが映っていた。

　しばらくして家の裏から姿を現したのは、先ほど走り去っていった明日美ではなく、フリフリひらひらのコケティッシュな衣装に身を包んだ、一人の魔法少女だった。

「合言葉は一いち蓮れん托たく生しよう！　魔法少女マジカル・ラミアス参上！　さあ、明日美ちゃんから話は全部聞きました。明日美ちゃんのお兄ちゃん、私の魔法のバトンに摑つかまって！」

「え？　あ、うん。……よろしく？　お願いします？」

　マジカル・ラミアスは魔法のバトンを巨きよ大だい化させると、魔女のホウキよろしく跨またがった。

　ヒロトも首を傾げてはいたものの、片手にブレイブレードを持ったまま、バトンの柄を摑む。

　瞬間、バトンはロケットブースター並みのスピードで、その場から急発進する。

　ヒロトとマジカル・ラミアスを乗せた魔法のバトンは、今も死し闘とうを繰り広げているゴユウジャーロボの頭上を飛び越こえ、白鷺嬢のもとへと辿たどり着く。

「ここまででいい。ありがとう、親切な魔法少女！」

「どういたしましてなんですけど！」

　ヒロトは空中で魔法のバトンから手を離はなし、白鷺嬢のたわわな胸の上に飛び移る。

　そうして魅み惑わく的な弾だん力りよくを利用して軽く飛び跳はね、そのまま白鷺嬢のボディの隙すき間まから姫路城内へと乗り込んだ。

　場所は、ちょうど天守閣へと通じる大きな廊ろう下かだ。

　そこでヒロトは、武器を振りかざす鶏冠乙姫と、今まさに彼女に追い詰められていた小ジャーマの姿を見つけた。

「松の廊下じゃないけど、覚かく悟ごはいいわねっ！」

　大太刀を大上段に構えた鶏冠乙姫が、小ジャーマ目め掛がけて刀を振り下ろす。

　ヒロトのいる廊下からは距きよ離りもあり、すでに割って入れるようなタイミングではなかった。

「秘剣、疾しつ風ぷうハヤブサ斬ぎり！」

　にもかかわらず、ヒロトは常人では考えられない速度で廊下を駆け抜ぬける。

　そしてあろうことか、振り下ろされた鶏冠乙姫の大太刀をブレイブレードで受け止めていた。

「な、なんで……？」

　幼おさな馴な染じみに邪じや魔まされた鶏冠乙姫と、宿敵の勇者に危ないところを救われた小ジャーマが、声を揃そろえて我が目を疑う。

「悪いな乙姫、俺に免めんじてこの場は退ひいてくれないか？　そしてついでに、今うっかり口走ってしまった必殺技名も忘れてくれ」

　慌あわてて間合いを取った鶏冠乙姫に対し、ヒロトは軽く頭を下げた。

　自分の突とつ飛ぴな行動に、本人も苦笑いしている。しかしその一方では、鶏冠乙姫に対して悠ゆう然ぜんとブレイブレードを構え直していた。

「アタシだって勇者なんだから魔王を見過ごすことは出来ないわっ！」

　鶏冠乙姫は一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、大太刀だちの切っ先をヒロトと小ジャーマへ向ける。

　次の瞬間には、城内にもかかわらずスラスターを全力で噴ふん射しやし、剣を構えた幼馴染へと斬りかかっていた。

　だが、ヒロトは迫せまる切っ先にブレイブレードの切っ先を重ね、鶏冠乙姫の突とつ撃げきを太刀ごと弾はじき返してしまう。

　使い慣れないはずの武器とは思えない、見事な剣けん技ぎだ。

「う、ウソ……」

　驚く鶏冠乙姫だが、この後、彼女はさらに驚きよう愕がくすることになる。

　ヒロトは先ほど弾き飛ばした鶏冠刀丸の大太刀を拾い上げ、ブレイブレードと合わせて二刀流に構えた。その瞬間、発する気魄が倍増したのだ。

「ど、どういうことなの……？」

　二刀流のヒロトを前に、鶏冠乙姫は手を出せないでいた。

　幼馴染相手に本気が出せなかったわけではない。純じゆん粋すいに、太刀打ちできないと思わせる気魄をヒロトが放っていたのだ。

「それが、勇者ヒロトの持つ固勇能力です」

　理解が及およばない鶏冠乙姫に向け、小ジャーマが口を開いた。

「手にした剣けんの性能次し第だいで、自らの身体能力、反射神経、攻こう撃げき精度、それら全てを格段に向上させる、比類なき剣の使い手。剣が強ければ強いほど、それを手にしたときの彼の強さは大きく跳ね上がる。そして、手にした武器が剣でさえあれば、本来の持ち主に匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がするほどの、熟達した使い手となるのです」

　ヒロトの手に握にぎられた二つの剣へと目を移し、小ジャーマは語る。

「無論、手に二ふた振ふりの名剣を持てば能力の向上は相乗効果となり、格段に高まります。仮に全ての世界を滅ぼしうる絶大な魔力を宿す魔剣があったとすれば、勇者ヒロトはその剣の一振りでもって全ての世界の悉ことごとくを破は壊かいしてしまうに違ちがいありません」

　小ジャーマは最後に、満足そうに己の宿敵へと目を向けた。

「総数七十二億と考えれば、この世界には彼よりも強い勇者などいくらでもいるでしょう。最強の戦士と呼ぶには程ほど遠とおい──しかし、剣士としてならば、勇者ヒロトは数多あまたの世界の全てにおいて、まさしく最強の剣士です」

　その言葉に、ヒロトは剣の片方──ブレイブレードを手放し、空いた手で恥はずかしげに自らの頰ほおをぽりぽりとかいた。

「名付けるなら固勇能力『剣聖』ってところだな。達人は剣を選ばないってのとはまるで逆だし、強力な剣を持たない限りは、一いつ般ぱん人と変わらないっていう欠点はあるが」

「……目からビームじゃなかったのね。それにちょっと地味かしらっ」

「だからビームが出るとまでは言ってなかっただろ！　人がせっかく格好良く決めていたってのに茶ちや化かすな！」

「何が茶化すなよっ！　ヒロちゃんのおかげで魔王を仕留めそこなったんだもの！　第一、なんで自分の宿敵を守るような真似まねしたのよっ！」

　戦意喪そう失しつした鶏冠乙姫の訴うつたえに、ヒロトは大きく頷く。

「ああ。その答えは、今から聞くつもりだ」

　そして今度は、片手に構えた大太刀の切っ先を背後の小ジャーマへと向けた。

「大魔王ジャーマ。どうして俺の世界にやって来た。お前の企みはなんだ。お前が、破壊だけが望みの悪党でないことは、俺が一番よく知っている。正直に言ってくれないか」

「……甘いですね勇者ヒロト。魔王の言葉を信じるつもりですか？」

　自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべつつ、小ジャーマは魔王化を解除し、ジャマ子の姿へと戻る。

「俺は、お前の言葉は信じるに値あたいすると思っている。初代ヴォルガルムを筆頭にした旧四天王も、主あるじへの忠誠を貫つらぬく高潔な戦士たちだった。そういう部下を重用し、そしてそんな部下に敬愛されるようなお前だ。取り戻した俺の勇者の記憶が、たとえ敵でも、大魔王ジャーマは信しん頼らいに足る存在だと教えてくれている」

　ヒロトは視線を背そむけることなく真っ向からジャマ子を見み据すえ、そう告げた。

　この率そつ直ちよくな言葉に、ジャマ子はほのかに顔を赤らめ、目を泳がせる。

「そ……面と向かってそう言われると、少し照れますね。今は亡き部下たちを立ててくれたことも、自分のことのように嬉うれしく思います」

　長い金きん髪ぱつの先を指先でいじりながら、口を尖とがらせるジャマ子。

　どうやら戸と惑まどっている様子だ。

「……ジャーマ。お前もしかして、褒ほめられることに慣れてないのか？」

「なっ！　なっ、なっ、何をいきなり言うのですか！」

「魔王のくせに、赤くなってるわよっ」

「ぐ、ぐぬぬ……それはそうでしょう！　だって余は大魔王ですから、生きとし生ける者から嫌きらわれて当然ですし、面と向かって褒められたことはなかったのです！」

「そりゃまあ、身内は全員部下だったもんな」

　ヒロトの言葉に、ジャマ子は顔を赤くしたまま歯は嚙がみする。

「あーまーいいでしょう。ともかく四天王たちは退ひかせます。そしてトイレットペーパーもお返ししましょう」

「それは助かる。で、まださっきの質問に答えてもらってないが」

「そちらもまーいいでしょう。しかし、今の余が今あなたたちに伝えられることは一つだけ。余がこの世界に現れたから七十二億の勇者たちが覚かく醒せいしたのは、確かに事実です。しかしそれは、来きたるべき戦いのために必要だったことなのです」

「来るべき、戦い……？」

「復活した魔ま王おうが余一人であれば、勇者ヒロトの記き憶おくと力さえ戻もどればそれで済む話ではないですか。しかし、現実はそうではありません」

　ジャマ子は現代世界を訪おとずれて初めて見せる真しん剣けんな面おも持もちを、ヒロトへと向けた。

「従って、復活を遂とげた魔王は余一人ではありません。かつて七十二億の勇者たちが救った七十二億の異世界──そこで想像を絶する死闘を繰くり広げた七十二億の魔王たち全てが、直じきに蘇よみがえるということです」
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　ジャーマ四天王が大暴れした騒そう動どうから、数日が経過した。

　浦うら島しまヒロトを始めとした勇者たちは、ジャマ子が告げた真の危機の襲しゆう来らいに備えていた。

　秘密を知るのは今のところ、ヒロト、明日あす美み、瀬せ戸と川がわ乙おと姫ひめ、蘇す芳おうリコ、鉄くろがね桃もも太た郎ろうの五人だけだ。

　しかし、あの日以降ジャマ子は今まで日課にしていた勇者たちとの戦いをピタリと止やめてしまったため、世界中の勇者たちも嵐あらしの前の静けさを感じてはいるようだ。

「つまり、ジャマ子さんが今まで暴れていたのは、勇者に戦いのブランクを埋うめさせるためだったわけねっ！」

「その通りです、乙姫。余は言わば、あなたたち勇者のリハビリをしていたわけです」

　ヒロトの顔を立て、乙姫たちもジャマ子の言葉を信じることにしたようだ。

「それより、肝かん心じんなことを教えてもらっていないぞ。七十二億の魔王が復活するとして、どうしてお前は魔王側を裏切る真似をしてまで勇者側の手助けをしているんだよ」

「あー、まー、いいではありませんか」

「よくない！　なんでそんな大事なことを今まで黙だまっていたんだ！　ええい、やっぱり魔王って奴やつは信用ならないな！」

　とはいえジャマ子はジャマ子で、隠かくしていることがまだあるようだった。

　ヒロトが何を言っても、この数日、ずっと言葉を濁にごし続けている。

　ちなみに余談だが、六〇万円分の課金額がどうなったかと言うと、桃太郎が全てを解決してくれていた。

「キャッスルプリンセス？　ああ、あれはうちの鉄グループの系列子会社が運営しているゲームだから、心配しなくていいよ。ヒロトのパソコンから課金された額はシステムエラーってことにして取り消しておくからさ」

「桃、お前は天使だ……むしろ女め神がみにさえ見える……」

「あはは。女神は嫌いやだなあ、ボク男の子だよ？」

「待てよ。ジャーマの奴、これから毎月六〇万寄よ越こせとか言っていたな。今回は何とか乗り切ったが、対策を考えておかないと」

　だが、そんなヒロトの懸け念ねんも今は杞き憂ゆうに終わっていた。

　しばらくして、ジャマ子はキャッスルプリンセスを止やめてしまったのだ。

「あれだけ夢中になっていたのに、もうゲームはいいのか？」

　擬ぎ人じん化の魔法は解けたものの、姫ひめ路じ城じようを始めとした三つの名城は元の場所には送そう還かんされず今も街に鎮ちん座ざしている。

　生まれ故郷の景観に新たに加わった観光名所を眺ながめながら、ヒロトは尋たずねた。

「まさか、アニメやゲームにハマっていたのもカモフラージュだったのか？」

「いえ？　あれは素すです。現に余は今でも他ほかのアニメやゲームに夢中ですから。城プリをプレイしなくなったのは、単に別の理由があるのです。こればかりは、まー、仕方がありませんからね」

　ジャマ子はどこか寂さびしげに笑った。

「余があまりに強すぎて、誰だれもあのゲームをプレイしなくなってしまったのです」

　最強カードの力でランキングの頂点に君臨したジャマ子。

　あの後もしばらくは、挑ちよう戦せん者たちを圧あつ倒とう的なカード性能差で蹴け散ちらしていった。

　ランキング上位の廃はい課金プレイヤーたちも財力の全てを投げ打ち、大魔王に勝負を挑いどんだが、やはり敵かなわなかった。

　結果、最強の大魔王を一人残し、ゲームは廃すたれた。

　現実の話なら、勇者たちも命のある限り戦いを続けただろう。しかしこれは、所しよ詮せんはゲームの話。

　たかがゲームにムキになっちゃってどうするのとばかりに、いつしか彼らも諦あきらめてしまったのだ。

「戦う相手のいない遊ゆう戯ぎにいつまでもしがみ付いているのは、不毛ですからね」

　口ではそう言うものの、ジャマ子はやはり寂しげだった。

　その顔を見、面おも影かげなどまるで無いはずなのに、ヒロトは何な故ぜか大魔王ジャーマ本来の姿を思い出していた。

　異世界の最果てで独り玉座に腰こしかけ、勇者が辿たどり着くのをひたすら待ち続けていた、異形の魔王。

　かつては脅きよう威いしか感じなかった姿が、今のヒロトにはどこか孤こ独どくに思えた。

　あらゆる不可能を可能とする絶大な力を有しながら、自分の意志では終わらせることの出来ない永えい劫ごうの退たい屈くつ。

　あまりに強すぎるが故ゆえに、誰一人として挑む者も逆らう者もいない。

　まるで生まれ落ちた世界に、自分の対ついとなるもの、あるいは自分の隣となりに並んでくれるもの、それら全すべてが存在していないかのようだ。

　大魔王ジャーマにとって、自らに比ひ肩けんしうる勇者という存在は理解し難がたいものなのだろうか。それとも、待ち侘わびていた好敵手なのだろうか。

「……しかしジャーマ。代わりにお前が今ハマっているそれはなんだ？」

「え？　ご存じないのですか勇者ヒロト！　余が心こころ奪うばわれているのは、この国のトップアイドルグループ、Ｃｈｕチユ‐Ｓｉｎｇシン‐Ｒｕｎランです！　キャー！　Ｃ‐Ｓ‐Ｒ！」

　先ほどからアイドルオタク御ご用よう達たしの半はつ被ぴを着込んでいたジャマ子が、興奮のあまり黄色い声を上げた。

　ヒロトが真面目まじめな回想に耽ふけっている隣で、件くだんの大魔王は今までＣｈｕ‐Ｓｉｎｇ‐Ｒｕｎのプロモーション映像を視し聴ちようしていたのだ。

「いや、そりゃもちろん知っているさ。俺が分からないのは、数日前にはあんなシリアスな顔をしていたお前が、なんで今度はアイドルにハマっているのかってことだよ！」

　目下ジャマ子が観みているのは、Ｃ‐Ｓ‐Ｒが吉き良らプロダクションに討うち入りした際の実際の記録映像である。

　今でこそＣ‐Ｓ‐Ｒは人気グループだが、討ち入り事件当時はまだ発展途と上じようで、暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こすとアイドル人生が終わる可能性が高かった。

　故にメンバーはこれが最後の舞ぶ台たいと覚かく悟ごを決め、死に装束の純白の衣装に袖を通し、仇あだ討うちに臨のぞんだのである。

　総勢四十七人のアイドルが日本刀片手にビルへとなだれ込む。同時に曲が始まり、メンバーは並み居る敵を打ち倒たおしながら歌い続け、サビとともに吉良社長を袋ふくろ叩だたきにして仇討ちを果たす。

　下手へたなアクション映画など足元にも及およばなかった。

「これは熱ねつ狂きよう的なファンが付くのもやむなしだとは思いませんか！　余もアイドルオタクになろうというものです。特に乙姫が素す晴ばらしいですね、余の推おしメンです！」

　この暴力事件はアイドル業界最大の不ふ祥しよう事じとなったが、今のジャマ子と同様にメンバーの心情に感化されたファンが急増し、全国各地からの助命嘆たん願がんもあって、Ｃ‐Ｓ‐Ｒは存続を許されたのである。

「まあ、乙姫は去年のＣ‐Ｓ‐Ｒ総選挙で人気投票一位になったくらいだからな」

　総選挙とは、Ｃ‐Ｓ‐Ｒ関連商品に特典として付いてくる投票権を使い、ファンの間でメンバーの人気ランキングを決める大々的な催もよおしだ。

　開票の模様はテレビで全国放送され、お茶の間の視聴者へと実じつ況きようされる。

「おはよー、私のお兄ちゃん、それにジャマ子さん」

　ジャマ子が一人で盛り上がり続ける中、未いまだ眠ねむそうな明日美が居間へとやって来た。

「あ、今度はＣ‐Ｓ‐Ｒにハマったんだ」

「ああ、おはよう明日美。そうなんだよ、七十二億の魔王が復活するかもしれないっていうのに、まったく気楽なもんだ」

　明日美もまた、Ｃ‐Ｓ‐Ｒに首ったけのジャマ子の姿に苦く笑しようしていたが、藪やぶから棒に質問を投げかける。

「ところでジャマ子さん。それだけ乙姫さんにご執しゆう心しんなところを見るに、やっぱり今回の総選挙は乙姫さんに投票したの？」

「ええ、彼女に一票を投じました。そういえば、得票数の結果発表は今日でしたね」

「結果が気になって私も今起きて来たとこなの」

「そうでしたか。いやはや、乙姫に一票を投じるか、それとも勇者ヒロトに票を入れるか、随ずい分ぶんと悩なやみましたが熟じゆく慮りよの末に乙姫を選びました」

「は？」

　突とつ然ぜん自分の名が挙がり、ヒロトは首を傾かしげた。

　一方ジャマ子と明日美は、そんな彼の反応などお構いなしに話を続ける。

「私も、乙姫さんか私のお兄ちゃんかで結構迷ったんだけど、結局は乙姫さんにしたよ」

「はあ？」

　またしても話題に上った自分の名に、ヒロトはさらに首を捻ひねる。

「二人とも。どうしてＣ‐Ｓ‐Ｒの総選挙で、俺が候補に挙がるんだ？」

「何を言っているのです、勇者ヒロト」

「そうだよ、私のおバカなお兄ちゃん」

　ジャマ子と明日美は、どうやら心の底から呆あきれているようだった。

　二人は無知なヒロトのために、チャンネルを勇者ニュースへと変える。

「総選挙と言ったら、それはもちろん内閣総選挙に決まっているではありませんか」

　映し出されたのは、なんと選挙速報だった。

　ジャマ子の言葉を裏付けるように、ニュースでは内閣総選挙の結果が報じられている。次期内閣総理大臣に就任したのは、あろうことか乙姫であった。

『みんなっ！　アタシ頑がん張ばるから、応おう援えんよろしくねっ！　にっこり！』

　テレビの中の乙姫は、周囲の大だい歓かん声せいを受け、晴れ晴れとした様子で手を振ふっている。

「なんでアイドルが総理大臣になっているんだよ！」

　突とつ如じよとして知らされた事実に、ヒロトは頭を抱かかえて叫さけんでいた。

「内閣総理大臣とはつまるところ、この国の全勇者のリーダーのことでしょう。それを決める投票なのですから、全国的に知名度が高く、実力もあり、なおかつ人気者の勇者が選ばれるのは、大だい魔ま王おうである余の目から見ても至し極ごく当然のことだと思えますが」

「私のお兄ちゃんたら、ここ数日はジャマ子さんのことばっかり気にしていたから知らなかったんだね。今のご時世じゃ政治家だって仕事しないし、それならトップに相応ふさわしい勇者を新たに国民全員の中から決めようってことで、総理大臣を決めるために人気投票制の総選挙になったんだよ」

「あーまーよくありませんね。勇者ヒロトもトイレットペーパー騒そう動どうを解決したことで候補として名前が挙がっていたのですから」

「立候補もしてないのに候補にされていたのか……」

　二人に言われ、ヒロトはニュースの報道を覗のぞき込む。

　圧倒的な票数で総理大臣就任を決めた乙姫の遥はるか下、現在の総票数がたったの一票という無残な結果とともに彼の名前がそこにあった。

「ちょっと待てよ。俺本人は選挙のことなんて知らなかったから無投票だし、ジャーマも明日美も乙姫に投票したんだろ。この一票は一体誰が入れてくれたんだ？」

『ぱんつ！』

　ヒロトの疑問に答えるかのように、ヴォルガルムが居間に現れる。

「……まさか、お前が一票入れてくれたのか？」

『おぱんつ！』

「そうかそうか、お前はなんていいパンツなんだ……」

　ヴォルガルムの布地をよしよしと撫なでてやりつつも、素す直なおには喜べなかった。

「しかし、パンツにまで投票権を与あたえるってどういうことなんだ。そもそも、そんなパンツの同情票しか入らない俺って本気でどうなんだ……」

　ジャマ子と明日美が立ち去った後、選挙速報を見ているうちに、ヒロトはふと考え込む。

　最初は、ジャマ子のせいで勇者たちの記き憶おくが戻もどったと聞かされたため、ジャマ子が全ての元げん凶きようのように思えた。

　しかし、復活した異世界の魔王が他にもいるならば、遅おそかれ早はやかれ勇者たち全てが記憶を取り戻し、現代世界が大混乱に陥おちいるのは避さけられなかっただろう。

　むしろジャマ子が先んじて現代世界に現れたおかげで、勇者たちは魔王の野望を阻そ止しするという使命を思い出したのだ。ゴミを掃そう除じしたり、洗せん濯たくしたり、こうして長らく不在だった総理大臣を決めるにまで至った。

　確かに、掃除は行き過ぎた結果、リサイクル用の資源ゴミまで消しよう滅めつさせた。洗濯も、洗せん剤ざいの奪うばい合いをしていた。おまけに新しい総理大臣は、政治に関してまったくの素人しろうとでしかないアイドルだ。

　しかしそれでも、ジャマ子が勇者たちを焚たき付ける以前と比べれば、雲うん泥でいの差だ。結果的には良い方向へ向かっている。

　つまりそれは、ジャマ子が世界を救っているのと同義ではないだろうか。

「おいおい、これだとまるでジャーマが異世界からやって来た勇者みたいじゃないか」

　かつての異世界での冒ぼう険けんを思い出し、ヒロトは苦笑を浮うかべる。

　気付けば選挙速報は終わっており、第一次瀬せ戸と川がわ内閣発足に向けて、新内閣総理大臣の乙姫がニュースを通じて演説を行っていた。

『今後どうなるかは分からないけど、アタシは今の世界って好きだわっ。確かにみんなが働かないっていうのは困りものだけど、でも、全人類一人一人が自分のことを唯ゆい一いつ無二の主人公と信じて、キラキラしているじゃないっ？　昔の世界のままじゃ、こうはならなかったと思うわっ』

　テレビの中でも、乙姫はスター性溢あふれる瞳ひとみを輝かがやかせていた。

　思わずヒロトも演説に聞き入る。

『本当は誰だれだって、特別で、主人公なのよ。やっぱり人生の主役を張れるのはその人生の持ち主だけだと思うわっ。死ぬまで自分の望みを諦めない人が、いつだって素す敵てきなの。だからアタシは、ワガママで無む茶ちや苦く茶ちやでも、今の世界が好き。この世界をより良くしていくために、総理大臣も頑張っちゃうんだからっ！』

　そうして、惜おしみない拍はく手しゆに包まれて乙姫の就任演説は終わった。

「世界中の誰もが主人公か……、あいつらしいと言えばらしい意見だな」

　ヒロトは今も苦笑いを浮かべていたが、本当に苦々しく思っているわけではない。どちらかといえば親愛の表れであった。

　と、そのとき。プルルルル……と、ヒロトも久しく聞いていなかった居間の固定電話から、コール音が聞こえてきた。

「もしかして父さんか母さんあたりか？　はい、もしもし？」

『あ、ヒロちゃん？　アタシ、乙姫よっ！　お願いがあるんだけど、実はちょっとアタシの内閣の大臣たちを決めなくちゃいけなくて、一いつ緒しよに考えて欲しいのっ』

「考えて欲しいって、俺みたいな素人が口挟はさんでいいのか？」

『もちろんよっ。だってアタシ、ヒロちゃんを内閣秘書官に任命しようと思っているんだからっ。あ、それとも副大統領みたいなポジションのほうが良か──』

　途と中ちゆうでヒロトは電話を切った。

「さーて、なんか腹減ったなー。ジャーマに飯の催さい促そくでもしにいくかー」

　ヒロトは電話線を引っこ抜ぬくと、何事もなかったかのようにジャマ子の部屋へと向かった。

　部屋の持ち主は本来ヒロトと明日美の両親だが、今なお不在のままなので、押し入れを嫌いやがったジャマ子にヒロトたちが貸かし与えているのだ。

「おーいジャーマ、邪じや魔まするぞー」

　何気なく扉とびらを開けたヒロトの目に飛び込んできたのは、アイドルオタク御ご用よう達たしの半はつ被ぴを脱ぬぎ、別の格好に着き替がえようとしていたジャマ子の半はん裸らだった。

「あ、悪い」

　柔やわ肌はだが丸見えだというのに、ヒロトはまるで動じた様子もなく頭を下げた。何せ共同生活が始まって以降、全ぜん裸らなら何度も見せつけられている。今さら半裸でたじろぐヒロトではない。

「き、キャーッ！」

　しかし、ジャマ子がヒロトの予想外の行動に出た。近くを漂ただよっていたヴォルガルムを引っ摑つかみ、ヒロトに向けて投げつけてきたのだ。

　それはまるで、着替えを覗かれたことによる羞しゆう恥ち心しんから来る行動を思わせる、はっきり言えばジャマ子とは無む縁えんであるはずの反応だった。

「え？　え？　え？」

『ぱんつ？』

　理解が及およばず啞あ然ぜんとするヒロト。

　腹心の部下であるヴォルガルムでさえジャマ子のご乱心が心底意外だったのか、ヒロトの頭に引っ付いたまま訝いぶかしげに体を捻っている。

「早く出て行ってください！　いつまで見ているつもりですか！」

「い、いや、いやその、その悪かった！　ごめん！」

　ヒロトは今も混乱していたが、とりあえず勢いよく扉を閉めた。

　しかし、どうして裸族のジャマ子が恥はずかしがるのかまるで理解できない。

　彼は頭ず巾きんのように頭に引っ掛かかったままのヴォルガルムとともに、早足でその場を退散する。

「ど、どうなっているんだ？　あいつ今まで散々全裸を見せ付けてきたじゃないか。時々服を着ていたとはいえ、露ろ出しゆつ度どの高いビキニアーマーっぽい服装とか、あとはもう裸エプロンとかそんなんじゃないか。いったい何が起きたって言うんだ？」

『おぱんつー』

　ヒロトの戸と惑まどいの声に、ヴォルガルムも相あい槌づちを打っていた。

　居間のソファーで悶もん々もんとしていたところ、しばらくしてヒロトの前にジャマ子がやって来た。驚おどろくべきことに、未いまだ頰ほおがほんのりと赤いままだ。

「え、えーっと……」

「勇者ヒロトの愚おろか者！　まったく、恥ずかしいではありませんか。今のはさすがの余も、あーまーいいでしょうでは済ませられないところでした」

「わ、悪い。本当に悪かった……。まさかお前に羞恥心が芽生えていたなんて、全然知らなくてつい……」

「失敬な！　余にだって恥ずかしい気持ちくらいあります！　今のように、服を着ようとしている最中を見られるなど羞恥の極きわみです！」

「そ、そうだよな。女の子なら誰だって着替えを覗かれるのは嫌だもんな」

「まったくです。本来ならば一いつ切さいの防具を身に纏まとわないことを信条としている余にとって、服に袖そでを通す瞬しゆん間かんというのは何事にも勝まさる侮ぶ辱じよくでもあるのです。それを目もく撃げきされたのは、ううう、恥ずかしくてすぐに脱いでしまいたい……」

　ジャマ子の言葉に、謝罪一いつ辺ぺん倒とうだったヒロトは首を捻った。

「おいジャーマ。今お前、着替えを覗かれて恥ずかしかったんだよな？」

「そうですが？」

「着替えの途中で、裸を見られたことが恥ずかしかったんだよな？」

「いいえ。服を着ようとしているところを見られたので恥ずかしがりました」

「……そこ、恥ずかしいのか？」

「もちろんです。だってそうでしょう？　魔王ともあろう者が人に指図されて嫌いや々いや服を着るのですから、その瞬間を目撃されたともなればプライドもずたずたです」

　憤ふん慨がいするジャマ子の言い分に、ヒロトは頭を抱かかえるしかなかった。

「やっぱり勇者と魔王は分かり合えないな……」

　率そつ直ちよくな感想に、しかしジャマ子は何な故ぜかムッとしてしまう。

「へぇー、そうですか。ふーん、勇者ヒロトもそういう考えですか。あーまーいいですけど、別に」

　先ほどまでとはまた違ちがうベクトルで、ジャマ子は不ふ機き嫌げんになってしまった。

「なんだよ、今度は急に拗すねやがって」

「別に拗ねていません」

「どう見ても拗ねているじゃないか。いいから理由を教えろよ」

「分かり合えないなんて最初から決めつけている、見識の狭せまい勇者ヒロトに教えてあげることなど何もありません。それこそ他ほかの七十二億の魔ま王おうたちの情報とか、そういったことも含ふくめて何一つ勇者ヒロトには教えてあげません」

「ああもうなんだよ！　着替え……っていうか服を着ようとしていたところを見られたのがそんなに不ふ愉ゆ快かいなのか？」

「あー、まー、そういうことにしておきます」

　ジャマ子は彼女にしては珍めずらしく、どこか鬱うつ屈くつしたかのような面おも持もちでヒロトを睨にらみつけていた。




　　　　２




「一体何があったの？　喧けん嘩かでもしたの、私のお兄ちゃん」

　居間に戻ってきた明日美は、どこかぎすぎすしたヒロトとジャマ子の雰ふん囲い気きに、物もの怖おじした様子もなく単刀直入にそう言った。

「いや、そういうわけじゃないんだが……」

「勇者ヒロトが余の着替えを覗のぞき見みしただけですー」

　ヒロトが口を開こうとした瞬間には、ジャマ子がすかさず口を挟んでいた。

　兄の素行を聞かされ、明日美の疑いの目がヒロトに向けられる。

「ああもう、どうにでもしてくれ」

　ジャマ子の不機嫌の理由が分からず、ヒロトとしてはお手上げだ。現に本当に両手を天てん井じように向けている始末だ。

　しかしそのとき突とつ然ぜん、三人の眼前へと乱入してくる小さな白い影かげがあった。

「タイヘンですの！」

　白い影はヒロトやジャマ子の頭を踏ふみつけ、居間を跳はね回る。

　よくよく見れば、長い耳と丸い尻しつ尾ぽ、愛あい嬌きようのある顔立ちと、真っ白な毛並みが見て取れる。

　それはウサギであった。首からかけた金の懐かい中ちゆう時計を手に、今も騒さわぎ続けている。

「タイヘンですの！　タイヘンですの！」

「ええっ？　ヴィヴィヤン？」

　そのウサギを見た明日美が、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「あっ、明日美ちゃん。久しぶりですの。そうですの、明日美ちゃんの可愛かわいい可愛いマスコット兼けんパートナー、ウサギのヴィヴィヤンですの！」

　白ウサギは尚なおもぴょんぴょんと部屋中を跳ね回り、食しよく卓たくの上に着地する。

　見た目はただの小動物だが、紛まぎれもなく人間の言葉を口にしていた。

「食卓の上に土足とは行ぎよう儀ぎが悪いですね。ヴォルガルム、懲こらしめてやりなさい」

『おぱんつー！』

「なんですの！　パンツのくせにケンカを売るつもりですの！」

　小こ競ぜり合いを始めるウサギとパンツを呆あきれ顔がおで眺ながめながら、ヒロトは妹の顔を覗き込む。

「明日美、あそこでパンツ相手にじゃれ合っているウサギ、知り合いなのか？」

「う、うん。私を異世界に召しよう喚かんした妖よう精せいさんみたいなものなの」

　兄の問いかけに、明日美は何故かそわそわと落ち着かない様子で答えた。

「……え、えーっと、ヴィヴィヤン久しぶり。何しに来たの？」

「そうですの、パンツと遊んでいる場合じゃないですの。明日美ちゃんタイヘンなんですの！　悪の魔法少女プリンセス・ディアボロが復活して、また暴れ出したんですの！」

　ウサギは明日美を前に、身み振ぶり手て振ぶりを加えてまくしたてた。

「えっ、ディアボロが？　それ本当なの？」

「もちろんですの。このままだと、ディアボロの手で再び世界が闇やみに覆おおわれてしまうんですの。だから明日美ちゃんにもう一度力を貸して欲しいんですの！」

「ちょ、ちょっと待って。何だか急展開なんですけど」

「世界の危機はいつだって急展開ですの！　ほら、いいから異世界に行くですの！　プリンセス・ディアボロを倒たおせるのは、正義の魔法少女マジカル・ラミアスだけですの！」

「ん？　それって、この街に出しゆつ没ぼつしていた魔法少女の名前だよな」

　ヒロトとジャマ子が訝しげに首を傾かしげる中、途と端たん、明日美は普ふ段だんのマイペースぶりからは想像もつかない慌あわてようでウサギの口を押さえつけた。

「な、なななな、なんでもない。なんでもないんだよ私のお兄ちゃん」

　ウサギの首を絞しめながら、明日美は顔を真っ赤にして首をぶんぶんと横に振ふった。

　そうして彼女は、ウサギの長い耳に口を近付け、ドスの利きいた声で囁ささやく。

「ヴィヴィヤン。私のお兄ちゃんに私が魔法少女だってバラしたらダメだよ。中学生にもなって魔法少女とか、フツーの女の子からしてみたら恥ずかしいんだからね！」

　他の勇者たちと違い明日美が自らの武勇伝を決して語ろうとしなかったのは、つまりそういう理由であるらしい。

「か、かんにんですの。あ、あすみちゃん、じかんがないですの、てをはなして……」

　今にも息の根が止まりそうだったが、ウサギは懸けん命めいに声を絞しぼり出した。

「ふう。それにしてもまさか、また異世界に行くことになるなんて」

　ぐったりとした自らのマスコットを腕うでに抱え直し、明日美はため息をこぼした。

「明日美。もしかしてお前、今すぐ行くつもりか？」

「まあ、こうしてヴィヴィヤンが来た以上、本当に異世界に危機が迫せまっているんだろうし。何だかんだで私も世界を救った勇者の一人だから、ピンチは放ほうっておけないし」

　普段は寝ね坊ぼうばかりで面めん倒どうくさがり屋の明日美にしては、随ずい分ぶんと思い切りのいい決断だった。ヒロトが目を丸くするのも無理はない。

「それに、プリンセス・ディアボロのこともあるから。彼女を止められるのは私だけ……ううん、彼女のことは私が止めないといけないもん」

「それが明日美の召喚された異世界の魔ま王おうの名なのですね」

「待てよ。魔王が悪の魔法少女なら、正義の魔法少女が対ついを成す勇者ってことになるよな。で、それがマジカル・ラミアスなんだっけ？」

　ヒロトの言葉に、明日美はその顔を青ざめさせる。

「ま、ままま、まほー少女って何のことかな、私のお兄ちゃん」

「さっきそこのウサギが言っていたじゃないか。正義の魔法少女マジカル・ラミアスがどうとか。明日美、もしかしてお前──」

「どどどど、どういうことなんだろうね。私にも分からないや、不思議だね」

　ウサギの首を念入りに絞め直しながら、明日美は目を泳がせる。

「おっとこうしちゃいられない。今は一刻も早くこの場を離はなれないと──じゃなかった、異世界の危機を救いに行かないと！」

　魔法少女の話を誤ご魔ま化かしたいのか、明日美は今すぐにでも異世界に旅立とうとしていた。

「明日美。お前の異世界のピンチは俺にとっても他人ひと事ごとじゃない。よかったら、俺も一いつ緒しよに行こうか？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　私のお兄ちゃんの手を借りる必要はありません！」

　尚なおも食い下がる兄に対し、明日美は断固として拒きよ否ひの姿勢を貫つらぬく。

　結局、ヒロトが魔法少女マジカル・ラミアスについての質問を投げかける暇ひまもなく、彼女はさっさとウサギを急せかして異世界へのゲートを開かせ、その中へと身を投じてしまった。

　あっという間に終わってしまった妹の旅立ちを前に、取り残されたヒロトは呆あつ気けに取られるばかりだ。

「行ってしまいましたね」

「止める暇もなかった。無事に帰って来てくれればいいんだが……」

　ゲートはすでに塞ふさがれており、今となってはヒロトにもどうすることも出来ない。

「まあ、いざとなればヴォルガルムが役に立つでしょう」

「ん？　ああっ、そういえばパンツの姿がない！」

「もともと明日美の勝負パンツだったのですから、一緒に行かせても問題はないはずです。先ほど明日美の手荷物に放り込んでおきました」

「そ、そうか。まあ確かに異世界の魔王と戦うことになるなら、他のパンツより少しでも攻こう撃げき力が高いほうがいいか」

　急に二人きりになったヒロトとジャマ子は、もう一度お互たがい顔を見合わせた。

「それより、とうとう来たってことだよな」

「ええ。七十二億の魔王たちの復活が始まったに違いありません」

　先ほどまでのイライラとした雰囲気のことは一いつ旦たん忘れ、二人はすぐさまテレビを点つけ、勇者ニュースにチャンネルを合わせる。

『本日、世界各地の勇者たちのもとへ、様々な異世界より魔王復活の知らせが入って来ております。それに伴ともない、ここ数時間で多くの勇者たちが再び異世界へと召喚されているとの情報です。あ、ここで私にもお呼びがかかりました。それでは皆みなさん、お達者で』

　ニュースキャスターは、そのまま席を立ってしまった。

「どうやら、お前の言っていたことは本当だったようだな」

「もちろんですとも。これからこの世界の勇者たちのもとへ、明日美のウサギのように、迎むかえが次々にやってくる手て筈はずになっています」

「……手筈？」

　ジャマ子がうっかり漏もらした単語に、ヒロトは僅わずかに眉まゆをひそめた。だが、その言葉の真意を尋たずねるより先に、家のチャイムがけたたましく鳴り響ひびく。

「誰だれだよ、こんなときにピンポンピンポンと」

「おーっと、余はお昼ひる御ご飯はんを作らねば」

　その隙すきにジャマ子はさっさと姿を消してしまう。まるで失言への追つい及きゆうを避さけているかのようだった。ヒロトはキッチンへと向かったジャマ子の背をじろりと睨んだものの、結局何も言わず、今も鳴り続けているチャイムに急かされて玄げん関かんへと向かった。

「はい、どちら様」

「おとなり様で、アイドル様で、総理大臣様よっ。ヒロちゃんたらおっそーい。幼おさな馴な染じみが駆かけつけたんだから、喜び勇んで出で迎むかえて欲しかったわっ」

　総理大臣就任スピーチ時の格好のまま、乙姫は肩かたをすくめた。

　そうして彼女が懐ふところから取り出したのは、彼女が異世界との交信に使っているスマホだ。画面には緊きん急きゆうのＳＯＳが表示されている。

「ダークマテリアンが再び異世界侵しん攻こうを開始したらしいのよっ。だから、アタシ今すぐにも向こうへ行かなくちゃならなくなったの」

「お前のところにも来たのか。実はさっき明日美も異世界に向かったばかりなんだ」

「ヒロちゃん、良かったら一緒に来て欲しいのっ」

　乙姫のいきなりの提案に、ヒロトは面めん食くらう。

「だって、ヒロちゃんのライバルの魔ま王おうはジャマ子さんなんでしょ？　ジャマ子さんはこの世界にいるんだから、ヒロちゃんの異世界がピンチになることはないわよね」

「それはそうだな」

「つまり、ヒロちゃんは余っちゃうわけじゃないっ？　だから、アタシと一緒にダークマテリアンと戦って欲しいの。武器に関しても、鶏けい冠かん刀とう丸まるを貸してあげるわよっ」

　この申し出はヒロトにとっても予想外だったようで、困り顔で目を泳がせていた。

「ど、どうかしらっ？」

「悪い乙姫。すまないが、やっぱりジャーマのことが気がかりなんだ。一緒には付いていけない」

　素す直なおに頭を下げるヒロト。

　乙姫は若じやつ干かんしょげていたものの、すぐさま笑え顔がおを取り戻もどす。

「そうよね、放ってはおけないわよねっ。いいのいいの、この調子じゃアタシたちの現代世界の守りが手て薄うすになっちゃうし、一人くらい勇者が残らないとねっ！　でも、アタシがピンチになったらすぐに連れん絡らく入れるから、絶対助けに来てちょうだいっ！」

「ああ。そのときは間ま違ちがいなく駆けつける」

「それを聞いて安心しちゃったっ。じゃあ、アタシがいない間ヒロちゃんが寂さびしがるといけないから、これを預けておくわっ」

　乙姫は懐から取り出した映像ディスクを、ケースごとヒロトへと差し出す。

「これは？」

「観みてからのお楽しみ。うふふ、びっくりしちゃうわよっ！　じゃあねっ！」

　去り際ぎわにピースサインを突つき付けると、ディスクを押し付けた乙姫はすぐさまスマホを使って龍りゆう宮ぐう丸まるを呼びつけ、機首に跨またがって異世界へと旅立ってしまった。

「何なんだこれ？」

　乙姫を乗せた龍宮丸が飛び去った後、ヒロトはしばらくの間、その場で首を傾げたままディスクを見下ろしていた。

「ウッピー！」

　そこへ、今度はリコが自転車で乗りつける。

　彼女はヒロトと乙姫の会話が終わるタイミングを摑つかみ損そこねていたようで、実は先ほどからヒロトの家の前の道を自転車で延々と往復していたのだ。

「随分と待たせたみたいだな」

「不ふ審しんな目で見ないで欲しいゾ！　リッコには、長い一本道を見ると無む性しように自転車で行ったり来たりしたくなる困った習慣があるんだゾ」

　自転車から降りたリコは照れ笑いを浮うかべつつ、急ぎの様子で本題に移る。

「そんなことより大変だゾ！　リッコのモンスター図ず鑑かんに連絡が入ってネ、なんでも新種のモンスターさんがいっぱいいっぱい見つかったんだって！　その中には、世界を滅ほろぼしちゃうようなキョーアクな子もいるらしくて、だから、えっと……」

　そこでリコは一旦言葉を切り、ヒロトの顔を覗のぞき込む。

「良かったらだけど、ウッピーもヒマなら一緒に冒ぼう険けんしてみない？」

　しかしヒロトは、乙姫のときと同様、深く頭を下げて丁てい重ちように断った。

　リコも大方予想はしていたらしく、多少気落ちした様子は見せたものの、すぐに陽気な笑みを浮かべた。

「オッケー。じゃあ、ウッピーがモンスターさんのいる世界に興味を持ってくれるように、こんなプレゼントをあげちゃうゾ！」

　ポシェットから取り出したディスクケースをヒロトに押し付けると、リコは再び自転車に乗って猛もうスピードでその場から走り去ってしまった。

　二枚になった手元のディスクに目を落とし、ヒロトは首を傾かしげる。

「ヒロトー！」

　直後、空から轟ごう音おんと共に何やらヒロトを呼ぶ声が聞こえてきた。

　ピンク色のヘリコプターが駆けつけ、地上へと降ろされた縄なわ梯ばし子ごを使って桃太郎がヘリから降りてくる。

「次は桃か」

「うん。勇者戦隊の司令官から連絡が──」

「分かった分かった。魔王戦隊マオウジャーが復活したんだな。で、異世界に行かなきゃいけなくなったわけだ。頑がん張ばってこいよ。俺は行かないから」

「ヒロト冷たい……いいよいいよ、一人で行ってきます。ちぇ、今ならレッドの枠わくをヒロトのために空けてあげようと思ったのにさ……。まあ仕方ないか、はいこれ。この前は課金額を取り消してあげたんだから、その代わりに預かって欲しいんだ」

　そう言って桃太郎がヒロトへと手て渡わたしたのも、やはりディスクケースだった。

「最近流行はやっているのか？　何だこれ？」

　都合三枚のディスクを手に、ヒロトは訝いぶかしげに首を傾げる。

　先ほどから同じようなプレゼントが続いたので、中身が気にならないほうがおかしいだろう。

「これは古今東西の特とく撮さつヒーロー番組の名場面を集めたボクの私的なコレクションだよ。もしもボクの帰りが遅おそくなったとき、家に置いておいたままだと両親に見つかって捨てられちゃうかもしれないからね」

「なるほど、そういうことか。なら任された」

「頼たのんだよー！」

　桃太郎はヒロトと握あく手しゆを交かわすと、縄梯子を登ってヘリコプターへと戻っていった。

　遠ざかるヘリを見送った後、ヒロトは三枚のディスクを手に家へと引き返す。ジャマ子は今も昼食を作っているらしく、テレビの前は空いたままだ。

「とりあえず、これが何なのか観てみるか。ジャーマがこの世界にいる以上、妖よう精せいの女王様からの召しよう喚かんがあるはずもないからな。そういう意味じゃ俺はヒマだ」

　まずは乙姫から渡わたされたディスクをプレイヤーにセットし、リモコンで再生ボタンを押してみる。

　しばらくすると、乙姫の顔が大写しになった。

　どうもＣｈｕ‐Ｓｉｎｇ‐Ｒｕｎに関する映像ではないようだ。どうやら乙姫が自画撮どりしたらしい、ホームビデオじみた録画映像であった。

『やっほー、ヒロちゃん。これ観てくれてるのねっ』

　カメラを前に大アップを披ひ露ろうしている乙姫は、相変わらずの軽いノリで気さくに笑みを浮かべている。

『アタシがいなくて寂さびしいってときには、いつでもどこでもこれを再生してねっ。それに……前みたいに借金で困ったときにも、これからはモモちゃんに頼たよらなくてもコレを使ってくれていいんだからねっ。ヒロちゃんのためになるのなら、このビデオをダビングしてファンに売りさばいてもアタシ怒おこらないからっ』

　何気なく画面を眺ながめていたヒロトだったが、次のワンシーンはそんな彼の余よ裕ゆうを粉こな微み塵じんに打ち砕くだく。

　何な故ぜならカメラに顔を近付けていた乙姫が、一歩退ひいて全身を露あらわにしたのだ。

　あろうことか乙姫は、少なからず過激な水着を身に纏まとっていたのだ。

『なにせ現げん役えきトップアイドルの秘密の自画撮りイメージビデオよっ！　やりようによっては一財産作れちゃうと思うわっ。ちなみにこのすっごく過激な水着は、リコちゃんから借りたの。やっぱり水着と言えばブラジル水着の出番よねっ！　どっきり！』

　露ろ出しゆつ度どの高い幼馴染の水着姿に、ヒロトは絶句するしかなかった。

　自分の水着に顔を真っ赤にしつつも、乙姫は用意しておいた透とう明めいなビニール製のバランスボールに跨る。

　しかしそのあたりで、ヒロトは慌あわててリモコンの停止ボタンを連打した。

「一財産作るにも限度があるだろ！　こんなものを流出させられるか！　今のお前はトップアイドルで、なおかつ国家元首だぞ！」

　ヒロトはすぐさまデッキからディスクを取り出し、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、叩たたき割った。

「……まったく、明日美がこの場にいなくて良かった」

　自分の心臓の音がバクバクと聞こえる中、ヒロトは未いまだ震ふるえている指先で二枚目のディスクを取り出す。

　先ほどの衝しよう撃げき的なシーンを上書きするためにも、ヒロトの脳は次の映像情報を欲ほつしていた。

　そうしてプレイヤーに入れた次のディスクは、リコから渡されたものだ。やはりこれも自画撮りのホームビデオらしく、再生とともにリコの大アップが画面を占せん拠きよした。

『ウッピーにも異世界のモンスターさんの良さを分かってもらうために、リッコはホームビデオを撮ってみたゾ！　毎週色んなモンスターさんを紹しよう介かいしていくゾ！』

　録画映像のリコは、そう言うなりカプセルを取り出し、モンスターを召喚する。

『じゃじゃーん。このコは大型イソギンチャクのきんちゃくだゾ！』

　現れたのは、おどろおどろしい虹にじ色いろの触しよく手しゆの塊かたまりだ。

　イモムシの束のような触手を蠢うごめかせて獲え物ものを探している姿はあまりに不気味で、一見可愛かわいらしく思える体の星柄がらも、実は黄色いヒトデが何なん匹びきも共生しているだけだった。

「き……キモい……」

『きんちゃくは、うにょうにょした触手で獲物を捕つかまえて丸まる吞のみにしちゃうのだ！　もちろんお肉以外のものを食べちゃうとお腹なかを壊こわしちゃうから、溶よう解かい液で服とか金属は先に溶とかしちゃうんだゾ。……ン？』

　得意げに語るリコだったが、触手の一本が彼女の足首に巻きつけられた瞬しゆん間かん、彼女の体はあっという間に吊つり上げられてしまった。

『こ、コラーっ！　スキンシップは厳禁だゾ！　ふ、服が溶けちゃうゾーっ！』

　触手の先せん端たんから溶解液を浴びせられ、為なす術すべもないリコは涙なみだ目めになって抵てい抗こうを示す。が、いくら暴れようが手足を触手で束そく縛ばくされてはどうにもならない。

　無情にもきんちゃくは主あるじの命令にも無反応のまま触手プレイを続行する。

「こ、こ、これは……」

　褐かつ色しよくの美少女が触手の群れに翻ほん弄ろうされようとしている映像に、ヒロトは思わず身を乗り出していた。

　しかし、ここから先の光景を彼が観ることはなかった。

『ぱお？』

　自画撮りに使われていたビデオカメラを、突とつ如じよとして現れたインドぞうが動かしたのだ。

『ぱおぱおー。ぱおっぱおー』

　リコは今もイソギンチャクとスキンシップをしているようだが、それはすでに音声しか記録されていなかった。

　インドぞうが自分にカメラを向け、妙みように気取ったポーズを次々に披露し始めたのだ。迷わずヒロトはすぐに早送りボタンを押す。

　が、期待に反して画面が触手プレイに切り替かわることは二度となく、延々とピンク色のゾウのポージングが続き、映像はそのまま終わってしまった。

　ヒロトは空むなしくなって、デッキからディスクを取り出し、悲しげに叩き割った。

　やりきれなさに包まれるヒロトだったが、まだ手元にはもう一枚ディスクが残っている。しかし、これは桃太郎のディスクだ。

「本当に特撮なのか？　本当の本当にか？」

　震える手で桃太郎から渡されたディスクを持ち、ヒロトは盤ばん面めんに映った自分の顔と自問自答を続ける。

「……やめておこう。万一のことがあった場合、戻もどれなくなったら困る」

　ヒロトはディスクを厳重に封ふう印いんし、忘れることにした。

「勇者ヒロトー、昼食が出来ましたよー」

「もうそんな時間か！　よし今日も美味おいしいご飯をいただきます！」

「どうかしたのですか、何だか挙動不審ですよ？」

「別に何もない。何もなかった。これからもない。むしろ何かあると困る」

　小首を傾げるジャマ子を尻しり目めに、ヒロトはわざとらしくリモコンのチャンネルを操作し始める。

　しかし、今はどのチャンネルも放送を中止してしまっていた。

　おそらく、テレビ放映に携たずさわる勇者たちが全すべて異世界へと旅立ってしまったのだろう。

「この調子じゃ、七十二億の勇者が全員いなくなるのも時間の問題だな」

「ええ。もう誰だれもいないみたいですねー」

　アツアツの昼食を食しよく卓たくに揃そろってかっこみながら、ヒロトとジャマ子は若じやつ干かん他人ひと事ごとのように言葉を交わす。

「……ジャーマ。今何て言った？」

「もう誰もいませんよ？　勇者の存在を探知する余のアンテナがそう言っています」

　金きん髪ぱつから一本伸のびたアホ毛を引っ張りつつ、ジャマ子はそう言った。

　思わず食事を中断して家の外へと出たヒロトだが、街は以前とは違ちがい本当の意味でのゴーストタウンと化していた。

　今も残されたままの三つの名城が、異常な圧あつ迫ぱく感かんを増している。風の音や虫の声が、やけに大げさにヒロトの耳に聞こえてきた。

「──勇者ヒロト。上を」

　そんな中、昼食を片付けたジャマ子がヒロトに続いて玄げん関かんに姿を見せた。彼女は上空を見上げ、睨にらむかのように目を細める。

　促うながされ、ヒロトも頭上を仰あおいだ。いつの間にか広がっていた分厚い黒い雲が太陽を隠かくしてしまっており、まだ昼間であるにもかかわらず随ずい分ぶんと暗くなってしまっていた。

「あれは、雲などではありません」

　だが、ジャマ子に言われてようやくヒロトにも、頭上の暗くら闇やみの正体が分かった。

　それは、空という空を埋うめ尽つくし覆おおい尽くす、幾いく億おくものモンスターの群れであった。
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　ついに現れた魔ま王おうの大軍勢。その数、七十二億。

　想像を絶する数の魔王の群れの迫はく力りよくと威い圧あつ感かんは、伝説の勇者であるヒロトの身をも竦すくませるほどだった。

「ついにこの世界に現れたようですね、復活を遂とげた七十二億の魔王たちが」

　空を睨み上げていたジャマ子が、ぽつりと声を漏もらした。

「この世界に、だって──？　おいジャーマ、どういうことだ！　どうして異世界の魔王たちが、それも七十二億の魔王たち全員が、この世界に現れたんだよ！」

　普ふ通つうに考えれば、復活した魔王たちは各おの々おのの異世界にいるはず。だからこそ異世界からＳＯＳがあったのだし、それに応じて七十二億の勇者たちが旅立ったのだ。

　しかし、ヒロトの頭上を埋め尽くす重々しい現実は、それが噓うそ偽いつわりであったと確信するに充じゆう分ぶんな光景であった。

「聞いてのとおりです、勇者ヒロト。危機が迫せまっていたのは、七十二億の異世界などではありません。狙ねらわれていたのは、初めからこの世界だったのです」

「──は？」

「あーまーそうでしょうね。せっかく復活したのに、勇者たちが次々に送り込まれてくるこんな世界が残ったままでは、彼らもやりにくいでしょうから」

「そ、そんなこと初耳だぞ！」

「ええ。言いませんでした」

　愕がく然ぜんと振ふり返るヒロトへと、ジャマ子が厳おごそかに口を開いた。

「……お前もか？　お前も、あいつらの仲間なのか。そりゃそうか、なんたってお前も魔王なんだからな……」

　ヒロトの震える指先がジャマ子へと突つき付けられる。

「勇者ヒロト──」

　だが、ジャマ子が言葉を続けるより先に、上空の魔王たちが動きを見せた。

　七十二億の魔王を代表するように群れの中心に陣じん取どっていた六人の魔王が、ヒロトたちのもとへと降下してきたのだ。

「我々は七十二億の魔王の軍勢を統とう率そつしている六大幹部だ。この度たびの働き、ご苦労だったな、大魔王ジャーマよ」

　名乗り出た魔王の一人が、ジャマ子へと視線を巡めぐらせる。その決定的な一言に、ヒロトは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ど、どういうことだ……」

「どうして未だ勇者が一人残っているのかは分からないが、まあいい、一人では我々七十二億の魔王を相手にすることも出来まい。質問に答えてやろう」

　六大幹部を名乗る魔王の一人、漆しつ黒こくのダークヒーロースーツを纏まとった男が、冷たい眼まな差ざしでヒロトを一いち瞥べつする。

　その姿は、桃太郎が変身するゴユウジャーのスーツと酷こく似じしていた。

「我々全ての魔王は互たがいに手を結び、勇者たちの世界を滅ほろぼすための算段をつけたのだ。だからこそ我らは、宿敵に復ふく讐しゆうするより先に、まずはこの世界そのものを滅ぼすことに決めたわけだ」

「故ゆえに余は、言わば魔王の尖せん兵ぺいとしてこの世界を訪れた。勇者たちを覚かく醒せいさせることで世界に混乱をもたらし、そして最後の仕上げに、異世界へと放ほう逐ちくしたのだ」

　漆黒の魔王の言葉を継つぎ、ジャマ子はヒロトへと語りかける。

　その口調は、すでにかつての大魔王としてのそれに戻っていた。

「余と七十二億の魔王たちがこの世界を滅ぼした後は、異世界に散らばる七十二億の勇者たちを一人ずつ始末していけば良いだけの話……。もう、異世界の脅きよう威いに際して送り込まれてくる勇者はいなくなるのだからな」

　ジャマ子の言葉に、ヒロトは唇くちびるを嚙かみしめた。

　罠わなだったのだ。

　全ては、噓偽りだったのだ。

　この世界を訪れ、勇者相手に嬉き々きとして戦いを挑いどもうとしていた誇ほこり高い魔王としての姿も、そしてアニメやゲームを満まん喫きつしていたお調子者の少女としての姿も、全ては魔王の軍勢を手引きするためのカモフラージュでしかなかったのだ。

「大魔王、ジャーマ……っ！」

「勇者ヒロト。怒いかりの目を余に向けるのは勝手だが、剣けんを持たないその身で、果たして何が出来るというのだ？」

　ジャマ子は嘲あざけりの笑えみを浮うかべていた。

　勇者の記き憶おくを取り戻して以降、今この瞬間ほど、ヒロトは自分の不ふ甲斐がいなさを呪のろったことはなかった。

　いつ眼前の大魔王が牙きばを剝むいてもいいよう、常つね日ひ頃ごろから戦う準備をしておかなければいけなかったのだ。

「しかし大魔王ジャーマ、何な故ぜその勇者を一人残していたのか、理由を聞こうか」

　そんな中、漆黒の魔王が怪け訝げんそうに尋たずねた。

「ああ、まあ、いいではないか。余は勇者の使命を忘れた愚おろか者に、世界が滅びる様を見せ付けてやりたいだけだ。故に、誰も手を出すな。この男は余の獲物だ」

　ジャマ子は六大幹部をじろりと睨みつけたが、大魔王としての威い容ようも力も取り戻していない小こ娘むすめの眼力に怯ひるむ魔王たちではなかった。

「勝手にしろ。ならば貴様の望み通り、その勇者に世界滅めつ亡ぼうの光景を見せてやるか」

　圧あつ倒とう的な魔力をその身に帯びた六大幹部の声を合図に、上空の他ほかの魔王たちもゆっくりと街へと降下を始めた。

　都合の良いことに、彼らの居城となるに相応ふさわしい二つの城と、それを取り巻く堅けん牢ろうな城じよう壁へきが張り巡らされている。

「同どう胞ほうのために余が用意しておいた居城だ。世界滅亡の特等席にするがいい」

　それらは先日ジャマ子がこの街に召しよう喚かんし、そしてそのまま放置していた三つの名城だ。降下してきた魔王の大軍勢は、城の上の思い思いの場所に陣取っていく。

　固こ勇ゆう能のう力りよくを発揮できないヒロトには、自分の浅はかさを悔くやみ、呪のろいながら、その光景を見届けることしかできない。

　そんなヒロトの眼前で、七十二億の魔王たちが城の敷しき地ち内、あるいは上空に集結したのを見届けたジャマ子が、ぽつりとこぼした。

「そう──罠だったのだ。全ては、噓偽りだったのだ」

「くっ……、一思いに殺せ……」

「諦あきらめるのか。ここで諦めてしまうのか。確かに、あなたが異世界で繰くり広げた冒ぼう険けんの中でも、この瞬しゆん間かんに勝まさる絶望的局面はなかったでしょう。しかし、余の知る勇者ヒロトという男は、たとえ絶体絶命の窮きゆう地ちにあろうとも、決して勇気を捨て去るような男ではなかったはずです。勇気を捨てた者を、勇者とは呼びません」

「ジャー……マ？」

「あなたが余を高く評価してくれたように、余もまた、あなたを高く買っているのです。失望させるようなことは言わないで欲しいものですね、勇者ヒロトよ」

　その言葉に顔を上げたヒロトは、すぐに気付いた。

　ジャマ子の口元に、これ以上ないほどの、会心の笑みが浮かんでいることに。

「何を二人でお喋しやべりしている、大魔王ジャーマ！」

　六大幹部の一人の叱しつ責せきが飛んでくると同時に、ジャマ子は同胞であるはずの魔王たちへと身構えながら振り返る。

　そして彼女は、自分を取り巻く六大幹部や、城内や上空に陣取ったままのその他七十二億の魔王たちへと向け、その手をかざす。

「勇者ヒロト、他の勇者たちを異世界へと飛ばさねばならなかった、もう一つの理由を教えましょう。それは、余が他の魔王たちに与くみしていたからではありません。全すべての布石は、この瞬間のためだったのです！」

　ジャマ子の叫さけびを合図に、街全体に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。魔法陣は眩まばゆいばかりの光を放ち、七十二億の魔王たちを包み込む。

「こ、これは──」

　街を覆う魔法陣を形作っているものの正体に気付き、ヒロトは息を吞のむ。

　あろうことかジャマ子は、姫ひめ路じ城とノイシュヴァンシュタイン城の二つを魔法陣の中ちゆう核かくとし、万ばん里りの長城の城壁を用いて巨大な円陣を完成させていたのだ。

「大魔王の秘術中の秘術を用いるには、それ相応のストーンサークルが必要でしたからね。余の魔力を増ぞう幅ふくさせ、このあまりに大おお掛がかりな儀ぎ式しき魔ま法ほうを完成に至らしめることこそが、新四天王の真の役目であったのです！」

　ジャマ子の呪じゆ文もん詠えい唱しようが始まるとともに、魔王たちを内側に取り込んだ巨大な魔法陣が発動した。

　瞬間、魔法陣は内側の魔王たちを対象に魔力の吸収を強制的に開始する。

「魔力吸収の魔法陣……これほど巨大なものを用意するのは苦労しましたよ！」

　無論、相手もジャマ子と対等の存在である魔王だ。

　いくら儀式呪文が強大とはいえ、他の魔王の魔力を根こそぎ奪うばうことなど出来るはずもない。効果は微び々びたるものでしかなく、おそらく、吸収できたのは総魔力の一パーセントにも遠く及およばない。

「力が漲みなぎる……これでようやく、余の本来の姿を取り戻もどせるというもの！」

　だが、魔力吸収は魔法陣の内側に存在する魔王全てを対象とする。

　一体一体なら微び量りようでも、それが七十二億も集まれば、効果は計り知れない。

「さあ、見るがいい──ですが、あまりの美しさに目が潰つぶれても知りませんよ？」

　魔法陣が吸い上げた七十二億の魔王たちの魔力が、ジャマ子へと収束していく。

　凄すさまじい光の中で、まずはジャマ子の体に、小魔王のときと同じ角や翼つばさや尾おが現れた。そして次の瞬間には、彼女の全身を黒い外がい殻かくが覆おおい、角は膨ふくれ上がって禍まが々まがしく捻ねじれ、堕だ天てん使しとドラゴンの二対ついの翼が広がり、悪魔の尾が大木の幹のような太さを取り戻す。

「あれは──」

　ヒロトは、呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで目の前の光景に見入っている。

　彼の目の前で、かつて全身全ぜん霊れいをかけて一対一の死し闘とうを繰り広げた最強の大魔王が今、完全復活を遂げていた。

「余の名は大だい魔ま王おうジャーマ！　幾いく多たの異世界から集つどいし魔王たちよ、もしも我が勇者と、そしてこの世界を滅ぼすというのなら、その前に余自ら相手をしてやろう！　持てる全ての力と勇気を振り絞しぼり、挑んでくるがいい！」

　翼を広げ、真しん紅くの瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ、大魔王ジャーマが咆ほう哮こうを上げた。

　そのあまりの威い圧あつ感かんと、迸ほとばしる魔力は、他の七十二億の魔王たちを一いつ瞬しゆんたじろがせるほどであった。

「ど、どういうことだ！」

　魔王たちの代弁をしたわけではない。だが、突とつ然ぜんのジャーマの反逆に狼狽うろたえたのはヒロトも同じだった。

　ヒロトを振り返りながら、ジャーマはふてぶてしく笑ってみせた。

「見くびらないで欲しいものですね、我が勇者よ。あなたを倒たおすのは完全復活を成し遂とげた余の役目。どこの馬の骨とも知れぬ異世界の魔王の手出しなど許せるはずがありません。余は魔王の中の魔王、大魔王ジャーマなのですから」

　それは彼もよく知る、不敵で、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、自信に溢あふれた、大魔王らしい威い厳げんのある笑みだった。

　まさしく魔王の中の魔王を自負する、ジャーマに相応しい笑みだった。

「余とあなたのたった二人に対し、敵は七十二億の魔王の大軍勢。勇者ヒロト、また先ほどのように潔いさぎよく諦めてしまいますか？　しかし、もしも再び勇気を胸に宿すことが出来るのならば、これを返しておきましょう」

　変へん貌ぼうを遂げたジャーマは、懐ふところから一本の剣を取り出した。

　それこそは、かつての戦いの折、聖剣ソノハヤと魔剣アークブリンガーを彼女の魔力で融ゆう合ごうさせることで誕生した、名も無き聖魔剣であった。

「──いいや、もうあんな無様な真似まねは見せやしない。魔王に気付かされるなんて勇者失格だが、せっかくの汚お名めい返上の機会だ」

　ジャーマから受け取った剣を、ヒロトは自然体で構える。

　その顔には、勇者と呼ぶに相応しい戦士の表情が浮かんでいた。

「魔王の力を奪うこの魔法陣を発動させることこそが、余の最大の狙ねらいでした。しかし、もしもこの場に勇者がいたのなら、魔法陣はその力さえも奪うどころか、同じく吸い上げた魔王たちの魔力と相そう殺さいされてしまう恐おそれがありました。故に余は、魔王たちを欺あざむくため、そして勇者たちを一時的に脱だつ出しゆつさせるため、彼女と組んで計画を立てたのです」

　非礼を詫わびるかのように頭を下げるジャーマ。

　だが、殊しゆ勝しような大魔王に対し、勇者であるヒロトのほうが深く頭を下げ返した。

「俺のほうこそ疑って済まなかった。あれだけ信じるって言ったのにな……って、あれ？　俺はいても良かったのか？」

「ああ、まあ、構いません。剣を持たないあなたの力など、カスにも等しいのですから」

「あ、あっそう……ところで彼女って？」

「勇者ヒロトにとっても懐なつかしい相手です──が、今はそれどころではないようですね」

　ジャーマはヒロトへの返答を途と中ちゆうで打ち切ってしまった。

「裏切るつもりか、大魔王ジャーマ！」

　六大幹部の一人である漆しつ黒こくの魔王が、怒りの殺気とともに剣を抜ぬいたからだ。

　ダークヒーロースーツ同様、桃太郎の持つブレイブレードと似た形状を持つ、黒い刃やいばを備えた剣だった。

「最初から気に食わなかったのです。大魔王たる余が、ただの一兵卒というのはね！」

　ジャーマは忌いま々いましげに、幹部たちを睨にらみつける。

「そんな下らぬ理由でせっかく復活した命を散らすとは、愚かなことだ。冥めい土どの土産みやげに、魔王の軍勢たる六大軍団を指揮する、我ら大幹部の名を教えておいてやる！」

　そう言うなり漆黒の魔王は、唐とう突とつに起こった大爆ばく発はつを背負い、変身ヒーローじみたポーズを取った。

「オレは暗黒ダーク卿ロードオウジャブラック！　もとは人間でありながら冥めい府ふ魔道に堕おちて魔王となった魔ま人じん軍ぐん団だんを統とう括かつする、魔王戦隊マオウジャーのリーダーだ！」

　オウジャブラックの名乗りを皮切りに、今まで黙だまっていた六大幹部たちが我先にと前に出てくる。

「妾わらわは、悪の魔法少女プリンセス・ディアボロ。ゾンビやゴーストといったアンデッドの魔王たちが集まる不ふ死し軍ぐん団だんを統括する、吸きゆう血けつ鬼きの姫ひめである！」

「あちきは白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びのヘブニラ。荒あらぶる野性と邪じや悪あくな狡こう知ちを兼かね備そなえた魔ま獣じゆうの王たちが集う百ひやく獣じゆう軍ぐん団だんを統括する、妖よう狐この女王です。お見知りおきを」

「ワシの名は武ぶ装そう甲こう虫ちゆう・頭とう角かく！　蠱こ毒どくの中で人じん智ちも及ばぬ邪悪な進化を遂げた戦蟲ウオーム軍ぐん団だんを統括する、凄すご腕うでの大豪よ！」

『我わが輩はいは機き械かい皇こう帝ていマシンカイゼル。インプットされた悪あしき知性に従い人類絶ぜつ滅めつを目もく論ろむ魔神マシーン軍ぐん団だんを統括する、全知全能の存在だ！』

　オウジャブラックの次に名乗り出た幹部は、ハートの王おう冠かんを被かぶりゴシックロリータファッションに身を包んだヴァンパイアの美少女、プリンセス・ディアボロ。

　三番手は、シースルーの単衣ひとえを重ね着して肌はだを隠し、狐きつねのお面を頭の上に乗せた美女。妖狐のヘブニラと名乗った彼女は、狐の耳と九つの狐の尾を備えている。

　四番手の頭角は、まさに人型のカブトムシだった。肩かたからはテントウムシ柄がらの陣じん羽ば織おりを引っかけ、四本腕の一本に朱しゆ塗ぬりの盃さかずきを持ち、琥こ珀はく色いろの蜜みつを美味うまそうに舐なめている。

　そして今までの幹部を圧あつ倒とうする巨きよ体たいを誇ほこるのが五番手の巨大ロボット、マシンカイゼル。様々な怪かい物ぶつをパーツとして取り込んできたかのような異形の持ち主だ。

「どこかで聞いた覚えのある名前だな……。一、二、三……一人足らないぞ」

　ヒロトがそう呟つぶやいた瞬間、最後の六大幹部が咆哮を上げる。

「ゴアァァァァァァァァァァ！」

　身も凍こおるような叫びの主は、紛まぎれもなくドラゴンであった。赤、青、黄、白、緑、紫むらさきと、入り乱れたルービックキューブのような斑まだら模様のカラフルな鱗うろこを持ち、サイズで言えば先の機械皇帝に勝るとも劣おとらない。

「我らこそ七十二億の魔王を統とう率そつする六大幹部だ！　どうだ、恐れ入ったか！」

「おい！　最後の奴やつが自己紹しよう介かいできてないぞ！」

　あっさり流そうとするオウジャブラックに対し、ついついヒロトは突つっ込んでいた。

「奴の名は邪じや神しん竜りゆうムードムードだ！　ドラゴンが闇やみに堕ちて魔王と化した魔ま竜りゆう軍ぐん団だんを統括しているが、人語は話せない！」

　ダークブレイブレスレットの翻ほん訳やく機能を使い、オウジャブラックは律りち儀ぎに答えた。

「本当ならもっと早くこの世界を滅ほろぼしに来たかったのだが、誰だれが暫ざん定ていリーダーを担になうかで仲なか違たがいし、今まで全魔王による総ジャンケンで勝負を付けていたのでな、こんなに遅おそくなってしまった」

「なんで大幹部をジャンケンなんかで決めるんだよ！」

　ヒロトは六大幹部へと抗こう議ぎの声を上げた。

　最も早はや、現代世界最大の危機だということすら忘れていそうなノリだった。

「七十二億のジャンケンなんて、そんな簡単に結果が出るはずないだろ！　大体、話を聞く限りだと、お前ら偉えらそうだった割にジャンケンに勝ち残っただけじゃないか！」

「ジャンケンだろうと勝ちは勝ちであろう」

「魔王たる者、どんな勝負でも常に勝たなければなりません」

　ディアボロとヘブニラが、揃そろって得意げに胸を反らす。前者の吸血鬼はあまりに凹おう凸とつに乏とぼしく、後者の妖狐はあまりにたわわで、貧富の差が顕けん著ちよだった。

「大体、一度に名乗られても覚えられるわけないだろ！　そもそもラスボスは誰だよ！」

「オレだ！」

「妾わらわであろう！」

「あちきです！」

「ワシだろ！」

『我輩だ！』

「ゴアァァァァァ！」

　途と端たん、六大幹部は火花を散らしていがみ合いを始めてしまった。

　これにはヒロトやジャーマはもちろん、城内や上空で待機を続けている他ほかの魔王たちさえ呆あきれ果てる。

「ええい、このままでは埒らちが明かない。誰がラスボスかもジャンケンで決めるぞ！　そして勝者があそこの勇者を始末する。それでいいな！」

　オウジャブラックの言葉に、他の幹部もジャンケン勝負ということで納なつ得とくしたようだ。

　魔王たちは場の景色を歪ゆがめるほどの邪悪なオーラを発し、互たがいに牽けん制せいしあう。

「最初はグー！」

「ジャン！」

「ケン！」

「こーん！」

『頭角、貴様何も出していないとはどういうことだ！』

「ムッ？　出しているじゃねえか。ようく見やがれ」

　全員がグーを出したが、カブトムシ型魔王の頭角だけは盃を手にしたまま、何も出さなかった。

　しかし彼は他の幹部の指し摘てきを受け、陣羽織の奥に隠していた三本目の腕をこれ見よがしに持ち上げる。もちろんパーであった。

「これぞワシが全魔王総ジャンケンを勝ち抜いた、文字通りの奥の手よ！」

「汚きたないぞ！」

「やかましいわ！　要は勝てばいいのよ、勝てばな！」

　悔くやしげに拳こぶしを握にぎりしめる他の幹部たちを差し置いて、頭角が進み出た。

「というわけで、先せん鋒ぽうはこの頭角様よ！　一番首の手て柄がらはワシが貰もらう！」

　頭角は角を大きく掲かかげると、盃の中の蜜を一気に飲み干す。そしてヒロトたちの前に立ち塞ふさがり、器うつわを投げ捨て、陣羽織をも脱ぬぎ捨てた。

「ワシは強つええ奴と戦うのが三度の蜜より大好きなのよ。勇者が一人もいない世界なんぞ捻ひねり潰つぶしても、何の愉たのしみもねえと思っていたところだ」

　露あらわになった四本腕で腰こしに差した四本の禍まが々まがしい妖刀を引き抜いた頭角は、その切っ先をヒロトへと向けた。

「人ケラとはいえ、勇者が相手なら手加減する必要もねえだろう。文字通り、手数は抜かずにやらせてもらうぜ！」

　頭角を前に剣けんを構えるヒロトを見つめ、残った幹部たちは顔を見合わせる。

「仕方ない、勇者の首は頭角にくれてやろうじゃないか」

「まだ裏切り者の魔ま王おうが一人残っておるからな」

『ジャンケン続行か』

「ゴアッ！」

「じゃーんけーん、こーん」

　彼らはすでにヒロトから興味を失ったようで、ジャンケンを再開してしまった。

「大魔王ジャーマ、お主のお相手はあちきがしてあげましょう」

　そんな中、ジャンケンに夢中の幹部たちを尻しり目めに、ジャマ子の前には白面金毛九尾のヘブニラが立ち塞がっていた。

「ちょっと待て！　何な故ぜヘブニラが抜け駆がけを！」

「おかしいぞ、ヘブニラはここにいるではないか！」

「あーいこーで、こーん」

　残されたオウジャブラックやディアボロは、目の前で今まさにジャンケンの相手をしているヘブニラと、ジャマ子の前に進み出たヘブニラを、交こう互ごに見比べる。

『解かい析せき終しゆう了りよう。しまった、これは幻げん術じゆつだぞ！』

　機械皇帝マシンカイゼルの声を聞き、邪神竜ムードムードが鼻息を荒らげた。すると、ジャンケンを続けていたヘブニラの輪りん郭かくが揺ゆらぎ、狐火に姿を変えてしまう。

「今さら気付いても遅い。一生ジャンケンしてなさいな！」

　こうして二人の魔王が、それぞれジャーマ、ヒロトと相対する。

　四本の太刀たちを構えた頭角と、無数の狐火を呼び出したヘブニラは、すでに臨戦態勢を整えていた。

「勇者ヒロト。余以外の魔王に敗れるなど、万が一にも許しませんからね！」

「その言葉、そっくりそのまま返しておく！」

　ヒロトは聖せい魔ま剣けんを握り締しめ、迫せまる四刀流の乱らん舞ぶをたったの一本で受け流す。

　ジャーマもまた、その頑がん強きような肉体でヘブニラの狐火を受け止め、弾はじき返していた。

「しかしまさか、大魔王ジャーマとこうして肩を並べて戦う日が来るなんてな……」

「ワシの攻こう撃げきをさばくとは二本腕のくせに器用な奴だ！　それに剣けん士しとしての腕も一級！」

「そりゃどうも！」

　勢いを増す頭角の刃の乱舞が、四方八方から白はく刃じんを翻ひるがえしてヒロトを襲おそう。四本の太刀の乱れうちを、しかしヒロトは聖魔剣一ひと振ふりで見事にさばいた。

　もしもヒロトの持っている武器がその他の剣であったなら、とても出来ない芸当だっただろう。ジャーマが生んだ聖魔剣は、ヒロトの能力を向上させる剣としては破格であり、まさしく最強の剣であった。

「四刀流とは恐おそれ入ったよ。あんたもなかなかの剣士だ！」

「四刀流……？　数を見誤ったな、人ケラ！　この頭角様の大角が見えねえか！」

　不意に頭角は頭を振ふり上げ、頭頂に生えた巨きよ大だいな角を振り下ろした。

　ヒロトは突とつ如じよとして襲い掛かかってきた五本目の刃やいばに仰ぎよう天てんしつつも、その一いち撃げきを全力で受け止める。

「ぐっ……これはきつい。さすがは力持ちのカブトムシ！　それに五刀流だったとは！」

　ヒロトは手に強きよう烈れつな痺しびれを感じ、一いつ旦たん間合いを取るべく後方へ大きく飛び退のく。

　しかし、頭角は四本腕に刀を構えたまま、背中の甲こう殻かくを広げた。

　中から現れたのは、カブトムシの翅はねであった。二枚の翅は頭角が構えた妖刀や角よりもさらに巨大で、極ごく薄うすの透とう明めいな刃を思わせる鋭するどさだった。

「──まさか、七刀流！」

　ヒロトは己おのれの後退を悔くやんだが、もう遅かった。頭角は自らの翅を超ちよう振しん動どうさせると、切れ味抜ばつ群ぐんのカマイタチでもって遠えん距きよ離りのヒロトへと斬ざん撃げきを加える。

「文字通り、一ひと皮かわ剝むけた男の切れ味ってもんを見せてやろう！」

　不可視の刃を、不利な体勢ながらもヒロトは剣で受け止めた。だがその隙すきをつき、頭角は妖刀を鞘さやに、翅を甲殻に収めた状態で突っ込んでくる。

「我流七刀流居合術、七しち・剣けん・抜ばつ・刀とう！」

　超高速の突とつ撃げきとともに、頭角が吠ほえた。

　居合の構えで四本の妖刀を引き抜ぬき、背中の翅を最速で広げ、そして全身を瞬しゆん時じに脱だつ皮ぴさせることで頭部の角までもが強度と硬こう度どと速度を増す。

「くそ、せめてこっちにもう一本剣があれば……！」

　迫る七本の凶きよう刃じん、その寸前。

　不意に空から一振りの剣が輝かがやきとともに落ちてきた。

「あれは、ブレイブレード！」

　ヒロトはその剣を片手で受け止め、聖魔剣と合わせて十字に構える。固勇能力『剣聖』は相乗的に効果を発揮し、二つの刃を交差させた一点で頭角の七刀流を食い止めた。

「行くぜ頭角！　奥おう義ぎ、縦じゆう横おう十じゆう文もん字じ斬ぎり！」

　そのままヒロトは両手に構えた聖魔剣とブレイブレードでもって、頭角へと会心の一撃を加えた。

　その一撃で頭角の分厚い甲殻を切り裂さくことは出来なかった。しかし、ヒロトの二刀流は頭角の巨体を弾き飛ばし、甲殻の内部に強烈なダメージを与あたえたようだ。

「しかし、ゴユウジャーの剣がどうしてここに」

　気を失ってその場に倒たおれる頭角を尻目に、ヒロトは自分が手にしたブレイブレードを不思議そうに見下ろす。

「敵は七十二億の魔王の大軍団……こんな美味おいしいクライマックスを独ひとり占じめするなんてズルいよ、ヒロト！」

　そんなヒロトへと、頭上から声がかかる。

　見れば、目立つビルの屋上に陣じん取どった、桃もも色いろの人ひと影かげがあった。

「猛もう烈れつに燃え上がる桃色の勇姿！　ユウジャピンク！」

　ド派手な爆ばく発はつを背負って、桃太郎が叫さけんだ。

「桃！　お前、異世界に行ったはずじゃ……」

　桃太郎はビルの屋上から飛び降りると、ヒロトの傍かたわらへと華か麗れいに着地する。

「うん。でも魔王戦隊マオウジャーの姿なんてどこにもなかったし、危機も全然迫っていなかったんだよ。司令官にどういうことか尋たずねても、準備が出来次し第だいすぐにもとの世界に送そう還かんするって言われてね、結局わけもわからないまま戻もどってきたわけさ」

　肩かたをすくめた桃太郎は、ヒロトからブレイブレードを返してもらい、六大幹部の暗黒卿オウジャブラックへと向き直った。

「で、まさかボクの世界にいるとは思ってもみなかったよ、オウジャブラック！」

「ユウジャピンク……とうとう現れたか、我が宿敵よ！　ええい、相変わらずけしからんスカートなどはいてからに！」

「スカートくらいで目くじら立てないで欲しいな」

「いいや許せん、認められん。このオウジャブラック直々に貴様を打ち倒たおし、その破は廉れん恥ちなスーツを引き裂いて全ぜん裸らに剝むいてくれる！」

「やだなあ。ヒロト、この人ちょっとストーカー気質で困るよね。何とかしてよ」

　興奮するオウジャブラックの視線から逃のがれるように、桃太郎はヒロトの背に隠かくれる。

　一方、頭角が敗北した上に新手の勇者が現れたことで、ヘブニラは焦あせりを見せていた。

「な、何事です！　勇者の数が増えたではありませんか！」

「気付かないか。ああ、まあ、いいだろう。ならば魔ま法ほう陣じんへと目を向けてみるのだな」

　ジャーマに言われ、ヘブニラは慌あわてて街を覆おおう魔法陣へと視線を移す。

　魔力吸収の魔法陣は大魔王ジャーマの完全復活によってその役目を終え、今は新たな儀ぎ式しき呪じゆ文もんが別の魔法陣を展開していた。

　その新たな魔法陣の中から、超高速で二つの影かげが飛び出してくる。

「ヒロちゃん、無事だったかしらっ！　アタシが舞まい戻ったからにはもう安心よっ！」

「ウッピー、リッコも新しいモンスターさんと一いつ緒しよに、いっぱい活かつ躍やくしちゃうゾ！」

　まずはアーマードレスを装着した龍りゆう宮ぐう乙おと姫ひめ、続いてドラゴンのドラむすこに乗ったリコが姿を見せた。

　そう、七十二億の魔王たちを包み込むほどの巨大な魔法陣は、そっくりそのまま、七十二億の勇者たちをこの世界に呼び戻す召しよう喚かんゲートへと転じていたのだ。

　無論、ゲートを潜くぐってこの場に現れた勇者は彼女たちだけではない。

「好き勝手やってくれているじゃないか、魔王ども！」

「伝説の勇者が相手になってあげるわ！」

「わしも伝説の勇者なんじゃよー！」

「ぼくもでんせつのゆうしゃだー！」

　駆かけつけたのは、街中の勇者たちだ。

　ヒロトの家の向かいに住んでいる引きこもりのお兄さん、飼い犬の散歩が日課の近所のお姉さん、杖つえをついたご老人、それに黄色い帽子の幼よう稚ち園えん児じ。

　勇者たちが次々に魔法陣のゲートを通って現代世界へと舞い戻ってくる。

「そんな阿あ呆ほうな！　魔法陣があろうとも、呪文を発動させなければ召喚ゲートも使えないはずですが！　大魔王ジャーマではないとしたら、術者はいったい──」

　ヘブニラが慌てふためく中、六大幹部の一、悪の魔ま法ほう少女プリンセス・ディアボロだけは姫ひめ路じ城を睨にらみつけていた。

「この気配──召喚ゲートを発動させたのは妾わらわのライバルに違ちがいない！」

　吸きゆう血けつ鬼きの翼つばさを広げ、ディアボロは姫路城へ向けて飛ぶ。

　彼女が向かう先には、天守閣の上に立ち、魔法のバトンを天高く空に掲げた、マジカル・ラミアスの姿があった。

「まったく……後で事情を聞かせてもらうからね、ヴィヴィヤン。そもそも、どうして私だけ異世界に行ったフリしてお城に隠れてなきゃいけなかったの？」

「深い事情があるんですの。明日美ちゃんも変身前なら魔法陣に奪うばわれるほどの力もない勇者ですので、最初から召喚ゲートを担当してもらう手て筈はずでしたの」

「私は明日美ちゃんじゃないんですけど！　魔法少女マジカル・ラミアスだってば！」

　彼女は肩に乗った白ウサギのヴィヴィヤンへと文句を口にしながらも、異世界から還かえってくる勇者たちのために召喚ゲートの維い持じに努める。

　七十二億の勇者たちが揃そろうのも時間の問題だろう。

　現状を認にん識しきしたヘブニラは、怒いかりのあまり九きゆう尾びを逆立てた。

「裏切りだけでは飽あき足たらず、余計な真似まねまでしてくれたようで……！」

「ああ、まあ、いいではないか。寛かん大だいなる余は、貴様らにも、宿敵である勇者たちとの決着の機会を作ってやったのだ」

　襲い掛かってくるヘブニラを、ジャーマは見事な格かく闘とう術でいなす。

「今に無数の勇者たちがこの世界へと帰き還かんし、勇者と魔ま王おうの総力戦が始まるだろう。力なき者は今のうちに逃にげ去るがいい！　もっとも、仮にも魔王を名乗る輩やからが、そんな恥はじ知しらずな真似を出来るのであればの話だがな！」

　ジャーマは眼前の敵だけでなく、七十二億の魔王全すべてに向けてそう宣告した。

　この言葉に、対たい峙じしていたヘブニラはさらに怒りを煮にえたぎらせる。

「お主らの得物をあちきにお貸しなさい！　この裏切り者を瞬しゆん殺さつしてやりましょう！」

　彼女は他ほかの魔王たちへ怒ど鳴なり声を上げると、彼らから魔剣や槍やりや斧おのといった、魔王が手にするに相応ふさわしい異世界でも指折りの武具を集めていく。

　次いで九尾を手の形に形状変化させ、集めた武器を尾おに握にぎらせて装備した。

「これぞ武装アームド九尾・ナイン形態テイル！　頭角が七刀流なら、こちらはさしずめ九刀流！　大魔王ジャーマ、まずはお主から血祭りに上げてくれましょう！」

　四よつん這ばいになって尻しりを高く持ち上げたヘブニラは、九尾それぞれに装備した九つの得物を大きく振りかぶる。

　そして、まさしく獣けものの本ほん性しようを露あらわにしてジャーマへと飛び掛かった。

「余を相手に武器を持ち出すとは、浅はかな……。それが許されるのは、我が宿敵である勇者ヒロトだけだ」

　ジャーマは野太い両りよう腕うでを振りかざし、握り拳こぶしを作る。

　あくまで素す手でで戦うつもりなのだ。

　対してヘブニラの武器は、それぞれが異世界でも最上位の武具である。

「ヒロト！　あれジャマ子さんだよね？　彼女がピンチだよ！」

「あいつはそんな簡単にやられるような奴やつじゃない。それは俺が一番良く知っている。そもそも、ジャーマを相手に武器を持つってことは、最悪の選せん択たくだ」

　焦る桃太郎を尻しり目めに、ヒロトは我がことのように自信満々の様子で口を開いた。

　その瞬しゆん間かんにも、ヘブニラの武装九尾がジャーマへと襲おそい掛かる。

　だが、ジャーマは徒と手しゆ空くう拳けんのまま、たった二つの両の拳で九つもの強力な武器を次々に粉ふん砕さいしていく。そればかりかヘブニラ自身さえ、ただの鉄てつ拳けん一発で戦せん闘とう不能に追い込んでしまったほどだ。

　素手で他の魔王を圧あつ倒とうするその姿は、まさに魔王の中の魔王、大魔王の名に相応しいとさえ言えた。

「俺の持つ、あらゆる剣けんを自在に使いこなす『剣聖』の力のように、勇者には一人一人決まった固勇能力がある。でもそれは、どこの世界の魔王も同じだ。あいつらだって、俺たちの固勇能力と対ついを成す独自の固こ王おう能力を備えている」

　ヒロトはジャーマの勇姿に目を細めながら、桃太郎へと口を開いた。

「大魔王って呼び名は、そもそも異世界の人間たちが付けた二つ名だ。俺の持つ『剣聖』と対を成す称しよう号ごう──『拳聖』ジャーマ。それがあいつの真の名だ」

「剣聖と、拳聖……？」

「己おのれの肉体に絶対の自信を持ち、一いつ切さいの武器や防具を嫌きらうジャーマには、敵が手にした武器の性能次第で自らの力の全てを格段に向上させる、最悪の力がある。敵の武器が強ければ強いほど、あいつの強さも桁けた違ちがいに跳はね上がるんだ」

　ヒロトは手に握る聖魔剣を見下ろし、感かん慨がい深げに唸うなる。

　かつての異世界での戦い、聖魔剣を手にした瞬間から、その壮そう絶ぜつさは一段と増した。

　ジャーマが生み出したこの剣は、ヒロトの戦闘力を極限にまで高めると同時に、ジャーマの戦闘力をも最大限に発揮させる剣だったのだ。

「異世界の数は多い、あいつよりも強い勇者や魔王もきっといるだろう。だけど──俺にとっては、あいつこそが紛まぎれもなく最強のライバルだ」

　ヒロトの信しん頼らいは、まさに大魔王ジャーマの強さから来るものだった。

　九つもの武装を施ほどこしたヘブニラは、言わば最悪の悪手を選んだも同然だろう。

『拳聖』の力で威い力りよくが増ぞう幅ふくされた鉄拳をまともに喰くらった彼女は、頭角同様、気を失ってその場に倒れた。

「武器でもって余を倒すことは不可能！　だが、武器を持たずして余を打ち倒すこともまた不可能！　余を倒しうる存在は数多あまたの世界の全てでただ一人、余と対等の力を有する勇者ヒロトのみ！」

　圧倒的な戦闘力を見せ付けた大魔王ジャーマが、高らかに吠ほえた。

　だが、街中の至る場所に陣取っていた七十二億の魔王たちも、それで引き下がるような見かけ倒だおしの存在ではない。

　彼らもまた、一人一人が一つの世界を滅ほろぼせるほどの、絶大な力を有する魔王なのだ。

　七十二億の魔王たちは、召喚ゲートを通じて現代世界に復帰する勇者たちを悠ゆう然ぜんと見下ろし、臨戦態勢へと移る。

「六大幹部に任せておいたのが間ま違ちがいだったのだ」

「奴らは所しよ詮せん、ジャンケンが強かっただけの小物に過ぎん」

「我こそが真の魔王！　その力を勇者どもに見せ付けてくれるわ！」

　魔力を漲みなぎらせた魔王たちが、今まさに街中の勇者たちへと襲い掛かかる。

　ここに、七十二億の勇者と魔王の最終決戦の火ぶたが切られた。
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　魔法陣の光に包まれた街を舞ぶ台たいに、ゴユウジャーロボとマオウジャーロボが正面切ってのぶつかり合いを続けていた。

「ユウジャピンクよ、貴様とまたこうして戦える日が来るとは最高だな！　さあ、もっと気合いを入れて斬きったり斬られたり突ついたり突かれたり挿さしたり挿されたりするぞ！」

「ううっ……この人の相手をするのはやだなぁ……」

　マオウジャーロボを操あやつる暗黒卿オウジャブラックの執しつ拗ような攻こう撃げきに、ゴユウジャーロボ操縦席の桃太郎も手こずっている。

　その一方で、乙姫は機械皇こう帝ていマシンカイゼルと、リコは邪じや神しん竜りゆうムードムードとの交戦を開始していた。

　彼女たちが繰くり広げる激げき闘とうと同様、街中での勇者と魔王の戦いも激化している。

　しかし、如い何かんせん召喚ゲートの出入り口が渋じゆう滞たいを起こしており、勇者たちはまだ七十二億全員が揃っておらず、そのため苦戦が続いていた。

「明日美ちゃん、さっさと召喚ゲートを全開にしないと負けちゃうですの！」

「簡単に言ってくれるけど、魔法少女にも出来ることと出来ないことがあるんですけど！　それと明日美ちゃん言うな！」

　全魔力を召喚ゲートの維持に費ついやしているため、マジカル・ラミアスは戦いに参加できないでいる。

　間の悪いことに、そこへ悪の魔法少女プリンセス・ディアボロが現れた。

「久しぶりよのう、マジカル・ラミアスよ！　妾を前にそんな無防備な姿を晒さらすとは、随ずい分ぶんと魔法少女としての勘かんが鈍にぶったのではないか！」

「ディアボロ！　こ、こんなときに！」

　ディアボロは悪の魔法のバトンを掲かかげ、ラミアスに狙ねらいを定める。

「ヴィヴィヤン、ディアボロは任せるね！」

「の？」

　ラミアスはすかさず肩かたのマスコットを摑つかむと、ディアボロ目め掛がけて投げつけた。

「明日美ちゃんなにするですのーっ！」

　しかし、ディアボロはバトンを野球のバットのように構えると、飛んできたウサギを景気よくかっ飛ばしてしまった。

　邪じや魔ま者ものを追い払はらった後、召しよう喚かんゲート維持のために動けないラミアスへと、ディアボロは再度バトンを突き付ける。

「さあ、覚かく悟ごはいいか、マジカル・ラミアスよ！」

『ぱんつ！』

　だが、今度こそラミアス絶体絶命と思いきや、彼女のスカートの中から一枚のシマシマパンツが姿を現した。

「……むうー？　さてはラミアスめ、新しい使い魔と契けい約やくしたのであろう！」

「いやその、えっとその、ちょっと違ちがうんだけど今はそれどころじゃないっていうか」

　恥はずかしげに両足をもじもじと擦すり合わせるラミアス。

　彼女を庇かばうために姿を見せたヴォルガルムは、無造作に手を伸のばしたディアボロにあっけなく捕つかまえられてしまう。

「ならば妾わらわの持つ吸きゆう血けつ鬼きの力で、この使い魔を妾の下僕へと変えてやろうではないか！」

「あのそれ、おぱ……ん？」

　ラミアスの制止の声が届くよりも先に、ディアボロはパンツへと豪ごう快かいに嚙かみつく。

『ぱ、ぱんつーっ！』

「いやあああああーっ！　わーん！　やめてー、やめてよー！」

「むごむご……おかしい、いくら嚙んでも血が吸えぬ……」

　ラミアスは真っ赤な顔でわんわんと泣きじゃくってしまった。

　脱ぬぎたてのパンツにむしゃぶりつかれたら、誰だれだってそうなるに違いない。

　今もディアボロの口内からは、ガジガジと牙きばを立てられているヴォルガルムの哀あわれな悲鳴が漏もれていた。

「パンツ！　相手はパンツだよう！」

「しかし、動いて喋しやべっていたではないか。妾わらわは、てっきり下着の形に似たこの世界独自の生き物かと思ったわ。ええい、紛らわしい！」

　ディアボロはガムを捨てるようにヴォルガルムを吐はき出すと、怒いかりのあまりその布地を引き裂さこうとした。

　ラミアスが止める間もない、一いつ瞬しゆんの凶きよう行こう。

　しかし、ヴォルガルムの華きや奢しやな体が真っ二つになる寸前、パンツは眩まばゆいばかりの光を放ち、ディアボロに反はん撃げきした。
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「な、なんだこの輝かがやきは！　まさか下着にこれほどの魔ま力りよくがあろうとは！」

　悲鳴を上げるディアボロとは反対に、ラミアスはヴォルガルムが放つ輝きに見入っていた。

　魔法少女であるラミアスには見えていたのだ。

　ヴォルガルムの体の中で増大する魔力の正体が。

　本来、ヴォルガルムは明日美の勝負パンツだった。魔法の力で自我を芽生えさせたのは持ち主の明日美だが、ジャマ子がヴォルガルムの新たな主あるじとなって以降は彼女が魔力を分け与あたえていた。

　だからヴォルガルムは、ゴミや洗せん濯たく物ものと違い、今日に至っても元気に活動し続けてきたのだ。

　では、魔力の供給源である大魔王ジャーマが完全復活した今はどうだろうか。

　ジャーマにその気がない限り、供給がストップするはずはない。むしろ魔力が増大した分、眷けん属ぞくであるヴォルガルムに送られる魔力も膨ふくれ上がることになる。

　光が晴れた瞬間、ヴォルガルムはパワーアップした姿を晒す。

　女め神がみを思わせる美しい面おも立だち、揺ゆれる長い髪かみ、深い双そう眸ぼう、魔族と呼ぶに相応ふさわしい角と翼つばさ、そして全身を覆おおう騎き士しの甲かつ冑ちゆうと、手にした魔剣アークブリンガーのコピー。

　ここにヒロトかジャーマがいれば、その姿に何らかの反応を示しただろう。

　紛れもなく大魔王ジャーマ旧四天王の長おさ、闇やみの戦いくさ乙女おとめヴォルガルムの容姿と瓜うり二ふたつであったのだ。

「わ、私のパンツが、ヴァルキリーになっちゃった！」

　鎧よろいが横よこ縞じま柄がらなのが今一つ緊きん張ちよう感かんに欠けるが、ラミアスはたいして気にしなかったようだ。

「凄すごい美人さんなんですけど！　ヴォルガルムって女の子だったんだ……。まあ女の子用パンツだし当たり前か」

「ぱんつ！」

「言こと葉ば遣づかいはそのままなんだ……」

　苦笑いするラミアスを庇い、新生ヴォルガルムがディアボロの前に立ち塞ふさがる。

「大魔王ジャーマめの魔力で可能性を開花させたか……。しかし！　たかが眷属ごときが、魔王クラスであるこのプリンセス・ディアボロを倒たおすつもりであるならば、いささか不ふ遜そんであろう！」

「おぱんつ！」

　両者は闇の魔力を放ちながら激げき突とつし、剣けんとバトンで鍔つば迫ぜり合いを始めた。

　しかし、魔王の腹心でしかない四天王クラスと魔王クラスとでは、いくらヴォルガルムがパワーアップしたとはいえ、遥はるかに分が悪い。

　だがそのとき、突とつ如じよとして召喚ゲートから新たな勇者が姿を現した。

「新手の勇者か！　妾わらわの邪じや魔まをしようなど──」

　すぐさまこれを迎むかえ撃うとうとするディアボロ。

　だが、すかさずヴォルガルムが放った必殺剣を食い止めるため、やむを得ず新手の勇者への注意がおろそかになる。

　結果、ゲートから現れた新たな勇者は、ヴォルガルムが作った一瞬の隙すきを無む駄だにせず、見事な連係プレイでディアボロへと強きよう烈れつな踵かかと落としを見み舞まった。

「無礼者ーっ！」

　蹴けり落とされたディアボロは天守閣から地上に向けて真っ逆さまに落下していく。

　それを見届けた後、ラミアスとヴォルガルムの危機を救ったチャイナドレス姿の女勇者が、ゆっくりと振ふり返る。

「あ、ありがとうございます。あなたは……？」

「あるときはじゃじゃ馬カンフーガール！　またあるときは学園一のマドンナ・チアリーダー、そしてまたあるときはドジで健けな気げなウェイトレス！　しかしてその実体は！」

　女勇者はチャイナドレス、チアガール衣装、給きゆう仕じ服を次々と脱ぎ捨てた後、セーラー服に酷こく似じした格好で決めポーズを披ひ露ろうする。

「愛と正義のコスプレ服美少女戦士、コスチュームーン！」

　彼女の素す顔がおを見、上気していたラミアスの表情は一気に氷点下にまで落ち込んだ。

「お、お母さん……」

「いやん、明日美ちゃんたら！　あるときは二児のママとかバラしちゃいやん！」

「自分の歳としを考えて欲しいんですけど！」

「明日美ちゃんも若いからそんなこと言えるけど、これから十年二十年経たっても一生魔法少女なのよ？　お互たがいこういうタイプの勇者に選ばれた以上、仕方のないことなのよ？」

　ラミアスが泣き顔を見せる中、コスチュームーンはさらに着き替がえ、今度は魔女っ娘こスタイルに身を包む。

「明日美ちゃん──いいえ魔法少女マジカル・ラミアス！　二人で力を合わせて召喚ゲートを全開にするのよ！　今日はママとあなたでダブル魔法少女よ！」

「……一刻も早く戦いを終わらせて、すぐにでもこの記き憶おくを封ふう印いんしたい！」

「ぱんつー！」

　ラミアスたちは互いの魔ま力りよくを重ね合わせ、召喚ゲートの拡大に成功する。

　瞬しゆん間かん、渋滞の原因だったのだろう、帆はん船せんを模した巨きよ大だいな宇宙船がその姿を現した。

　街の上空を飛びながら、風を受けて海かい賊ぞく旗をはためかせる宇宙船。その舳へ先さきに立つ人ひと影かげへと、母おや娘こは目を凝こらす。

「あれは……？」

「まぎれもなくパパよ」

　片かた腕うでに光線銃じゆうを装着した大宇宙の勇者、キャプテン・ウラシマ。

　宇宙船が上空の暗黒時空星団ダークマテリアンへと砲ほう撃げきを敢かん行こうする中、キャプテン・ウラシマはヒューと口笛を吹ふき、最近薄うすくなり始めた髪の毛を海かい賊ぞく帽ぼうで隠かくす。

　その後ろには、他ほかにも渋滞待ちしていたと思おぼしき多数の勇者がずらりと並び、甲かん板ぱんにて各おの々おの出撃の号令を待っていた。

　彼らを代表するように、一人の中年外国人がモップを片手に立ち上がる。地球に住む勇者たちなら誰でも知っているその男こそ、世界で最も有名な勇者ランキング不動の一位、ソージ・スルネン（四〇）だ。

　キャプテン・ウラシマは背後に立つソージ・スルネンへと、感かん慨がい深げに振り返る。

「久しいな、スルネン。こうして会うのは十数年ぶりか」

「まったくやで！　あの日の戦いに比べたら七十二億の魔王なんて屁へみたいなもんや！」

「同感だ。一九九九年七の月に現れた恐きよう怖ふの大王との戦いを経験していない若造どもには、まだまだ負けられん！」

　二人を筆頭に、勇者たちは飛行中の宇宙船から次々に宙へと身を投げ出した。そのまま彼らは魔王たちへと果か敢かんに飛び掛かかっていく。

「きょーふのだいおー？　何それ、大昔のオカルト話？」

　ラミアスが小首を傾かしげたところ、隣となりのコスチュームーンが懐なつかしげに目を細めた。

「知らないのも無理はないわ。当時六十億の勇者たちがたった一日だけ勇者の力と記憶を取り戻もどして総出で迎え撃った、現代世界の魔王のことよ。翌日には誰も大王の実在を覚えていなかったのだけれど、今思い返すとあのときのパパはカッコ良かったわ……」

「はいはい」

「ちなみにパパとママが明日美ちゃんを仕込んだのは、その戦いの日の夜のことよ」

「そんなの娘に教えないで欲しいんですけど！　あっ、でも一九九九年の七月ってことは、計算が合っちゃう！」

　母娘がじゃれ合っている間にも、召しよう喚かんゲートからは世界各国の勇者たちが次々と増ぞう援えんとして現れ、ここにようやく全すべての勇者が集結した。

「とうとう揃そろったのですね、七十二億もの伝説の勇者たちが！」

　怒ど涛とうの勢いの勇者たちの大反撃を見、その光景にジャーマは声を弾はずませた。

「一いつ緒しよに戦う仲間が全員勇者ってのは、確かに無様を見せられない。うかうかしていたら活かつ躍やくの場がなくなるからな、気合も入るってもんだ！」

　ヒロトとジャーマは互いの背中を守り、次々と襲おそい掛かってくる十三人もの黄金十二星魔を打ち倒していく。

　二人の頭上では、アカシャ浮ふ遊ゆう大陸を足場に光の巨きよ人じんと魔ま獣じゆうスペリオルサンダーが激げき闘とうを繰くり広げている。激闘は街の至る場所で起こっていた。

　その中には、龍りゆう宮ぐう乙おと姫ひめの姿もあった。

『小こ娘むすめよ、貴様を我わが輩はいの生体動力源として取り込んでやろう！』

　対たい峙じする魔王は、六大幹部が一、機械皇こう帝ていマシンカイゼルだ。

「冗じよう談だんじゃないわよっ、アンタみたいな辛しん気き臭くさいロボットのカビ臭いコクピットに永久居住なんて、なにがなんでも御ご免めんなんだからねっ！」

　威い勢せいはいいものの、龍宮乙姫は完全に苦戦していた。

　マシンカイゼルはどれだけ攻こう撃げきを受けようと、その度たびに周囲の魔王をパーツとして取り込み、無限の再生力を見せる。ボディを制せい御ぎよしているコアを破は壊かいしたいところだが、敵も魔王、そう簡単に狙そ撃げきを許してはくれない。

「ヤダもー！　ちょっとあいつ強すぎるゾ！」

　一方、空中で龍宮乙姫と合流したリコとドラむすこも、同じく六大幹部の一、邪じや神しん竜りゆうムードムードに追い詰つめられていた。

　この斑まだら模様のドラゴンは、全身の鱗うろこをルービックキューブのように頭部に集め、その色によって様々なブレスを吐くことが出来るのだ。赤色ならファイアブレス、黄色ならサンダーブレスといった具合に、その攻撃方法は多た彩さいであった。

「五つ以上も技わざを使えるなんて、すっごくずっこいゾ！」

　リコは龍宮乙姫とともに、上空をところ狭せましと逃にげ惑まどう。

　そんな中、ムードムードは頭部に白い鱗を集めていく。そこから吐き出されたのは、街中のビルを瞬間的に凍いてつかせる絶対零れい度どのアイスブレスだ。

　極寒の冷気を浴び、ドラむすこの翼や、龍宮乙姫の機き翼よくさえもがその動きを鈍にぶらせ、スピードを落としてしまう。あろうことかそこはマシンカイゼルの射程内だった。

「ああもう、絶体絶命だわっ！」

　だが、敵の魔王が乙姫とリコを仕留める寸前、二人の勇者が乱入してきた。

「ヒロちゃんのおじさま！」

「それに知らないオジサン！」

　キャプテン・ウラシマの光線銃が機械皇帝のコアを一いち撃げきで撃ち抜ぬき、ソージ・スルネンのモップが一いつ瞬しゆんで邪神竜の全ての鱗の色を洗い落とす。

　美少女たちの歓かん声せいを背に、六大幹部の二体を早はや業わざで撃げき破はした二人の中年勇者は、満足そうに渋しぶい笑えみを見せた。

「くっ、まさかマシンカイゼルやムードムードまでもがやられるとは！」

　幹部たちが次々と敗北する光景に、六大幹部で唯ゆい一いつ残っていたオウジャブラックも、マオウジャーロボの操縦席で苦々しげに焦あせりを見せる。

「だったら、キミもそろそろ退場の時間だよ！　オウジャブラック！」

　マオウジャーロボと対峙するゴユウジャーロボの操縦席で、桃太郎はクールに呟つぶやくと、ゴユウジャーロボの最終兵器を取り出す。

「必殺剣グレートブレイブレード！　一いつ閃せん両断！」

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく振り下ろされた大剣は、マオウジャーロボを真っ二つに両断した。

　これで六大幹部は全て戦線から退場したことになるが、他の七十二億の魔ま王おうたちは別に本心から彼らに付き従っていたわけではない。

　もちろん幹部が敗れ去ったからといって、彼らが戦いを止やめるはずもなかった。最終決戦はさらにヒートアップし、激化していく。

　そんな中、ヒロトとジャーマは戦いの手を休め、向き直っていた。

　すでに二人は満まん身しん創そう痍い。度重なる魔王たちとの激戦に、体は傷ついていた。それでも致ち命めい傷しようを受けていないのは、互いが互いを守り抜いた証あかしだろう。

「それにしても良かったのか、ジャーマ」

「何のことです？」

「完全に魔王側を裏切るような真似まねをして」

「同じ正義と平和を愛する勇者たちでさえ、群れれば互いに自己主張を繰り返して反発してしまう。余はこの世界でそれを知りました。だというのに、そもそも他者を睥へい睨げいしてきた唯ゆい我が独どく尊そんの魔王たちが、数を揃えたところで同志となれるはずもありません」

「そう言われたら、確かにそうだ」

　最終決戦の喧けん騒そうさえ遠くに聞こえてしまうような静けさが、二人の間に満ちていた。

「しかし……やはり借り物の力では、完全復活にも限界があるようです」

　自らの手を見下ろし、ジャーマは口くち惜おしそうに呟いた。

「余が全力で戦える機会は、もしかするとこれが最後かもしれない。そして、その終わりも近い。こればかりは、ああ、まあ、いいでしょう──などとは言えませんね」

「ジャーマ……」

　見つめ合うヒロトとジャーマだったが、そこへ小さな影かげが空から降ってくる。

　白い毛並みと、長い二つの耳に、小動物サイズの体。それは、ウサギのヴィヴィヤンに間ま違ちがいなかった。

　先ほどマジカル・ラミアスによって投げつけられ、プリンセス・ディアボロによってかっ飛ばされたのが、ここまで飛んできたのだろう。

　ヴィヴィヤンはそのまま地上に激げき突とつする。

「い、いたたですの……まったく、もう少し労いたわって欲しいものですの」

　が、そのすぐ後には何事もなかったかのように身を起こしていた。

　粉々に潰つぶれてもおかしくないほどの落下の衝しよう撃げきだったはずだが、タフなのだろうか。傷一つない体を起こし、やれやれとため息をついている。

「あのウサギは確か、明日美のマスコットの……」

「はい。ですが、それだけではないのです、勇者ヒロトよ」

　ジャーマはそんなヴィヴィヤンへと視線を落とし、言葉を投げかける。

「決着は見えました。いくら魔王たちが強大とはいえ、手に手を取り合うことを知らない彼らに勝機はありません。勇者たちの勝利は揺ゆるぎないでしょう。これであなたの思おも惑わく通りというわけですね、妖よう精せいの女王よ」

「……妖精の、女王様？　え、このウサギが？」

　ジャーマの言葉を聞き、ヒロトは完全に面めん食くらったようだ。

　目を丸くし、もう一度この小動物を見下ろす。

　彼の知る、彼を異世界へと導いた妖精の女王は、神こう々ごうしく気高く美しい不ふ可か侵しん的な存在だった。決して、魔法少女にこき使われるマスコットなどではない。

　それは、実際に彼女と会ったことのあるヒロトが一番良く分かっていることだ。

　ところが、ヴィヴィヤンは気さくな調子でジャーマへと話しかける。

「大魔王ジャーマ、ご苦労様ですの。これで勇者たちの世界は救われたですの」

「このウサギと知り合いだったのか、ジャーマ！」

「ただのウサギではないですの。魔法少女の可愛かわいらしいパートナーであると同時に、ときには勇者戦隊ゴユウジャーの司令官、ときには時空を操あやつる幻まぼろしのレアモンスター、ときにはアーマードレスを開発した天才科学者と、色々な顔を持っているのですの。もちろん、勇者ヒロト──あなたを異世界に導いた妖精の女王の正体も、このわたしですの」

　ヴィヴィヤンは長い耳をぴこぴこと動かしながら、自じ慢まんげに胸を反らす。

　その言葉は、にわかには信じがたいものだった。

「ど、どういうことなんだ？」

「分からないですの？　簡単に言うと、七十二億の勇者たちをそれぞれの異世界に召喚したのは、姿こそ違ちがえど全部わたしの同一存在だったわけですの」

　ジャーマも追つい随ずいし、大きく頷うなずく。

「そして、今回七十二億の魔王たちの復活とその狙ねらいを予見し、余をこの世界に召喚したのもまた、彼女の仕し業わざということです」

「ちょっと待ってくれ。それなら、ジャーマ、お前もしかして……」

　ヒロトは震ふるえる指先をジャーマへと向ける。

　異形の大魔王は、胸のつかえがとれたかのような面おも持もちで、またも頷いた。

「はい。余は魔王でありながら、その実、異世界の危機を救う勇者に選ばれ、救世主としてこの世界にやって来ていたのです」

「魔王が、実は勇者だったって？」

　ジャーマの言葉を受けて、ヒロトはこれ以上ないくらい驚おどろいた。

　そんな彼を尻しり目めに、ヴィヴィヤンは軽い調子で耳を動かす。

「異世界の危機には別世界から勇者を連れて来るのが、一番丸く収まりますの。使命が終われば元の世界に返しますし、魔王を倒たおした勇者がその強大な力で次の魔王になるなんてことも起こらないですの」

「言われてみれば、まあ、納なつ得とくできなくもない」

「それでもって、我々が一番よく利用させてもらっているのが、この派は遣けん勇者の世界というわけですの。しかし今回ばかりは別の世界で勇者を選ぶ必要があったのですの」

「おい。さりげなくひとの世界を派遣会社みたく呼ぶんじゃない」

　ヴィヴィヤンの一言に、ヒロトは耳ざとく眉まゆをつり上げる。

　一方、ジャーマはどこか心ここにあらずといった様子で、最終決戦の光景を他人ひと事ごとのように見つめていた。

「──そう、これでこの世界での余の使命は終わる。余は本来の世界へと強制的に送り返され、この世界での記き憶おくを失う。同じく七十二億全すべての勇者たちも、再び勇者としての記憶を封ふうじられる。そうですね、女王よ」

「ええ。そうなりますの」

　ジャーマは、まるで何かに急せかされているかのようにヴィヴィヤンへと詰め寄る。

「では今こそ、余の望みを叶かなえさせてもらいます。余があなたの召しよう喚かんに応じ勇者となった、たった一つの交こう換かん条件です。今さら嫌いやとは言わせません、目を瞑つぶっていただきます」

　断ったらどうなるか、という警告のニュアンスを含ふくんだジャーマの言葉。

　それを聞き、ヴィヴィヤンはため息を漏もらしつつも無言でその場を離はなれていった。

「交換条件？」

「勇者ヒロト。余は何も、真に心からこの世界の平和を願って召喚に応じたわけではないのです」

　言葉とは裏腹に、魔王という立場も忘れたようにジャーマは深く頭を垂れる。

　その姿を見、ヒロトもようやく全てを察したかのように真しん剣けんな面持ちをした。

「……どうしたジャーマ。急に改まって」

「ああ、まあ、いいではありませんか。愛の告白をしてあげましょうと言ってあげたいところですが、余はそれ以上に勇者ヒロトに求めるものがあるのです」

　ジャーマは両手を強く握にぎりしめ、ヒロトを前に臨戦態勢を取った。

「あなたが余を差し置いて他ほかの魔王と死し闘とうに興じる姿は……正直、妬やける！」

「──ああ、どうせ、そんなことだろうと思ったよ」

　ヒロトもまた、ジャーマの気持ちに応こたえ、聖せい魔ま剣けんを構え直す。

「いいぜ、やろう。最初から、そういう約束だったからな。こればかりは他の勇者たちにも手出しはさせない。正しよう真しん正しよう銘めいの一いつ騎き打うちだ」

「勇者ヒロト、余の生しよう涯がい唯ゆい一いつの好敵手よ。余のワガママを聞き入れてくれたことに感謝します！」

　ジャーマは歓かん喜きの声とともに、拳こぶしに全力を込めた。

　ヒロトの持つ聖魔剣によって高められた彼女の拳聖の力は、直ちよく撃げきが入れば一撃でヒロトを死に至らしめるほどのものだ。

　無論、ヒロトの剣聖としての力もまた、聖魔剣によって限界まで高まっている。剣の一撃は、いかなジャーマの外がい殻かくとはいえ、致命傷を与あたえるほどだろう。

　一度戦いを始めてしまえば、最悪どちらかが死んでもおかしくはない。だが、二人は万ばん感かんの想おもいで対たい峙じする。

　ジャーマは全てを隠かくしているように見えて、自身の望みは、最初からヒロトに打ち明けていた。今思えば、と、ヒロトはここへ来てようやく気付いた。

　現代世界を救う勇者となったのも、魔王たちを欺あざむくスパイになったのも、全てはヒロトと全力で勝負するため。

「もう一度、感謝の言葉を贈おくらせていただきます。ありがとう、勇者ヒロト！」

　誰だれにも理解されなかった孤こ高こうの存在である自分の想いに応じてくれたヒロトを前に、ジャーマは恋れん愛あい成じよう就じゆにも似た幸福感に包まれていた。

　両者には最も早はや、周囲の勇者と魔王の戦いの騒そう音おんなど、耳にも届かない。

「では、遠えん慮りよなくいかせていただきます！」

　最初に動いたのは、やはりジャーマだった。

　彼女は辛しん抱ぼうし切れなかった様子で、有り余る渾こん身しんの力を込めて全力で拳を振ふり下ろした。

　しかし、ヒロトは聖魔剣の刀身を盾たてにその一いち撃げきを防ぎきると、反はん撃げきの斬きり返しで相手の急所を狙う。対するジャーマも迫せまる刃やいばを恐おそれもせず、むしろ急所を差し出すかのように胸を張り、頑がん丈じような外殻で剣を弾はじく。

　次いで片かた腕うでを手刀のように構えたジャーマは、研とぎ澄すました切れ味で聖魔剣に張り合った。重々しく長大でいて軽かろやかな黒い刃は、ヒロトに頭角の角を思い出させた。

　さらにジャーマは魔法を駆く使しし、幻を用いて己おのれの姿を分身させてみせた。しかもその分身は実体を持ち、本体とともに二本の手刀でヒロトを追い詰つめていく。これもまた、ヘブニラが使った幻げん術じゆつの応用だった。

「相変わらず何かの影えい響きようを受けやすいヤツだな！　まさか今度は、異世界の魔王の戦い方にハマるなんてな！」

「それだけではありません！」

　ジャーマの目に殺意が宿ると同時に、本体と分身が呼吸を完全に合わせ、二刀流による同時攻こう撃げきとも言うべきタイミングで手刀が翻ひるがえった。

「奥おう義ぎ、縦横十文字斬ぎり！」

　ジャーマが繰くり出した十文字斬りが、ヒロトの命を刈かり取る速さで迫る。

　が、ヒロトは聖魔剣を巧たくみに操って二つの刃の隙すき間まを搔かい潜くぐり、ジャーマの首筋を大きく切り裂さいた。

　敵であるジャーマの目にさえ、惚ほれ惚ぼれと映る剣さばきだった。

　しかし、無む茶ちやな軌き道どうのままジャーマに決定打を与えたせいだろう。聖魔剣の刀身は分厚い外殻を叩たたき割った衝撃に耐たえかね、真っ二つに折れてしまった。

　ジャーマは致ち命めい傷しように近い一撃を喰くらってその場に膝ひざをつき、ヒロトもまた、剣が折れたために固勇能力を失ってしまう。

　互たがいの力が強すぎる故ゆえの、早すぎる決着だった。

「見事な一撃です──しかし、たかがこの程度の攻こう防ぼうで最後の戦いに決着をつけるわけにはいかぬ！」

　ジャーマは残された力を振り絞しぼり、真っ二つに折れた聖魔剣を拾い上げた。

　瞬しゆん間かん、いつかの死闘のときのようにジャーマの両手に魔力が宿り、眩まばゆい光の中で聖魔剣が姿を変えていく。

　その光が収まったとき、ヒロトは驚きよう愕がくの目でジャーマの手の中を見た。

「それは……聖剣ソノハヤと、魔剣アークブリンガー？　もとに戻もどしたのか？」

　ジャーマの両手に握られた、二ふた振ふりの剣。

　そのどちらにもヒロトは見覚えがあった。

　片やソノハヤは、異世界での冒ぼう険けんにてヒロトが愛剣として用いた聖剣。

　片やアークブリンガーは、幾いく度どとなくヒロトの前に立ち塞ふさがったジャーマ配下の四天王ヴォルガルムの愛剣であり、後にヒロトのもう一つの切り札となった魔剣だ。

　ヒロトにとっては、最も使い慣れた剣であり、同時に最も戦い慣れた剣であった。

　しかしそれらの剣は、異世界でのジャーマとの最後の戦いで失われ、そして名も無き聖魔剣へと生まれ変わったはず。

「否いな！」

　だが、ジャーマは目を見開いてヒロトの呟つぶやきを否定する。

「確かに余は聖剣と魔剣を融ゆう合ごうさせ、勇者ヒロトのために比類なき一本の剣を鍛きたえ上げた。しかし、あの頃ころの余は宿敵の力を完全には理解していなかった。彼がために剣を用意するならば、そして余が己の力を高めるならば、もっと相応ふさわしい形があったことを！」

　ジャーマは、自らが新たに生み出した二つの剣をヒロトへと差し出す。

　ヒロトは手を伸のばし、二振りの剣を受け取った。

「聖と魔の力を共に内包させたこの二つの剣こそが、数多あまたの世界の全てにおいて、余の宿敵の右と左の手に携たずさえられるべき、最も相応しき最強の剣！」

「これは──」

　ヒロトの目が驚きに見開かれる。

　触ふれてみてようやく彼にも理解できた。

　この二つの剣は、かつての聖剣や魔剣とは、比べようもない力を秘ひめている。

「すなわち、聖魔剣ソノハヤと！　聖魔剣アークブリンガーってわけか！」

　二振りの聖魔剣を構えた瞬間、ヒロトの剣聖の力は極限を超ちよう越えつして研ぎ澄まされ、放つ気き魄はくは周囲の空気を一変させた。

　強大な気配を感じ取り、場に居合わせた全ての勇者と魔王が顔色を変える。

　聖魔剣ソノハヤと聖魔剣アークブリンガーを装備した──たったそれだけのことだ。

　にもかかわらず、ヒロトの戦意と存在感が、他の勇者や魔王を圧あつ倒とうせしめるほどに膨ふくれ上がっている。

　同時に、ジャーマの敵意と威い圧あつ感かんもまた、想像を絶するほどに増大した。

　彼女の持つ拳聖の力が、聖魔剣の二刀流に呼応したのだ。

　無論、ジャーマはそれを見み越こしてヒロトに二振りの聖魔剣を与えていた。

　その力はジャーマの致命傷を完全回復させるだけでは飽あき足たらず、周囲の勇者と魔王の身を竦すくませ戦せん慄りつさせるほどだった。

　ヒロトとジャーマをそれぞれ危険分子と判断したのか、ヒロトのもとに幾いく百ひやくの魔王たちが、ジャーマのもとには幾百の勇者たちが殺さつ到とうする。

「ジャマをするな！」

　だが、二人はたった一撃でそれら全てを一いつ蹴しゆうする。

　そして、今しがた自分たちが排はいした勇者や魔王の姿など眼中にないといった様子で、再び相対する。

「これほどの力の高まりを感じたのは、余も生まれ落ちて初めてのこと。故に、ここから先の戦いは想像もつかぬ。おそらく、言葉を交かわすのはこれが最後となるだろう」

「ああ。今度こそ、悔くいを残さないようにな」

　そうして、両者は最後の戦いへと臨のぞむ。

　万感の想いで、互いに名乗った。

「余の名は大魔王ジャーマ！　持てる全ての力と勇気を振り絞り、挑いどませてもらう！」

「俺の名は勇者ヒロト！　今は世界に平和をもたらす救世主でもなんでもない。ただの、お前のライバルだ！」

　直後、誰にも手出しできない、二人きりの死闘の時間が始まった。

　両者の戦いは熾し烈れつを極きわめ、七十二億の勇者と魔王の戦いに決着がつき、勇者側が勝利した後も続いた。

　やがて世界の危機が去ったことで勇者たちの記き憶おくが薄うすれ、その仲間たちが異世界へと帰り、残った魔王たちも密ひそかに姿を消す。

　その中にあってさえ、ヒロトとジャーマは別べつ離りの最後の瞬間まで命を削けずり、死力を尽つくし戦い続ける。

　だが、決着がつかないまま時間の限界が訪おとずれてしまった。

　ヒロトの勇者としての力と記憶が封ふうじられ、ジャーマもまた使命を終えたことで本来の世界へと送り返される、そのタイムリミットだ。

　全身に傷を負い、息も絶え絶えで、今にも力尽きてしまいそうなヒロトが、ゆっくりと口を開く。

「大魔王ジャーマ。俺にとって、お前は最強の相手だ。たとえ記憶がまた消えたとしても、その事実だけは消えない」

　別世界への送そう還かんが始まり、傷ついた全身が光の粒りゆう子しとなって薄れて消えていくジャーマもまた、息を荒あららげながらも大きく頷うなずいた。

「勇者ヒロト。余にとっても、あなたが最強の敵です。大魔王の名にかけて誓ちかいましょう。ええ、余の記憶が失われようと、この誓いが失われることは無い」

　剣聖の力を失った弱々しい剣の一撃と、薄れゆく非力な拳の一撃が交わった。

　その、攻防とも言えないような別れの挨あい拶さつを最後に、ヒロトとジャーマの二度目の戦いは終わった。

　大魔王ジャーマは、この世界の救世主としての使命を終え、本来の世界へと還かえる。

　勇者ヒロトもまた、他ほかの七十二億の勇者たちと同じく記憶を封じられ、眠ねむるようにその場で力尽きる。

　こうして魔王たちの脅きよう威いは消え、全すべての勇者たちは、その役目を終えた。
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　夢から覚めた浦うら島しまヒロトはベッドから転げ落ちていた。

「あいたたたた、あれ？」

　身を起こしたヒロトは、訝いぶかしげに周囲を見回す。

　間ま違ちがいなく彼の自宅の自室だ。カーテンの隙間からは陽ひの光が差し込み、清すが々すがしい朝の到とう来らいを告げている。

　ヒロトは立ち上がり、頭を振って窓へと歩み寄る。

　カーテンを開けて外の景色へと目を向けたが、広がっていたのは何の変へん哲てつもない、いつもの街の光景だった。

　生まれ育った街をヒロトが見み間ま違ちがえるはずもない。当たり前の平和な日常の、当たり前の平へい凡ぼんな風景だ。姫ひめ路じ城じようやノイシュヴァンシュタイン城や万ばん里りの長城が鎮ちん座ざしているなどという非常識極まるようなことも、もちろんない。

　普ふ段だんならここで大あくびをこぼしつつ、寝ね惚ぼけ眼まなこをこすり、学生服へと着き替がえる。その後は高校へと向かう。それが彼の日常だ。

　しかしそのはずが、何な故ぜかヒロトは街の景色を見つめたまま絶句していた。

「おいおい……」

　ヒロトは我が目を疑っていた。

　そして、信じられないといった面おも持もちで自分の健康そのものの体をまじまじと見下ろし、叫さけぶ。

「ちょっと待てよ！　俺の体はジャーマとの戦いでボロボロに傷ついたはずだし、街なんか最後には全ぜん壊かいして焼け野原になっていたはずだろ！　なんたって、七十二億の勇者と魔ま王おうが最終決戦していたんだからな！」

　文句を口にしつつも、彼は確信した。

　記憶がちっとも封ふう印いんされていないことを。

　昨日の最終決戦の後、ヴィヴィヤンこと妖精の女王は全ての勇者たちの記憶を封じた。そして戦いの傷を癒いやし、不平を口にしながら街の修復もして帰った。

　ヒロトも明日あす美みも友人たちも、その日のうちに勇者の記憶を失い、普ふ通つうの学生として家路についた。

　家には家出したはずの父や母も戻ってきていた。

　家族揃そろって久しぶりの夕食を口にした後、理由も分からぬ強きよう烈れつな疲ひ労ろう感かんと睡すい魔まに屈くつしてすぐに眠りについたのだ。

　しかし、眠る直前までは間違いなく記憶を失っていたはずだ。

　少なくともヒロトはそう記憶している。

　だが、一晩明けて目覚めた瞬間、ヒロトは異世界での冒険の記憶も、ジャーマとの再会の記憶も、全て取り戻していた。

「まさか俺だけ？　俺だけ特別とか？　俺にだけ勇者の記憶が残っていて、家族にも学校の友人にも信じてもらえず中二病扱あつかいされる、そんな清々しいエンディングなのか？」

　ヒロトは興奮と当とう惑わくが半々になった面持ちで、ゆっくりと窓を開く。

「僕は伝説の勇者だ！」

「私も伝説の勇者よ！」

「わしもじゃよ！」

「ぼくもー！」

　開けた窓から、近所の住人たちの騒さわがしい声が聞こえてくる。

　これを聞けば、記憶を取り戻もどしているのがヒロトだけでないのは明白だった。

「やっぱりか！　そりゃそうか！」

　頭を搔かき毟むしりながらも、ヒロトは現状を確かく認にんするため自室の外へと出た。

　そこで彼は、部屋の扉とびらの前に残されていた、二通の書き置きを見つける。片方は父の字で、もう片方は母の字だった。

『パパは宇宙の大海原へと船出する。やはり男たるもの宇宙を目指すべき』

『ママは現げん役えき時代の輝かがやきを取り戻すわ。今日から普通の女の子に戻ります』

「またか！」

　ヒロトは両親の書き置きを破り捨てた後、大おお股またで居間へと向かった。

　おかしなことに、居間からは僅わずかな光とテレビらしき音が漏もれ、さらには人の気配さえ感じられる。

　両親は不在で、明日美が兄より早く起き床しようするなど絶対にありえない。

　震ふるえる手を伸のばし、ヒロトは居間の扉を開ける。

　そして、そこにいたものの正体に、彼は仰のけ反った。

『ぱんつー』

　妹の勝負パンツがふわふわと飛んでいたのだ。

「ヴォ、ヴォルガルム！」

　慌あわてふためくヒロトに気付き、キッチンから金きん髪ぱつの美少女が顔を出した。

「おや、その声は勇者ヒロトではないですか。おはようございます」

「ジャーマまで！　って言うか何でお前が後から出て来るんだよ！　こういう場合はお前が先に顔を出せ！　ヴォルガルムは別に後でもいいだろう！」

「いやですね、細かいことにいちいち拘こだわる男は」

「第一、お前何でまたこっちの世界に来ているんだ！　そもそも、記憶が封じられるって設定はどこへ行った！」

　金髪美少女ことジャマ子は、狼狽うろたえるヒロトの様子に小首を傾かしげていたが、何やら偉えらそうに腰こしに手を当ててふんぞり返った。

「勇者ヒロトも察しが悪いですね。この世界の勇者たちの記憶が今日になって再び戻った理由は一つしかないでしょう。勇者の記憶は魔王の脅威によって蘇よみがえるもの。つまりこの大魔王ジャーマがまたもや勇者ヒロトの世界に現れたことが原因です」

「だから、どうしてお前がまたこっちに来ているんだよ！」

「あー、まー、いいではありませんか」

「良くない。第一、お前も記憶を封じられたはずだろ！　どうやって思い出したんだよ！　それも昨日の今日で！」

　ヒロトの叫びを聞き、ジャマ子は自信満々で不敵な笑えみを浮うかべた。

「確かに余も、妖精の女王によって記憶を封じられ、もとの世界へと送還されました。ですが大魔王ジャーマを甘く見ないでもらいたいですね。フフフ、妖精の女王もまさかこんな手段で余が記憶を取り戻すとは思ってもいなかったでしょう」

　そうして彼女は、胸むな元もとからスケジュール帳らしき手帳を取り出した。

　開かれたページにはあろうことか、その日に放映されるアニメの一覧がびっしりと書き込まれていた。

「そう！　余は常に持ち歩いていたこのアニメスケジュール帳を目にした瞬しゆん間かん、全ての記憶を自力で取り戻したのです！」

「バカかお前は！　大魔王ともあろう者が、そんな理由で封印を解くな！　もっとマシな理由はなかったのかよ！」

「むむむ、バカとは何ですか！　だって、記き憶おくを取り戻さないとこの世界のアニメが見られないではありませんか！　毎日のアニメは余にとってすでに日課、ゆるがせに出来ない死活問題なのです！」

「大体、記憶を取り戻したことはともかく、どうやってこっちの世界に来たんだよ！」

「こんなこともあろうかと、余は勇者ヒロトの家のテレビの前に個人用の簡易召しよう喚かんゲートを用意しておいたのです。いついかなるときどんな場所であっても、たとえ異世界にいようとも、放送の開始二分前には必ず駆かけつけるためのものです！」

「どんだけアニメに夢中なんだよ！」

「別にアニメだけではありません。ゲームだってします。マンガやライトノベルも読みたいです。これからどんどんこの世界の色々な文化にドハマリしていくのもやぶさかではありません。魔王にもこういう生き方があったのですね……」

　朝も早くから騒いでいるヒロトとジャマ子。

　その声で起きてしまったのだろう、明日美が眠ねむそうに顔をだらけさせながら、居間へと姿を見せた。

「おはよー、私のお兄ちゃん、それにジャマ子さんも」

『ぱんつー』

「これは明日美！　おはようございます！」

　当然のようにそこにいるジャマ子の存在に驚おどろくこともなく、明日美はあくびを隠かくしてニッコリと微笑ほほえんだ。

　そんな彼女に向けて、ジャマ子たちも声を揃そろえて朝の挨あい拶さつを交かわす。

「ヴォルガルム、もとのパンツに戻ってるんですけど？」

「余の仮かり初そめの復活が終わってしまいましたからね。ヴォルガルムへの魔力供給が減った以上、もとの姿に戻るのも必定です」

『おぱんつー』

「あーもう、どうにでもなーれ！」

　和わ気き藹あい々あいと談だん笑しようする面々を尻しり目めに、ヒロトは憔しよう悴すいした面持ちでソファーに体を投げ出した。

　朝のアニメの開始が近いからか、ジャマ子もその隣となりにどっかりと腰を下ろす。

　ところがである。

『おはようございます、全世界の勇者の皆みなさん。緊きん急きゆう勇者ニュースとなります。今朝方、再び全すべての記憶を取り戻した勇者たちは歓かん喜きのあまり仕事を投げ出し、遊び呆ほうけております。このことにより一部の報道機関を除いて都市機能は完全にマヒし、深刻な経済問題かつ社会問題として──』

　わざわざ異世界からやって来たにもかかわらず、ジャマ子が観みたかったアニメはいつまで経たっても始まらなかった。

　代わりに勇者ニュースが報道を続けている。

「おお……おおおおっ！　うごごごご！」

「たいへん私のお兄ちゃん！　ジャマ子さんが白目剝むいてるんですけど！」

　アニメ不足により呼吸困難に陥おちいったジャマ子を、明日美とヴォルガルムが慌てて介かい抱ほうする。

　が、今にもジャマ子の体からは怨おん念ねんじみた邪じや悪あくなオーラが溢あふれだそうとしていた。

「あーあ、こりゃまた一騒そう動どうあるな……」

　ヒロトが予言じみた呟つぶやきをこぼした、その瞬間。

　あろうことか予言は現実のものとなり、突とつ如じよとして足元から巨きよ大だいな爆ばく発はつが起こって浦島家を襲おそった。

「ジャーマ！」

「よ、余ではありません！」

「じゃあ誰だれだよ！」

　爆発に巻き込まれたヒロトとジャマ子は、家の瓦が礫れきが散らばる中、顔を煤すすだらけにして睨にらみ合う。

「オレだ！」

「妾わらわであろう！」

「こぁーん！」

「むいっ！」

『ピピーピピー』

「ごあ！」

　その背後では、オウジャブラックにプリンセス・ディアボロ、子ギツネ、イモムシ、ドクロマークの全自動掃そう除じ機き、赤ん坊ぼうのチビドラゴンが、揃って姿を現していた。

　半数以上が小しよう魔ま王おうモードだが、紛まぎれもなく魔王軍団の六大幹部であった。

「ま、魔王ども！　何だってうちの家の地下から出て来るんだ！」

「あー、それは余のせいです。この世界に潜せん伏ぷくするには七十二億の勇者たちの目を欺あざむく必要がありましたので、実は勇者ヒロトの家の下に魔王の存在を隠いん蔽ぺいする魔法を仕し掛かけておいたのです。つまり余以外の魔王にとっても絶好の隠れ家がというわけですね」

「おーまーえーはー！　いつもいつも余計なことばっかりしやがって！」

　瓦礫に埋うもれたまま顔を見合わせるヒロトとジャマ子。

　そんな二人を尻目に、街の各所で六大幹部以外の魔王の残党たちも続々と姿を見せ、暴れ始める。

　それに伴ともない、街中の勇者たちもすぐさま駆けつけた。

「ヒロちゃん、今のすっごい爆発だったけど大だい丈じよう夫ぶだったかしらっ！　でも安心してっ、このアタシが駆けつけたからには、なんにも心配いらないわよっ！」

　瓦礫の上のオウジャブラックとディアボロを上空から爆ばく撃げきしつつ、瀬せ戸と川がわ乙おと姫ひめがアイドルらしい屈くつ託たくのないスマイルをヒロトへと向ける。

「ウッピー、リッコが助けに来てあげたゾ！　リッコのモンスターさんたちに、どーんと任せといて欲しいゾ！」

　残った小魔王を蹴け散ちらしたのは、ヒロトを前に陽気な笑顔を見せる褐かつ色しよく肌はだのクラスメイトの蘇す芳おうリコと、彼女が引き連れた多数のポシェットモンスターたちであった。

「ねえヒロト！　こ、この前に預けた特とく撮さつコレクション、もしかして見ちゃったりしたかい？　実は別のものと間ま違ちがえちゃっていて、ああーん、ボクどうしよう……！」

　鉄くろがね桃もも太た郎ろうは特撮ヒーローに変身するのも忘れ、クールな彼には稀け有うなことに顔を真っ赤にして狼狽うろたえていた。

「世界の平和や街の平和はひとまず置いておくとしても、明日美ちゃん家ちの平和を脅おびやかすのは魔法少女マジカル・ラミアスが許さないんですけど！」

『おぱんつー！』

　浦島家の跡あと地ちを中心に街中の勇者と魔王の大乱らん闘とうが始まる中、戦いに終しゆう止し符ふを打つべく謎なぞの魔法少女とそのパンツが姿を見せた。

「この有様、どうすればいいんだ……」

　ヒロトが頭を抱かかえる中、ジャマ子が瓦礫を押し退のけて立ち上がる。

「まったく、この大魔王ジャーマを差し置いて勇者と魔王の二度目の最終決戦を繰くり広げようなどとは、あーまーいいでしょうなどと口が裂さけても言えませんね！」

　彼女は拳を振ふり上げると、勇んで乱戦に参入してしまった。

　宿敵の背を見送り、ヒロトは大きくため息をこぼす。

「やれやれ……どいつもこいつも一体いつまで続けるつもりなんだ……」

　だが、呆あきれかえった口調とは裏腹に、その目は活気を取り戻もどして輝かがやいていた。

　目の前で繰り広げられる大決戦に、いつしかヒロトの面おも持もちは勇者らしく引き締しまっていく。

「仕方ない。俺が、勇者の手本って奴やつを見せてやるか！　おい余所よその勇者たち、ジャーマを倒たおして世界を救うのは俺の使命なんだから、お前らは手を出すんじゃない！」

　そうしてヒロトは意い気き揚よう々ようと駆け出し、喧けん騒そうへと加わった。

「余の名は大魔王ジャーマ！　幾いく億おくの勇者たちよ、そして幾億の魔王たちよ！　持てる全ての力と勇気を振り絞しぼり、挑いどんでくるがいい！」

　大魔王ジャマ子さんの声が、心底愉たのしげに、最終決戦の渦か中ちゆうに響ひびいた。







　あとがき




「岬みさきさんは、ジャマ子さんという作品をこの先どうしていきたいですか？」

　昨年末の都内某ぼう所しよ、初めて直じかにお会いしたばかりの担当編集さんが、真しん摯しな面おも持もちでそう尋たずねてくださったのを今でも覚えております。

　今後を見み据すえた質問に対し、しかし、肝かん心じんの岬の返答はといいますと。

「そうですね……ジャマ子さんが特装版を出せるくらいの人気作になったとしたら、ぜひとも実寸大ヴォルガルムを特典にしたいです」

「……え？　それは本物で、ですか？」

　そして、苦く笑しようを通とおり越こして失笑していた担当編集さんのお顔も、今でもよく覚えております。あっ……、わがはい、やっちまったのである……。

　あれから約九ヶ月。色々ありましてジャマ子さんは書しよ籍せき化しました。




　そんなわけで読者の皆みな様さま、初めまして！　岬かつみと申します。




　第十九回スニーカー大賞春の選考にて「大魔王ジャマ子さんと全人類総勇者」で優ゆう秀しゆう賞を頂き、こうして皆様のお手元に本書をお届けすることが叶かないました。まずは、手に取ってくださり、ありがとうございますと言わせてください。

　そして今、あとがきなるものに着手しております。受賞にこぎつけるまでに両手の指の本数以上の物語を書いてきましたが、あとがきを書くのは人生初体験です。作者とキャラクターの対談なら、学生時代の日直日誌や夏休みの日記にびっしり書いていた記き憶おくが……ううっ……記憶が……。

　実は受賞してから実際のデビューに至るまでの道みち程のりは、ザ・スニーカーＷＥＢにて「デビューへの道[image: ]」なるブログにて紹しよう介かいさせていただいております。

　そんな大切な場を、岬かつみの赤せき裸ら々らなエピソードを語る日記の露ろ出しゆつプレイに使ってしまい、またもや恐きよう縮しゆくです。しかし、興味のある方もない方も試ためしに一度ご覧くださいませ。岬がダメでも、他の方々が面白い話を大おお盤ばん振ぶる舞まいしてくれておりますので。

　そして「もう見たよ！」という読者様、重ねてありがとうございます。




　本作の題材の一つは、タイトルからお察しのとおり、勇者と魔ま王おうです。

　岬の子ども時代は、第一次勇者ブームとか第一次異世界召しよう喚かんブームとか名付けたいくらいの過か渡と期きでした。当時のアニメやマンガやゲーム、そして黎れい明めい期きのライトノベルにも、現代世界から勇者として異世界へ召喚された少年少女や、その宿敵である邪じや悪あくな魔王的存在が数多くいました。

　幼い岬が一番夢中になっていたのは、爽さわやか炭酸飲料の、猛もう烈れつに熱血していた勇者です。そのノベライズ小説を発刊していたレーベルこそ、角川スニーカー文庫さまでした。

　今では第二次勇者ブームも落ち着き、第二次異世界召喚ブームが盛り上がりを見せようとするライトノベル業界ですが、そうした中、拙せつ作さくがスニーカー大賞の新人賞を受賞できたのは率そつ直ちよくに言って猛烈に感動しました。




　遅おそくなってしまいましたが、ひとまず謝辞を。

　まず、イラストをご担当していただいたｙａやｍａまｓａさｎんさま。おかげさまでキャラクターたちは皆ｋａｗａｉｉです。本当にありがとうございます。もう一度言わせてください。本当にありがとうございます。

　次に、右も左も分からないデビュー前の仮かり免めん作家にハンドルの切り方を教えてくださり、様々な面でアクセルやブレーキをつとめてくださった担当編集のＯさま。まことにありがとうございます。ワンモア。まことにありがとうございます。

　そしてスニーカー編集部の皆々様や、角川書店、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡの皆々様、さらには校こう閲えつさんや営業さんなど、本書が出版されるために尽じん力りよくしてくださった全すべての皆様、親切なアドバイスをくださった先せん輩ぱい作家の皆様方、心よりありがとうございます。

　最後になりましたが、そうして出来上がった本書を手に取ってくださった読者の皆様。最大級のありがとうございますを、お届けいたします。

　今後とも『大魔王ジャマ子さんと全人類総勇者』を、作者ともどもよろしくお願いいたします。

　そして実寸大ヴォルガルムご希望の皆様、実現化に向けての熱い要望を綴つづったお手紙をお待ちしております。











二〇一四年七月　岬　かつみ　　
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